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名 称 ： 第 13 回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム 

 

目 的 ： 筑波技術大学及び日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク

（PEPNet-Japan）では、特に聴覚障害学生への支援体制が充実し、

積極的な取り組みを行ってきている大学・機関と共同で、聴覚障害

学生支援に関するノウハウを積み重ね、先駆的な事例の開拓を行っ

てきた。一方、我が国では平成28年4月から障害者差別解消法が施行

され、障害者への不当な差別的取り扱いは禁止、高等教育機関にお

いても、国公立大学では合理的配慮の提供が法的義務、私立大学で

努力義務となった。 

本シンポジウムでは、そのような情勢を鑑み、全国の大学におけ

る聴覚障害学生への支援実践に関する情報を交換するとともに、筑

波技術大学ならびにPEPNet-Japanの活動成果をより多くの大学・機

関に対して発信することで、今後の高等教育機関における聴覚障害

学生支援体制発展に寄与することを目的とする。 

 

日 時 ： 2017 年 10 月 28 日（土）14 時～17 時 

2017 年 10 月 29 日（日）10 時～16 時 

 

会 場 ： 札幌学院大学（北海道江別市文京台 11 番地） 

 

対 象 ： 全国の大学等で障害学生支援を担当する教職員、聴覚障害学生、 

及び支援者 

その他高等教育機関における障害学生支援に関心のある方々 

 

主 催 ： 日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク（PEPNet-Japan） 

国立大学法人筑波技術大学 

 

共 催 ： 札幌学院大学 

 

協 力 ： 北海道大学 

北海道情報大学 

北海学園大学 

北星学園大学 

北翔大学 

酪農学園大学 

開催要項 
   

後 援 ： 文部科学省 

独立行政法人日本学生支援機構（JASSO） 

北海道教育委員会 

NHK 札幌放送局 

UHB 北海道文化放送 

HTB 北海道テレビ 

HBC 北海道放送 

テレビ北海道 

STV 札幌テレビ放送 

朝日新聞北海道支社 

読売新聞北海道支社 

毎日新聞北海道支社 

日本経済新聞社札幌支社 

北海道新聞社 

 

参 加 費 ： 無料 
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第１３回シンポジウムの開催にあたって 

       国立大学法人 筑波技術大学長 

       日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク 代表 

                   大越 教夫 

 

 

この度、第 13 回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウムを、北海道の地で開催する

運びとなりました。全国よりご参加いただきました皆様を心より歓迎いたします。共催校である

札幌学院大学・学長の鶴丸先生、大会長としてご尽力いただきました副学長の皆川先生をは

じめ、北海道地区大学の実行委員ならびに関係者の皆様に、心より御礼申し上げます。 

日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク(PEPNet-Japan）は、平成 16 年から活動を開

始し、全国 23 の連携大学・機関の協力のもと、聴覚障害学生支援に関するノウハウを積み重

ね、先駆的な取り組みを行ってきました。その間、「平成 23 年の東日本大震災」、「平成 28 年

の熊本地震」を経験し、被災した大学への遠隔情報保障支援など、この PEPNet-Japan のネッ

トワークを最大限活用することにより、災害時の聴覚障害学生支援のモデル事業となる取組も

実施してきました。 

一方、筑波技術大学は、今年、開学 30 周年を迎えました。聴覚、視覚障害者のための我が

国で唯一の高等教育機関として、社会自立できる専門職業人を養成するとともに、障害・情報

保障に関連する教育・研究、障害に関する他大学支援など、着実な歩みを進めてきました。

2014 年に開設された大学院技術科学研究科「情報アクセシビリティ専攻」は、障害者支援や

情報保障方法・機器、コーディネート業務などについての専門家を育成することを目的に教育・

研究を遂行し、これまでに 7 名の修了生を輩出しました。修了者の多くは、大学の障害学生支

援室、特別支援学校、社会福祉法人など、障害支援に関連する専門職として活躍しています。

現在、盲ろう学生に対する大学院教育など、新たな分野にも視野を広げて教育・研究活動を

行っております。 

さて、本シンポジウムは、「障害者差別解消法から１年を経て考える」を全体テーマに据え、

プログラムを構成しております。同法の施行から１年以上が経過し、支援が広がりを見せる今、

今後我が国は聴覚障害学生支援においてどのような状況を理想とし、進んでいくべきかを議

論する時が来ています。北海道地区大学の教職員を中心に構成された実行委員会では、検

討すべき課題について熱心な議論がなされ、分科会・全体会のテーマとして、地域連携とリ

ソースの共有、教育の質保証、障害学生の権利と教育機関の役割、等が取り上げられること

となりました。他の企画も含め、参加者間による意見交換が活発に行われるよう工夫を凝らし

ており、参加された皆様にとって有意義な一日となりますことを願っております。 

最後に、本シンポジウム開催にあたり、ご後援いただきました文部科学省、日本学生支援機

構（JASSO）、放送・新聞各社、ならびに、札幌学院大学をはじめとした北海道地区大学の皆

様に、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。 

第１３回シンポジウムの開催にあたって 

札幌学院大学 副学長 

第 13 回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム大会長 

       皆川 雅章 

 

 

第13回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウムが、筑波技術大学及び日本聴覚障害

学生高等教育支援ネットワークとの共催により北海道の地にて札幌学院大学を会場として開

催されますことを大変光栄に存じます。 

本学において障害学生支援の取り組みが始まったのは、1999年でした。この年に一人の聴

覚障害学生が入学し、修学支援のために学生が情報保障ボランティア団体を設立し、自らノー

トテイクの方法を学びました。その後、2001年度に聴覚障害学生が増えたことを契機に、有志

教職員、障害学生、支援を希望する学生達によって「学生も教職員も全員平等な形で障害学

生をサポートする組織(バリアフリー委員会)」が設置され、2002年度からはノートテイクとパソコ

ンテイクの両方が使われるようになりました。 

現在は、「サポートセンター」に相談窓口を設け、聴覚障害学生に対し情報保障を行うための

支援学生（アクセシビリティ・学生スタッフ）の配置を行っています。日々教職員と学生が協働し

ながら現在の支援体制を構築してきましたが、解決していくべき問題は少なくありません。 

今回のシンポジウムでは「合理的配慮」、「意思表明」、「権利と役割」等をキーワードとして充

実した内容の各種企画が準備されています。また、北海道地区として分科会を企画・実施する

機会をいただきました。全国からの参加者の皆様による活発な議論、幅広い交流と情報共有を

通じて、高等教育における今後の障害学生支援が一層充実したものとなりますことを願ってお

ります。 

最後に、本シンポジウムの開催準備にあたり、さまざまなご教示を下さった筑波技術大学関

係者の皆様、実行委員として多大なご協力をいただいた北海道内各大学の教職員の皆様に深

く御礼申し上げます。 
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第１３回シンポジウムの開催にあたって 

       国立大学法人 筑波技術大学長 

       日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク 代表 

                   大越 教夫 

 

 

この度、第 13 回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウムを、北海道の地で開催する

運びとなりました。全国よりご参加いただきました皆様を心より歓迎いたします。共催校である

札幌学院大学・学長の鶴丸先生、大会長としてご尽力いただきました副学長の皆川先生をは

じめ、北海道地区大学の実行委員ならびに関係者の皆様に、心より御礼申し上げます。 

日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク(PEPNet-Japan）は、平成 16 年から活動を開

始し、全国 23 の連携大学・機関の協力のもと、聴覚障害学生支援に関するノウハウを積み重

ね、先駆的な取り組みを行ってきました。その間、「平成 23 年の東日本大震災」、「平成 28 年

の熊本地震」を経験し、被災した大学への遠隔情報保障支援など、この PEPNet-Japan のネッ

トワークを最大限活用することにより、災害時の聴覚障害学生支援のモデル事業となる取組も

実施してきました。 

一方、筑波技術大学は、今年、開学 30 周年を迎えました。聴覚、視覚障害者のための我が

国で唯一の高等教育機関として、社会自立できる専門職業人を養成するとともに、障害・情報

保障に関連する教育・研究、障害に関する他大学支援など、着実な歩みを進めてきました。

2014 年に開設された大学院技術科学研究科「情報アクセシビリティ専攻」は、障害者支援や

情報保障方法・機器、コーディネート業務などについての専門家を育成することを目的に教育・

研究を遂行し、これまでに 7 名の修了生を輩出しました。修了者の多くは、大学の障害学生支

援室、特別支援学校、社会福祉法人など、障害支援に関連する専門職として活躍しています。

現在、盲ろう学生に対する大学院教育など、新たな分野にも視野を広げて教育・研究活動を

行っております。 

さて、本シンポジウムは、「障害者差別解消法から１年を経て考える」を全体テーマに据え、

プログラムを構成しております。同法の施行から１年以上が経過し、支援が広がりを見せる今、

今後我が国は聴覚障害学生支援においてどのような状況を理想とし、進んでいくべきかを議

論する時が来ています。北海道地区大学の教職員を中心に構成された実行委員会では、検

討すべき課題について熱心な議論がなされ、分科会・全体会のテーマとして、地域連携とリ

ソースの共有、教育の質保証、障害学生の権利と教育機関の役割、等が取り上げられること

となりました。他の企画も含め、参加者間による意見交換が活発に行われるよう工夫を凝らし

ており、参加された皆様にとって有意義な一日となりますことを願っております。 

最後に、本シンポジウム開催にあたり、ご後援いただきました文部科学省、日本学生支援機

構（JASSO）、放送・新聞各社、ならびに、札幌学院大学をはじめとした北海道地区大学の皆

様に、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。 

第１３回シンポジウムの開催にあたって 

札幌学院大学 副学長 

第 13 回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム大会長 

       皆川 雅章 

 

 

第13回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウムが、筑波技術大学及び日本聴覚障害

学生高等教育支援ネットワークとの共催により北海道の地にて札幌学院大学を会場として開

催されますことを大変光栄に存じます。 

本学において障害学生支援の取り組みが始まったのは、1999年でした。この年に一人の聴

覚障害学生が入学し、修学支援のために学生が情報保障ボランティア団体を設立し、自らノー
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10 月 28 日（土）受付 13 時 30 分～ 

アフタヌーンセッション                       【 】内は会場 

 聴覚障害学生支援に関する 

実践事例コンテスト 

【Ｇ館８階】 

展示 

【Ｇ館８階】 

14:00 

 

 

 

 

 

 

 

14:00～15:15 

＜前半発表＞ 

・札幌学院大学 Ｂ 交流カレンダー 

・筑波技術大学 大学院  

技術科学研究科 

情報アクセシビリティ専攻 

・金沢星稜大学 

 障がい学生支援チーム 

・宮城教育大学 Ａ 大学院 

・松山大学 

 障がい学生支援団体 ＰＯＰ 

・千葉大学 ノートテイク会 

・日本福祉大学 学生支援センター 

・愛媛大学 

 障がい学生支援ボランティア 

（ＣＢＰ) 

・九州ルーテル学院大学  

 

14:00～17:00 

 

・北海道地区大学における 

聴覚障害学生支援 活動紹介 

 

・北海道地区関連団体の紹介 

 

・PEPNet-Japan 連携大学・機関 

活動紹介 

 

・筑波技術大学 活動紹介 

 

15:30～16:45 

＜後半発表＞ 

・札幌学院大学 Ａ 学外実習 

・札幌学院大学 Ｃ 

  ノートテイカー育成講習会 

・北星学園大学 

 アクセシビリティ支援室Note Takers 

・北翔大学 

・宮城教育大学 Ｂ 

学生運営スタッフ 

・首都大学東京 

ダイバーシティ推進室 

・愛知教育大学 

 情報保障支援学生団体「てくてく」 

・立命館大学 つながる 

・東北福祉大学 

 障がい学生サポートチーム 

・大阪教育大学  

障がい学生修学支援ルーム 

 

17:00 終了 終了 

プログラム 
 

 

 
教職員実践事例発表 

【Ｇ館７階】 

事例討論会 

【Ｇ館７階】 

ミニセミナー 

【Ｇ館１階 ホール】 

14:00      

 14:15～15:15 

＜前半発表＞ 

・北海道大学 

情報科学研究科 

・東北福祉大学 

 障がい学生支援室 

・明治学院大学 

学生サポートセンター 

・関西学院大学 

 総合支援センタ― 

・大阪大学 

キャンパスライフ 

健康支援センター Ａ 

・日本学生支援機構 

学生生活部 

障害学生支援課 

14:15～15:00 

手話通訳による支援の 

現状と課題 

 

ファシリテーター： 

金澤貴之氏 

(群馬大学) 

 

14:30～15:30 

北海道地区関連団体の 

紹介 

 

司会： 

 岩田吉生氏 

  (愛知教育大学) 

  

 

 15:30～16:15 

補聴援助を必要とする 

学生に対する支援の 

現状と課題 

 

ファシリテーター： 

佐藤正幸氏 

(筑波技術大学) 

加藤哲則氏 

(愛媛大学) 

 

 

 

15:45～16:45 

＜後半発表＞ 

・宮城教育大学 

しょうがい学生支援室 

／東北福祉大学 

障がい学生支援室 

・筑波技術大学 

 障害者高等教育研究 

支援センター 

・東京学芸大学 

障がい学生支援室 

・首都大学東京 

ダイバーシティ推進室 

・群馬大学 

 学生支援センタ― 

 障害学生支援室 

・大阪大学 

キャンパスライフ 

健康支援センター Ｂ 

・公益財団法人  

大学コンソーシアム  

京都 学生交流事業部 

16:00～17:00 

「第二次まとめ」を読む 

―障害のある学生の修

学支援に関する検討会

報告の概説 

 

司会： 

梶山玉香氏 

(同志社大学) 

 

講師： 

村田淳氏 

(京都大学) 

 

 

17:00 終了 終了  

＊14:00～15:00 

懇談コーナーを 

設けています。 

(体制の立ち上げ、 

支援者の養成など) 
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【Ｇ館７階】 

事例討論会 

【Ｇ館７階】 

ミニセミナー 

【Ｇ館１階 ホール】 

14:00      

 14:15～15:15 

＜前半発表＞ 

・北海道大学 

情報科学研究科 

・東北福祉大学 

 障がい学生支援室 

・明治学院大学 

学生サポートセンター 

・関西学院大学 

 総合支援センタ― 

・大阪大学 

キャンパスライフ 

健康支援センター Ａ 

・日本学生支援機構 

学生生活部 

障害学生支援課 

14:15～15:00 

手話通訳による支援の 

現状と課題 

 

ファシリテーター： 

金澤貴之氏 

(群馬大学) 

 

14:30～15:30 

北海道地区関連団体の 

紹介 

 

司会： 

 岩田吉生氏 

  (愛知教育大学) 

  

 

 15:30～16:15 

補聴援助を必要とする 

学生に対する支援の 

現状と課題 

 

ファシリテーター： 

佐藤正幸氏 

(筑波技術大学) 

加藤哲則氏 

(愛媛大学) 

 

 

 

15:45～16:45 

＜後半発表＞ 

・宮城教育大学 

しょうがい学生支援室 

／東北福祉大学 

障がい学生支援室 

・筑波技術大学 

 障害者高等教育研究 

支援センター 

・東京学芸大学 

障がい学生支援室 

・首都大学東京 

ダイバーシティ推進室 

・群馬大学 

 学生支援センタ― 

 障害学生支援室 

・大阪大学 

キャンパスライフ 

健康支援センター Ｂ 

・公益財団法人  

大学コンソーシアム  

京都 学生交流事業部 

16:00～17:00 

「第二次まとめ」を読む 

―障害のある学生の修

学支援に関する検討会

報告の概説 

 

司会： 

梶山玉香氏 

(同志社大学) 

 

講師： 

村田淳氏 

(京都大学) 

 

 

17:00 終了 終了  

＊14:00～15:00 

懇談コーナーを 

設けています。 

(体制の立ち上げ、 

支援者の養成など) 
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10 月 28 日（土）受付 13 時 30 分～ 

アフタヌーンセッション                       【 】内は会場 

 聴覚障害学生支援に関する 

実践事例コンテスト 

【Ｇ館８階】 

展示 

【Ｇ館８階】 

14:00 

 

 

 

 

 

 

 

14:00～15:15 

＜前半発表＞ 

・札幌学院大学 Ｂ 交流カレンダー 

・筑波技術大学 大学院  

技術科学研究科 

情報アクセシビリティ専攻 

・金沢星稜大学 

 障がい学生支援チーム 

・宮城教育大学 Ａ 大学院 

・松山大学 

 障がい学生支援団体 ＰＯＰ 

・千葉大学 ノートテイク会 

・日本福祉大学 学生支援センター 

・愛媛大学 

 障がい学生支援ボランティア 

（ＣＢＰ) 

・九州ルーテル学院大学  

 

14:00～17:00 

 

・北海道地区大学における 

聴覚障害学生支援 活動紹介 

 

・北海道地区関連団体の紹介 

 

・PEPNet-Japan 連携大学・機関 

活動紹介 

 

・筑波技術大学 活動紹介 

 

15:30～16:45 

＜後半発表＞ 

・札幌学院大学 Ａ 学外実習 

・札幌学院大学 Ｃ 

  ノートテイカー育成講習会 

・北星学園大学 

 アクセシビリティ支援室Note Takers 

・北翔大学 

・宮城教育大学 Ｂ 

学生運営スタッフ 

・首都大学東京 

ダイバーシティ推進室 

・愛知教育大学 

 情報保障支援学生団体「てくてく」 

・立命館大学 つながる 

・東北福祉大学 

 障がい学生サポートチーム 

・大阪教育大学  

障がい学生修学支援ルーム 

 

17:00 終了 終了 

プログラム 
 

 

 
教職員実践事例発表 

【Ｇ館７階】 

事例討論会 

【Ｇ館７階】 

ミニセミナー 

【Ｇ館１階 ホール】 

14:00      

 14:15～15:15 

＜前半発表＞ 

・北海道大学 

情報科学研究科 

・東北福祉大学 

 障がい学生支援室 

・明治学院大学 

学生サポートセンター 

・関西学院大学 

 総合支援センタ― 

・大阪大学 

キャンパスライフ 

健康支援センター Ａ 

・日本学生支援機構 

学生生活部 

障害学生支援課 

14:15～15:00 

手話通訳による支援の 

現状と課題 

 

ファシリテーター： 

金澤貴之氏 

(群馬大学) 

 

14:30～15:30 

北海道地区関連団体の 

紹介 

 

司会： 

 岩田吉生氏 

  (愛知教育大学) 

  

 

 15:30～16:15 

補聴援助を必要とする 

学生に対する支援の 

現状と課題 

 

ファシリテーター： 

佐藤正幸氏 

(筑波技術大学) 

加藤哲則氏 

(愛媛大学) 

 

 

 

15:45～16:45 

＜後半発表＞ 

・宮城教育大学 

しょうがい学生支援室 

／東北福祉大学 

障がい学生支援室 

・筑波技術大学 

 障害者高等教育研究 

支援センター 

・東京学芸大学 

障がい学生支援室 

・首都大学東京 

ダイバーシティ推進室 

・群馬大学 

 学生支援センタ― 

 障害学生支援室 

・大阪大学 

キャンパスライフ 

健康支援センター Ｂ 

・公益財団法人  

大学コンソーシアム  

京都 学生交流事業部 

16:00～17:00 

「第二次まとめ」を読む 

―障害のある学生の修

学支援に関する検討会

報告の概説 

 

司会： 

梶山玉香氏 

(同志社大学) 

 

講師： 

村田淳氏 

(京都大学) 

 

 

17:00 終了 終了  

＊14:00～15:00 

懇談コーナーを 

設けています。 

(体制の立ち上げ、 

支援者の養成など) 
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10 月 29 日（日）受付 9 時 30 分～ 

分科会および全体会                        【 】内は会場 

 分科会１ 

【Ｄ－２０２】 

分科会２ 

【Ｂ－２０２】 

分科会３ 

【Ｄ－２０１】 

分科会４ 

【Ｂ－２０１】 

10:00 

 

 

 

 

基礎講座 

「のぞいてみよ

う！大学の聴覚障

害学生支援」 

 

 

 

司会： 

須賀朋子氏 

(酪農学園大学) 

 

講師： 

池谷航介氏 

(岡山大学) 

森重尚子氏 

(酪農学園大学) 

辻川南氏 

(酪農学園大学 

卒業生) 

太田琢磨氏 

(愛媛大学) 

10 年後の聴覚障害

学生支援のあり方

について考える 

―北海道から語る

地域連携とリソー

ス共有― 

 

司会： 

藤野友紀氏 

(札幌学院大学) 

 

講師： 

新國三千代氏 

(札幌学院大学) 

佐々木薫氏 

(北星学園大学) 

土橋恵美子氏 

(同志社大学) 

三輪紅氏 

(要約筆記通訳

者サークル「ふ

きのとう」) 

 

教育の質保証と障

害学生支援のあり

方をめぐる問題―

合理的配慮と教育

の質の間のジレン

マ― 

 

司会： 

松川敏道氏 

(札幌学院大学) 

 

講師： 

田口達也氏 

(愛知教育大学) 

中野聡子氏 

(大阪大学) 

柏倉秀克氏 

(日本福祉大学) 

聴覚障害学生の

意思表明を支え

る関わりとは 

 

司会： 

吉川あゆみ氏 

(関東聴覚障害

学生サポート

センター) 

話題提供者： 

有海順子氏 

(山形大学/ 

関東聴覚学生

サポートセン

ター) 

益子徹氏 

(日本社会事業

大学/関東聴覚

障害学生サポー

トセンター) 

指定討論： 

甲斐更紗氏 

(九州大学/ 

関東聴覚障害

学生サポート

センター) 

12:00 昼食休憩 

13:00 全体会 【Ｇ館１階 ホール】 

・主催者挨拶  

・来賓挨拶 

・PEPNet-Japan 新体制についての説明  

 

・パネルディスカッション 

「障害者差別解消法から1年を経て考える―障害学生の権利・教育機関の役割―」 

 司会：伊藤康弘氏(北海道大学) 

 講師：松﨑丈氏(宮城教育大学)  

    武田太一氏(日本福祉大学 卒業生) 

    石原保志氏(筑波技術大学) 

 

・聴覚障害学生支援に関する実践事例コンテスト 2017 表彰式 

・閉会挨拶  

16:00 終了 

 

 

 

基本的にすべてのプログラムに手話通訳ならびにパソコンによる文字通訳がついていますが、

「聴覚障害学生支援に関する実践事例コンテスト 2017」を含む参加者同士のコミュニケーションに

つきましては各自ご配慮ください。 

 また、各会場においてデジタルワイヤレスの補聴援助システムを使用いたします。専用マイクを

通して、音声が直接補聴器に届くシステムです。ご利用を希望される方は、お近くのスタッフまで

お声がけください。 

 

 

 

 会場内に簡易な救護室を設けていますので、休憩が必要な際にはスタッフにお声かけく

ださい。体調が優れず救護室の利用が必要な場合にも、お近くのスタッフにお声かけくださ

い。なお、急病の場合は病院へのご案内となります。 

 

 

 

 火事や地震など災害発生時、Jアラート発令時には、落ち着いて身の安全を確保したあと、

スタッフの指示に従って避難してください。 

情報保障について 

急病・ケガ・体調不良など 

災害時等の対応について  
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10 月 29 日（日）受付 9 時 30 分～ 

分科会および全体会                        【 】内は会場 

 分科会１ 

【Ｄ－２０２】 

分科会２ 

【Ｂ－２０２】 

分科会３ 

【Ｄ－２０１】 

分科会４ 

【Ｂ－２０１】 

10:00 

 

 

 

 

基礎講座 

「のぞいてみよ

う！大学の聴覚障

害学生支援」 

 

 

 

司会： 

須賀朋子氏 

(酪農学園大学) 

 

講師： 

池谷航介氏 

(岡山大学) 

森重尚子氏 

(酪農学園大学) 

辻川南氏 

(酪農学園大学 

卒業生) 

太田琢磨氏 

(愛媛大学) 

10 年後の聴覚障害

学生支援のあり方

について考える 

―北海道から語る

地域連携とリソー

ス共有― 

 

司会： 

藤野友紀氏 

(札幌学院大学) 

 

講師： 

新國三千代氏 

(札幌学院大学) 

佐々木薫氏 

(北星学園大学) 

土橋恵美子氏 

(同志社大学) 

三輪紅氏 

(要約筆記通訳

者サークル「ふ

きのとう」) 

 

教育の質保証と障

害学生支援のあり

方をめぐる問題―

合理的配慮と教育

の質の間のジレン

マ― 

 

司会： 

松川敏道氏 

(札幌学院大学) 

 

講師： 

田口達也氏 

(愛知教育大学) 

中野聡子氏 

(大阪大学) 

柏倉秀克氏 

(日本福祉大学) 

聴覚障害学生の

意思表明を支え

る関わりとは 

 

司会： 

吉川あゆみ氏 

(関東聴覚障害

学生サポート

センター) 

話題提供者： 

有海順子氏 

(山形大学/ 

関東聴覚学生

サポートセン

ター) 

益子徹氏 

(日本社会事業

大学/関東聴覚

障害学生サポー

トセンター) 

指定討論： 

甲斐更紗氏 

(九州大学/ 

関東聴覚障害

学生サポート

センター) 

12:00 昼食休憩 

13:00 全体会 【Ｇ館１階 ホール】 

・主催者挨拶  

・来賓挨拶 

・PEPNet-Japan 新体制についての説明  

 

・パネルディスカッション 

「障害者差別解消法から1年を経て考える―障害学生の権利・教育機関の役割―」 

 司会：伊藤康弘氏(北海道大学) 

 講師：松﨑丈氏(宮城教育大学)  

    武田太一氏(日本福祉大学 卒業生) 

    石原保志氏(筑波技術大学) 

 

・聴覚障害学生支援に関する実践事例コンテスト 2017 表彰式 

・閉会挨拶  

16:00 終了 

 

 

 

基本的にすべてのプログラムに手話通訳ならびにパソコンによる文字通訳がついていますが、

「聴覚障害学生支援に関する実践事例コンテスト 2017」を含む参加者同士のコミュニケーションに

つきましては各自ご配慮ください。 

 また、各会場においてデジタルワイヤレスの補聴援助システムを使用いたします。専用マイクを

通して、音声が直接補聴器に届くシステムです。ご利用を希望される方は、お近くのスタッフまで

お声がけください。 

 

 

 

 会場内に簡易な救護室を設けていますので、休憩が必要な際にはスタッフにお声かけく

ださい。体調が優れず救護室の利用が必要な場合にも、お近くのスタッフにお声かけくださ

い。なお、急病の場合は病院へのご案内となります。 

 

 

 

 火事や地震など災害発生時、Jアラート発令時には、落ち着いて身の安全を確保したあと、

スタッフの指示に従って避難してください。 

情報保障について 

急病・ケガ・体調不良など 

災害時等の対応について  
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10 月 29 日（日）受付 9 時 30 分～ 

分科会および全体会                        【 】内は会場 

 分科会１ 

【Ｄ－２０２】 

分科会２ 

【Ｂ－２０２】 

分科会３ 

【Ｄ－２０１】 

分科会４ 

【Ｂ－２０１】 

10:00 

 

 

 

 

基礎講座 

「のぞいてみよ

う！大学の聴覚障

害学生支援」 

 

 

 

司会： 

須賀朋子氏 

(酪農学園大学) 

 

講師： 

池谷航介氏 

(岡山大学) 

森重尚子氏 

(酪農学園大学) 

辻川南氏 

(酪農学園大学 

卒業生) 

太田琢磨氏 

(愛媛大学) 

10 年後の聴覚障害

学生支援のあり方

について考える 

―北海道から語る

地域連携とリソー

ス共有― 

 

司会： 

藤野友紀氏 

(札幌学院大学) 

 

講師： 

新國三千代氏 

(札幌学院大学) 

佐々木薫氏 

(北星学園大学) 

土橋恵美子氏 

(同志社大学) 

三輪紅氏 

(要約筆記通訳

者サークル「ふ

きのとう」) 

 

教育の質保証と障

害学生支援のあり

方をめぐる問題―

合理的配慮と教育

の質の間のジレン

マ― 

 

司会： 

松川敏道氏 

(札幌学院大学) 

 

講師： 

田口達也氏 

(愛知教育大学) 

中野聡子氏 

(大阪大学) 

柏倉秀克氏 

(日本福祉大学) 

聴覚障害学生の

意思表明を支え

る関わりとは 

 

司会： 

吉川あゆみ氏 

(関東聴覚障害

学生サポート

センター) 

話題提供者： 

有海順子氏 

(山形大学/ 

関東聴覚学生

サポートセン

ター) 

益子徹氏 

(日本社会事業

大学/関東聴覚

障害学生サポー

トセンター) 

指定討論： 

甲斐更紗氏 

(九州大学/ 

関東聴覚障害

学生サポート

センター) 

12:00 昼食休憩 

13:00 全体会 【Ｇ館１階 ホール】 

・主催者挨拶  

・来賓挨拶 

・PEPNet-Japan 新体制についての説明  

 

・パネルディスカッション 

「障害者差別解消法から1年を経て考える―障害学生の権利・教育機関の役割―」 

 司会：伊藤康弘氏(北海道大学) 

 講師：松﨑丈氏(宮城教育大学)  

    武田太一氏(日本福祉大学 卒業生) 

    石原保志氏(筑波技術大学) 

 

・聴覚障害学生支援に関する実践事例コンテスト 2017 表彰式 

・閉会挨拶  

16:00 終了 

 

 

 

基本的にすべてのプログラムに手話通訳ならびにパソコンによる文字通訳がついていますが、

「聴覚障害学生支援に関する実践事例コンテスト 2017」を含む参加者同士のコミュニケーションに

つきましては各自ご配慮ください。 

 また、各会場においてデジタルワイヤレスの補聴援助システムを使用いたします。専用マイクを

通して、音声が直接補聴器に届くシステムです。ご利用を希望される方は、お近くのスタッフまで

お声がけください。 

 

 

 

 会場内に簡易な救護室を設けていますので、休憩が必要な際にはスタッフにお声かけく

ださい。体調が優れず救護室の利用が必要な場合にも、お近くのスタッフにお声かけくださ

い。なお、急病の場合は病院へのご案内となります。 

 

 

 

 火事や地震など災害発生時、Jアラート発令時には、落ち着いて身の安全を確保したあと、

スタッフの指示に従って避難してください。 

情報保障について 

急病・ケガ・体調不良など 

災害時等の対応について  

10

WC女

WC男

B‐201

B‐202

D‐201

D‐202

事務

C‐
201 C‐207

ホール

教職員実践発表
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ＥＶ

ＥＶ

ＥＶ
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W C
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本シンポジウムでは、全国の大学・団体が日頃実践している支援の取り組みを発表し、参加者 

の投票によって優れた取り組みを表彰するコンテスト企画を設けております。会場には、教職員・ 

学生など 15 団体の応募者が力を入れて作成したポスターが並んでいます。 

内容をご覧いただき、「この取り組みは参考になる！」と思った発表に投票してください。 

また、投票用紙の裏面にコメント欄を用意しています。投票される団体への応援コメントをご

記入の上、投票していただけますよう、お願いいたします。 

10 月 28 日（土）  

【前半】14:00～15:15  【後半】15:30～16:45 

札幌学院大学 Ｇ館８階 

裏面に応援コメント
を書いて、参考になる
取り組みに投票 

★みなさんの名札の中に投票用紙（２枚）が入っています。 

会場でポスターや発表をご覧いただき、これは良い！と思った

発表に投票してください。投票箱は会場内の出入口２箇所に設置

しています。 

★本コンテストでは、次のような観点から投票をお願いします。 

・こんな取り組みを自分の大学でも実現したい！ 

 ・ぜひ真似したいアイディアだ！ 

 ・今後の発展が楽しみな内容だ！ 

 ・日頃の努力が伝わってくる！ 

★発表いただいた各団体には、以下の賞を用意しています。 

 ・PEPNet-Japan 賞 

 ・準 PEPNet-Japan 賞 

 ・グッドプラクティス賞 

 ・プレゼンテーション賞 

（障害の有無に関わらず、すべての参加者に伝わる発表になるよう工夫していた１団体） 

・新人賞（コンテストへの参加回数が２回以下である団体のうち、今後の活動の展開に

期待が寄せられ、最も得票数が多かった１団体） 

・奨励賞 

※参加者の皆様同士による積極的な 
コミュニケーションをお願いいたします。 

○大学 △大学 

→各団体の発表内容紹介は〇ページ以降に掲載しています。 

□大学 

【前半】札幌学院大学 Ｂ／筑波技術大学／金沢星稜大学／宮城教育大学 Ａ／松山大学／千葉大学／ 

日本福祉大学／愛媛大学／九州ルーテル学院大学 

【後半】札幌学院大学 Ａ／札幌学院大学 Ｃ／北星学園大学／北翔大学／宮城教育大学 Ｂ／ 

首都大学東京／愛知教育大学／立命館大学／東北福祉大学／大阪教育大学 

→各団体の発表内容紹介は 119 ページ以降に掲載しています。

【展示】Ｇ館８階 

 

【北海道地区関連団体等 活動紹介】 

●札幌市内ろうあ者相談員 

●北海道高等聾学校 

●さくら補聴器センター 

●要約筆記通訳者サークル「ふきのとう」 

 

【北海道地区大学における聴覚障害学生支援 活動紹介】 

●北海道大学  ●北海道情報大学   ●北海学園大学 

●北星学園大学 ●北翔大学      ●酪農学園大学 

        →各大学の展示内容は 113 ページ以降に掲載しています。 

 

【日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク（PEPNet-Japan）活動紹介】 

●PEPNet-Japan 活動紹介パネル 

●PEPNet-Japan 成果物（各種教材、報告書等）展示 

●連携大学・機関活動紹介パネル 

         →各大学・機関の展示内容は 82 ページ以降に掲載しています。 

 

【筑波技術大学 活動紹介】 

●産業技術学部／障害者高等教育研究支援センター紹介パネル 

●障害者高等教育拠点事業 活動紹介パネル 

●補聴相談 活動紹介と相談対応  

（筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 教授 佐藤正幸） 

●聴覚障害者のための社会連携・協調型教育拠点の構築事業（高大連携プロジェクト） 

 （筑波技術大学 産業技術学部 教授 谷貴幸） 

●ろう者学教育コンテンツ開発プロジェクト 

 （筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 教授 大杉豊） 

 

【筑波技術大学 機器展示】 

●遠隔情報保障システム「T-TAC Caption」  

 （筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 准教授 三好茂樹） 

●ウェブベース遠隔文字通訳システム「captiOnline」  

 （筑波技術大学 産業技術学部 准教授 若月大輔） 

●人の視覚特性を考慮した字幕の点数化  

 （筑波技術大学 産業技術学部産業情報学科 4年 吉家泰地） 
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●聴覚障害者のための社会連携・協調型教育拠点の構築事業（高大連携プロジェクト） 

 （筑波技術大学 産業技術学部 教授 谷貴幸） 

●ろう者学教育コンテンツ開発プロジェクト 

 （筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 教授 大杉豊） 
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【教職員による聴覚障害学生支援実践発表 2017】Ｇ館７階 

聴覚障害学生支援に携わる教職員を対象に、参加者みずからが日々の実践を発信し、新

たな支援実践につなげることを目指して本企画を実施します。成功事例に限らず実践上の

課題や計画中の企画等も含めて発表を行い、情報交換と交流の場となることを期待します。 

参加対象は、高等教育機関で聴覚障害学生支援に取り組んでいる教職員です。 

（但し、29 日（日）12 時～13 時はどなたでも自由にポスターの閲覧が可能です） 

発表内容及び発表者一覧 

【前半発表（14:15～15:15）】 （○は主担当者（筆頭者））

タイトル 機関名及び発表者 

PC ノートテイク分析によるアシスタントシステムの検討 
北海道大学大学院 情報科学研究科 

○平井康義 伊藤敏彦

障がい学生支援活動を担う学生団体の育成 
東北福祉大学 障がい学生支援室 

○笠岡望（元職員） 伊藤博子 遠藤順子

ノートテイカー養成におけるオンライントレーニング導入の試み
明治学院大学 学生サポートセンター 

○岡田孝和 冨岡美紀子 親松紗知

関西学院大学における修学支援が必要な身体障がい学生の入学

までの支援プロセス ―学内外支援機関との連携について― 

関西学院大学 総合支援センタ― 

○松浦考佑 生野茜

包括的なノートテイク支援ガイドラインの作成 
大阪大学 キャンパスライフ健康支援センター 

○中野聡子 楠敬太 望月直人 諏訪絵里子 吉田裕子

「障害のある学生の修学支援に関する実態調査」における 

聴覚障害学生への授業支援に関する分析報告 

日本学生支援機構 学生生活部 障害学生支援課 

○湯浅哲也 周英實 名川勝

【後半発表（15:45～16:45）】 

タイトル 機関名及び発表者 

大学間支援がもたらす効果 

―双方の課題解消につながる取り組み― 

宮城教育大学 しょうがい学生支援室 

○及川麻衣子 前原明日香 佐藤晴菜

東北福祉大学 障がい学生支援室 伊藤博子 

パソコンノートテイカー養成の実践 

―「障害者高等教育拠点」の取組から― 

筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 

宇都野康子 

学校教員養成課程における聴覚障害学生支援の成果と課題 
東京学芸大学 障がい学生支援室 

○森脇愛子 林安紀子

ダイバーシティ推進事業を基盤とした聴覚障がい学生支援の開始 
首都大学東京 ダイバーシティ推進室 

横山正見 

大学における手話通訳体制の実現に向けた課題 

―群馬大学におけるこれまでの実践と学術手話サポーター養成事業―

群馬大学 学生支援センタ― 障害学生支援室 

○金澤貴之 二神麗子 川端伸哉

コミュニティ手話通訳者のための学術手話通訳講座

―日本手話通訳をモデルとして―

大阪大学 キャンパスライフ健康支援センター 

○中野聡子 楠敬太 望月直人 諏訪絵里子 吉田裕子

大学連携組織による聴覚障害学生支援の取り組み 
（公財）大学コンソーシアム京都 学生交流事業部 

○藤井啓太郎 筑田一毅

各団体の発表内容は、139 ページ以降に掲載しています。 
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【教職員による聴覚障害学生支援実践発表 2017】Ｇ館７階 
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たな支援実践につなげることを目指して本企画を実施します。成功事例に限らず実践上の

課題や計画中の企画等も含めて発表を行い、情報交換と交流の場となることを期待します。 

参加対象は、高等教育機関で聴覚障害学生支援に取り組んでいる教職員です。 

（但し、29 日（日）12 時～13 時はどなたでも自由にポスターの閲覧が可能です） 

発表内容及び発表者一覧 

【前半発表（14:15～15:15）】 （○は主担当者（筆頭者））

タイトル 機関名及び発表者 

PC ノートテイク分析によるアシスタントシステムの検討 
北海道大学大学院 情報科学研究科 

○平井康義 伊藤敏彦

障がい学生支援活動を担う学生団体の育成 
東北福祉大学 障がい学生支援室 

○笠岡望（元職員） 伊藤博子 遠藤順子

ノートテイカー養成におけるオンライントレーニング導入の試み
明治学院大学 学生サポートセンター 

○岡田孝和 冨岡美紀子 親松紗知

関西学院大学における修学支援が必要な身体障がい学生の入学

までの支援プロセス ―学内外支援機関との連携について― 

関西学院大学 総合支援センタ― 

○松浦考佑 生野茜

包括的なノートテイク支援ガイドラインの作成 
大阪大学 キャンパスライフ健康支援センター 

○中野聡子 楠敬太 望月直人 諏訪絵里子 吉田裕子

「障害のある学生の修学支援に関する実態調査」における 

聴覚障害学生への授業支援に関する分析報告 

日本学生支援機構 学生生活部 障害学生支援課 

○湯浅哲也 周英實 名川勝

【後半発表（15:45～16:45）】 

タイトル 機関名及び発表者 

大学間支援がもたらす効果 

―双方の課題解消につながる取り組み― 

宮城教育大学 しょうがい学生支援室 

○及川麻衣子 前原明日香 佐藤晴菜

東北福祉大学 障がい学生支援室 伊藤博子 

パソコンノートテイカー養成の実践 

―「障害者高等教育拠点」の取組から― 

筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 

宇都野康子 

学校教員養成課程における聴覚障害学生支援の成果と課題 
東京学芸大学 障がい学生支援室 

○森脇愛子 林安紀子

ダイバーシティ推進事業を基盤とした聴覚障がい学生支援の開始 
首都大学東京 ダイバーシティ推進室 

横山正見 

大学における手話通訳体制の実現に向けた課題 

―群馬大学におけるこれまでの実践と学術手話サポーター養成事業―

群馬大学 学生支援センタ― 障害学生支援室 

○金澤貴之 二神麗子 川端伸哉

コミュニティ手話通訳者のための学術手話通訳講座

―日本手話通訳をモデルとして―

大阪大学 キャンパスライフ健康支援センター 

○中野聡子 楠敬太 望月直人 諏訪絵里子 吉田裕子

大学連携組織による聴覚障害学生支援の取り組み 
（公財）大学コンソーシアム京都 学生交流事業部 

○藤井啓太郎 筑田一毅

各団体の発表内容は、139 ページ以降に掲載しています。 

【事例討論会】 Ｇ館７階                                  

  

テーマ１ 

手話通訳による支援の現状と課題 

 

     ファシリテーター：金澤貴之氏（群馬大学 教育学部 教授） 

 

テーマ２  

 補聴援助を必要とする学生に対する支援の現状と課題 

 

ファシリテーター：佐藤正幸氏（筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 教授） 

加藤哲則氏（愛媛大学 教育学部 教授）  

 

企画趣旨 

障害者差別解消法の施行を受け、各高等教育機関においては、支援体制のあり方や合理

的配慮の提供について法律の考え方に基づく対応が求められている。一方、各高等教育機

関においては、多様化する聴覚障害学生のニーズや授業形態に合わせて新たな支援方法を

模索するなど、試行錯誤を重ねている現状がある。支援上の課題一つひとつを円滑に解決

し支援を充実させていくためには、機関間の壁を越え、それぞれの持つ支援経験や情報、

悩みを交換しながらノウハウを共有・蓄積していく場が必要であると言える。 

本討論会は、そうした情報の蓄積・共有を実践する場として企画した。今回は、大学で

徐々に支援実践が蓄積されつつある「手話通訳による支援」「補聴援助を必要とする学生へ

の支援」の 2 テーマを取り上げ、具体的な事例を題材として、参加者間の意見交換を通し

た解決策の検討を行う。 

 

スケジュール 

テーマ１ 手話通訳による支援の現状と課題 ： 14:15～15:00     

テーマ２ 補聴援助を必要とする学生に対する支援の現状と課題 ： 15:30～16:15 

 

対象 

聴覚障害学生支援に携わる教職員、学生 各回 10～15 名程度（当日受付・先着順） 

 

 

【懇談コーナー】 Ｇ館７階 14：00～15：00 

教職員の参加者同士、自由に情報交換、名刺交換できる場です。 

「これから支援体制を立ち上げるため情報収集したい」、「ノートテイカーの募集や養成に関して

悩みや課題がある」、「他大学の職員と話してみたい」、「初めて参加するのでどの展示を見れば

いいのかわからない」という方は、アフタヌーンセッションの最初にぜひお立ち寄りください。 

PEPNet-Japan 運営委員やシンポジウム実行委員の方々が、皆様のご相談に乗ります。上記

以外のお悩みも歓迎します。 
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いいのかわからない」という方は、アフタヌーンセッションの最初にぜひお立ち寄りください。 

PEPNet-Japan 運営委員やシンポジウム実行委員の方々が、皆様のご相談に乗ります。上記

以外のお悩みも歓迎します。 

20

【ミニセミナー】 Ｇ館 1 階 ホール

テーマ１

北海道地区関連団体の紹介

テーマ２

「第二次まとめ」を読む

―障害のある学生の修学支援に関する検討会報告の概説

講師：村田淳氏（京都大学 総合支援センター 障害学生支援ルーム

チーフコーディネーター（准教授））

企画趣旨 

テーマ１:

各高等教育機関においては、障害学生支援の体制構築や充実が図られつつあるが、学外

にあるリソースと連携することによってより一層の体制充実が期待できる。聴覚障害学生

支援に関して情報や協力を得られる学外機関として、どのようなものがあるのか、また聴

覚障害学生本人が活用できる地域リソースにはどのようなものがあるのか。 

本企画では、シンポジウム開催地である北海道地区において、大学と連携可能な地域の

各関連団体について、紹介する。 

テーマ２：

障害者差別解消法が施行されて１年が経過し、各高等教育機関においては、支援体制の

あり方や合理的配慮の提供について法律の考え方に基づく対応が求められている。文部科

学省では、2016 年度に「障害のある学生の修学支援に対する検討会」を開き、法律を受け

高等教育に求められる考え方や支援の方向性について報告をまとめている。 

本企画では、文部科学省「障害のある学生の修学支援に関する検討会報告（第二次まと

め）まとめ」の中で特にポイントとなる内容や関連する法律について解説し、改めて、大

学における障害学生支援のあり方の基礎について理解を深めることを目的とする。 

スケジュール

テーマ１ 北海道地区関連団体の紹介 ： 14:30～15:30

テーマ２ 「第二次まとめ」を読む

―障害のある学生の修学支援に関する検討会報告の概説 ： 16:00～17:00 
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【分科会１】 Ｄ－２０２ 

 

基礎講座 のぞいてみよう！大学の聴覚障害学生支援 
     

企画コーディネーター：石野麻衣子氏 

（筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 特任研究員 

PEPNet-Japan 事務補佐員） 

司 会：須賀朋子氏（酪農学園大学 教職センター 准教授） 

講 師：池谷航介氏（岡山大学 全学教育・学生支援機構 学生総合支援センター 講師） 

森重尚子氏（酪農学園大学 学生部学生課 主任主事） 

辻川 南氏（酪農学園大学 卒業生） 

太田琢磨氏（愛媛大学 教育学生支援部学生支援課 バリアフリー推進室 部員） 

 

 

企画趣旨  

大学に入学したばかりの聴覚障害学生や、これから大学に進学する高校生にとって、大

学における障害学生支援は未知の世界であり、たとえ支援を求めたいと思ってもアプロー

チの方法がわからず、困惑することも多いのが現状ではないだろうか。障害者差別解消法

に基づき、情報保障をはじめとする合理的配慮の提供を受ける権利が保障されているとは

いえ、実際の支援は本人の申し出を出発点として、対話と調整の過程を経てスタートする

ものである。だからこそ、聴覚障害学生は大学入学前から支援制度や大学における支援の

実態について、十分な知識を持つ必要があるといえる。 

本分科会では、大学において支援を利用するときの流れや、利用可能なサポート内容に

ついて、大学入学前のオープンキャンパスや入学前後の面談、そしてこれに基づく支援体

制構築や、学年・授業内容に応じた支援内容の変更に至るまで、複数の大学における実践

例をご報告頂く。こうした報告から、大学での障害学生支援を垣間見ることのできる機会

とする。このように、大学の支援を概観できる機会があることは、支援を受けたい聴覚障

害生徒・学生が一歩を踏み出す一助になり、支援担当教職員や特別支援学校教員の方々に

とっても大いに役立つものになると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 2 - 

企画の流れ 

10:00～10:10 企画趣旨説明・講師紹介 

10:10～10:40 大学において支援を進めるということ 

         池谷航介氏（岡山大学 全学教育・学生支援機構 学生総合支援センター 講師） 

10:40～11:05 支援例１：事務組織を中心に支援を展開している例 

森重尚子氏（酪農学園大学 学生部学生課 主任主事） 

辻川 南氏（酪農学園大学 卒業生） 

11:05～11:30 支援例２：支援室を中心に支援を展開している例 

太田琢磨氏（愛媛大学 教育学生支援部学生支援課 バリアフリー推進室 部員） 

11:30～11:35 質問紙記入 

11:35～11:55 質疑応答 

11:55～12:00 事務連絡 
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酪農学園大学における聴覚障害学生支援の取り組みについて 

酪農学園大学 学生部 学生課 森重尚子氏 

酪農学園大学 卒業生     辻川 南氏 
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酪農学園大学における聴覚障害学生支援の取り組みについて 

酪農学園大学 学生部 学生課 森重尚子氏 

酪農学園大学 卒業生     辻川 南氏 
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愛媛大学における聴覚障害学生支援の取り組みについて 

愛媛大学 教育学生支援部学生生活支援課 バリアフリー推進室 太田琢磨氏 
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愛媛大学における聴覚障害学生支援の取り組みについて 

愛媛大学 教育学生支援部学生生活支援課 バリアフリー推進室 太田琢磨氏 
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愛媛大学における聴覚障害学生支援の取り組みについて 

愛媛大学 教育学生支援部学生生活支援課 バリアフリー推進室 太田琢磨氏 
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【分科会２】 Ｂ－２０２ 

 

10 年後の聴覚障害学生支援のあり方について考える 

―北海道から語る地域連携とリソース共有― 
     

司会・企画コーディネーター：藤野友紀氏 

（札幌学院大学 人文学部人間科学科 准教授） 

 

講 師：新國三千代氏（札幌学院大学 人文学部こども発達学科 教授） 

佐々木薫氏（北星学園大学 教育支援課 第二課長） 

土橋恵美子氏（同志社大学 障がい学生支援室 チーフコーディネーター） 

三輪 紅氏（要約筆記通訳者サークル「ふきのとう」） 

 

 

 

討論の柱 

①大学間および地域連携 

②支援者共有に向けた課題と今後の展望 

 

企画趣旨  

 障害者差別解消法が施行され、障害学生支援がすべての大学で何らかの義務となった今、こ

れからの聴覚障害学生支援はどのような形で発展させて行くべきなのだろうか。大学により現存

するリソースが異なり、かつ障害学生数にも偏りがある中で、どこの大学に行っても一定レベルの

支援を提供していける体制を構築していくためには、障害学生支援の責任を一大学に帰属させる

のみではなく、地域で学生を受け入れ支援していく視点が必要なのではないだろうか。このような

問題意識を持っている大学は少しずつ増えてきているものの、具体的な実践にはなかなか踏み

出せないでいるのが現状だと思われる。 

 本分科会では、こうした現状を打開するため、北海道地区を一つの例として、地域連携に立ちは

だかる課題を取り上げ、その解決方法を１つ１つ模索する。さらに、他地域の実践も参考に議論を

深めることで、地域の大学が一丸となり、連携して支援を提供する障害学生支援のあり方を提示

することを目標とする。このことは、法律施行後のパラダイムシフトをもたらす議論にもつながるも

のと考えられる。 

 

 

 

 

 

１．北海道地区の現状 

１）大学数と分布 

 ・北海道内の大学数：37 校（国公立大学＋日本私立大学協会加盟大学） 
 ・広大な面積をもつ北海道には本庁の出先機関として 14 の振興局が設置されている 
  （空知、石狩、後志、胆振、日高、渡島、檜山、上川、留萌、宗谷、オホーツク、十勝、釧路、根室） 

 ・石狩振興局の管内（鳥取県とほぼ同じ広さ）に 25 校の大学が集中している 

    
 
 ２）聴覚障害学生の在籍状況と支援体制 

  ・各大学の聴覚障害学生在籍者数を把握できる調査データは存在しない 
    ☞支援を要する学生に対して支援体制が整っていない場合もあり得る 
  ・新しく支援を始めようとする大学から個人的に依頼があれば、支援のノウハウを 
   もつ大学が情報保障の基礎的知識やテイカーの養成をサポートしてきた 
  ・石狩管内に限れば、支援体制をもつ大学は互いに情報交換できる関係にある 
    ☞今回の PEPNet-Japan シンポジウム実行委員会および分科会企画で結集 
  ・2017 年 9 月現在、北海道地区石狩管内の「支援を受けている聴覚障害学生」は 
   下表の 6 大学に計 19 名在籍している（本シンポジウム実行委員の調べによる） 
 

大学名 

支援形態（実施経験のあるものに○、試験的実施は△） 
パソコン 
テイク 

手書き 
テイク 

補聴 
システム 

遠隔 
情報保障 

音声認識 
ソフト 

授業内の 
手話通訳 

北海道大学 ○ ○ ○ ○ △ — 
北海道情報大学 ○ — ○ — — — 
北海学園大学 △ ○ — — △ — 
北星学園大学 ○ ○ ○ ○ — — 
北翔大学 ○ ○ — — — — 
札幌学院大学 ○ ○ — ○ ○ — 
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―北海道から語る地域連携とリソース共有― 
     

司会・企画コーディネーター：藤野友紀氏 

（札幌学院大学 人文学部人間科学科 准教授） 

 

講 師：新國三千代氏（札幌学院大学 人文学部こども発達学科 教授） 

佐々木薫氏（北星学園大学 教育支援課 第二課長） 

土橋恵美子氏（同志社大学 障がい学生支援室 チーフコーディネーター） 

三輪 紅氏（要約筆記通訳者サークル「ふきのとう」） 

 

 

 

討論の柱 

①大学間および地域連携 

②支援者共有に向けた課題と今後の展望 

 

企画趣旨  

 障害者差別解消法が施行され、障害学生支援がすべての大学で何らかの義務となった今、こ

れからの聴覚障害学生支援はどのような形で発展させて行くべきなのだろうか。大学により現存

するリソースが異なり、かつ障害学生数にも偏りがある中で、どこの大学に行っても一定レベルの

支援を提供していける体制を構築していくためには、障害学生支援の責任を一大学に帰属させる

のみではなく、地域で学生を受け入れ支援していく視点が必要なのではないだろうか。このような

問題意識を持っている大学は少しずつ増えてきているものの、具体的な実践にはなかなか踏み

出せないでいるのが現状だと思われる。 

 本分科会では、こうした現状を打開するため、北海道地区を一つの例として、地域連携に立ちは

だかる課題を取り上げ、その解決方法を１つ１つ模索する。さらに、他地域の実践も参考に議論を

深めることで、地域の大学が一丸となり、連携して支援を提供する障害学生支援のあり方を提示

することを目標とする。このことは、法律施行後のパラダイムシフトをもたらす議論にもつながるも

のと考えられる。 

 

 

 

 

 

１．北海道地区の現状 

１）大学数と分布 

 ・北海道内の大学数：37 校（国公立大学＋日本私立大学協会加盟大学） 
 ・広大な面積をもつ北海道には本庁の出先機関として 14 の振興局が設置されている 
  （空知、石狩、後志、胆振、日高、渡島、檜山、上川、留萌、宗谷、オホーツク、十勝、釧路、根室） 

 ・石狩振興局の管内（鳥取県とほぼ同じ広さ）に 25 校の大学が集中している 

    
 
 ２）聴覚障害学生の在籍状況と支援体制 

  ・各大学の聴覚障害学生在籍者数を把握できる調査データは存在しない 
    ☞支援を要する学生に対して支援体制が整っていない場合もあり得る 
  ・新しく支援を始めようとする大学から個人的に依頼があれば、支援のノウハウを 
   もつ大学が情報保障の基礎的知識やテイカーの養成をサポートしてきた 
  ・石狩管内に限れば、支援体制をもつ大学は互いに情報交換できる関係にある 
    ☞今回の PEPNet-Japan シンポジウム実行委員会および分科会企画で結集 
  ・2017 年 9 月現在、北海道地区石狩管内の「支援を受けている聴覚障害学生」は 
   下表の 6 大学に計 19 名在籍している（本シンポジウム実行委員の調べによる） 
 

大学名 

支援形態（実施経験のあるものに○、試験的実施は△） 
パソコン 
テイク 

手書き 
テイク 

補聴 
システム 

遠隔 
情報保障 

音声認識 
ソフト 

授業内の 
手話通訳 

北海道大学 ○ ○ ○ ○ △ — 
北海道情報大学 ○ — ○ — — — 
北海学園大学 △ ○ — — △ — 
北星学園大学 ○ ○ ○ ○ — — 
北翔大学 ○ ○ — — — — 
札幌学院大学 ○ ○ — ○ ○ — 
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2016 PC  
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②大学コンソーシアム京都 加盟大学数

国立大学 3 
公立大学 4 

私立大学・短期大学 42 
合 計 49 

２）関西地区における障害学生支援と地域連携 〜背景から現在〜

①「関西障害学生支援担当者懇談会」（略称ＫＳＳＫ）について

・ＫＳＳＫ発足の流れ

2005 年度 日本学生支援機構が「障害学生修学支援コーディネーター養成

プログラム研究会」を発足

2006 年 8 月 「障害学生修学支援コーディネーター養成講座」を日本学生支援 
機構主催で京都市にて開催

2007 年 12 月 「障害学生修学支援担当者のための事例解説」を日本学生支援 
機構と障害学生修学支援コーディネーター養成プログラム研究会

より発行

2008 年度 筑波技術大学の石田久之教授を座長とした関西地域の教職員有志

により「第 1 回ＫＳＳＫ懇談会」を開催 （※第 1 回～第 14 回まで） 

・大学コンソーシアム京都における障害学生支援

2001 年度 障害のある学生支援の在り方について検討

2002 年度 加盟校の学生部を中心としたネットワーク「障害のある学生支援に

関する担当者会議」を組織（意見交換や勉強会等の場として）  

※2011 年度まで開催

2004 年度 「ノートテイカー養成講座」開始

2015 年度 障害学生支援事業企画検討委員会を設置

ＫＳＳＫの主催及び事務局の担当開始

※第 15 回～現在

※「障害のある学生支援に関する担当者会議」はＫＳＳＫに発展的

吸収合併

2016 年度 「パソコン（PC）テイカー養成講座」を開講 

②ＫＳＳＫの理念と実施内容

・「実務者目線」を基本的な理念

・障害学生支援に携わる実務担当者が、理想的な支援や支援の成功例、失敗例、

実際の現場での工夫や方法などを率直に、ざっくばらんに話し合う懇談会

・大学の現状や課題を知る話題提供と、テーマごとに少人数に分かれて実施する

分科会で構成

・分科会は、担当者が抱える様々な悩みや疑問、支援の方法を聞くことで障害学生

 

 

支援に関する気づきを得る 

 ・同じ地域や同じ規模だからこそ共有できる情報を交換し、それぞれのノウハウや 

問題意識を共有するとともに、大学間や担当者間のネットワークを形成 

 

③2017年度 関西障害学生支援担当者懇談会 幹事大学（順不同） 

 同志社大学 学生支援センター 障がい学生支援室 

 京都大学 学生総合支援センター 障害学生支援ルーム 

 大谷大学・同短期大学 学生支援部 学生支援課 

 京都精華大学 学生グループ 学生支援チーム 学生支援室 

 佛教大学 学生支援部 学生支援課 

 大阪大学 キャンパスライフ健康支援センター アクセシビリティ支援室 

    関西学院大学 学生活動支援機構 総合支援センター 

 神戸松蔭女子学院大学 学生課 学生支援室  

 桃山学院大学 学生支援課 ボランティア活動支援室 

   ※上記の大学より10名が幹事として参加 

 

３）関西地区の実例からみた北海道地区の「夢」と「現実（的課題）」 

 

４）2016年度「大学コンソーシアム京都」指定調査課題から 

 ①研究の背景 

 ・2016年4月「障害者差別解消法」施行に伴い、障害学生支援室設置・運営に 

  あたって「学内の物理的環境の把握・改善」と「授業支援等のソフト・サービス 

  環境の改善」が急務となった 

 ・障害学生支援部局が実施した合理的配慮・支援は支援の過程で年々洗練されて 

  いくが、暗黙知のまま個別の職員が蓄積し体系化したノウハウを組織として共有 

  していない 

 

 ②研究の目的 

・支援ノウハウの暗黙知を「見える化」「体系化」する 

・膨大な分厚い資料集は開室当初の支援部局には混乱のもととなるため日々使える 

 資料にする 

 ・最先端のノウハウを調査し言語化する試みとして、他大学でも利用可能な形式知へ 

 

 ③障害学生支援の「暗黙知」を見える化し共有 

 ・自学で必要となるサンプル資料をダウンロードし、自学用にアレンジできる形へ 

 ・障害学生支援に関する各種フォーマットについて 

   http://www.consortium.or.jp/project/dss 
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  環境の改善」が急務となった 

 ・障害学生支援部局が実施した合理的配慮・支援は支援の過程で年々洗練されて 

  いくが、暗黙知のまま個別の職員が蓄積し体系化したノウハウを組織として共有 

  していない 

 

 ②研究の目的 

・支援ノウハウの暗黙知を「見える化」「体系化」する 

・膨大な分厚い資料集は開室当初の支援部局には混乱のもととなるため日々使える 

 資料にする 

 ・最先端のノウハウを調査し言語化する試みとして、他大学でも利用可能な形式知へ 

 

 ③障害学生支援の「暗黙知」を見える化し共有 

 ・自学で必要となるサンプル資料をダウンロードし、自学用にアレンジできる形へ 

 ・障害学生支援に関する各種フォーマットについて 

   http://www.consortium.or.jp/project/dss 
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【分科会３】 Ｄ－２０１ 

教育の質保証と障害学生支援のあり方をめぐる問題 

―合理的配慮と教育の質の間のジレンマ― 

司会・企画コーディネーター：松川敏道氏（札幌学院大学 人文学部 准教授） 

講 師： 田口達也氏（愛知教育大学 教育学部 准教授） 

中野聡子氏（大阪大学 キャンパスライフ健康支援センター 講師） 

柏倉秀克氏（日本福祉大学 学生支援センター 教授） 

議論の柱： ①合理的配慮と教育の質をめぐる具体的状況の共有、及びその対応について 

②教育の｢本質｣をめぐる諸問題と今後の課題について

企画の趣旨： 

大学教育における質保証は、｢我が国の高等教育の将来像｣をめぐる課題としてこの十数年政

策的にも自主的にも取り組みが進められ、大学関係者にとって教育の質をいかに高めるかは常

に重要な課題となっている。一方で、「質」という言葉の定義は容易ではなく、｢誰にとってのどのよ

うな質なのか｣が曖昧のまま使用しがちな概念でもあり、その共通理解は必ずしもできていないと

いう問題も指摘されている。 

こうしたなか、障害学生支援の場においても合理的配慮の導入による教育の｢質｣の問題が浮

上するようになった。合理的配慮は、「教育の目的・内容・評価の本質を変えずに，過重な負担に

ならない範囲において教育の提供方法を柔軟に調整する」ものであるが、こうした授業方法の変

更や調整等が、個々の授業においてしばしば教育の質に影響すると思われる状況が指摘されて

いる。このことは、大学教育一般における質保証の問題と共通性を持ちながらも、障害学生支援

における合理的配慮と教育の質をめぐる新たな問題を提起しているように思われる。とりわけ、

｢誰にとってのどのような質なのか｣は、教育の｢本質｣と関わって障害学生支援の根源的な問いを

投げかけてもいる。 

本分科会では、まず聴覚障害学生支援の場において、新たな概念としての合理的配慮の導入

が教育の質のどのような問題として立ち現れているのか、その状況を具体的な事例を通して確認

するとともに問題の所在と対応のあり方について検討してみたい。 

また、合理的配慮は教育の本質を変更しないことが前提とされるが、その｢本質｣についての議

論はこれまで必ずしも深化してきたとは言えず、どちらかといえば暗黙の了解としてこの前提が語

られてきたように思われる。そもそも個々の授業において求められる｢本質｣とはどのようなことで、
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何をどこまで明らかにすれば｢本質｣が確定されたことになるのか、あるいはそれは可能なのか。

そして何よりも、その教育で必要と考えられている｢本質｣とは、障害のある学生にとって必要とさ

れる本質的な｢能力｣と常に一致するものなのかなど、合理的配慮の前提である｢本質｣をめぐる問

いは簡単ではない。そしてこの問いかけははじまったばかりでもある。このようなことから、本分科

会ではこの｢本質｣をめぐる課題も議論の俎上に載せ、おそらく今後も問われ続けるであろう｢誰に

とってのどのような質なのか｣を障害学生支援の場としてどのように考えていくべきなのか、その

端緒を得ることも試みたい。 

 

 

企画の流れ 

  10：00～10：10 趣旨説明・講師紹介 

  10：10～10：30 話題提供１「語学教育における聴覚障害学生への合理的配慮と教育の 

質保証のジレンマ」（田口氏） 

  10：30～10：50 話題提供２「対等な学びの環境を提供する「聞く」「話す」の合理的配慮とは」 

（中野氏） 

  10：50～11：20 話題提供３「教育の質保証と障害学生支援―文科省第二次まとめにおける 

議論から」（柏倉氏） 

  11：20～11：50 ディスカッション 

  11：50～12：00 まとめ 
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第 13 回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム 

分科会３「教育の質保証と障害学生支援のあり方をめぐる問題―合理的配慮と教育の質の間のジレンマ」 
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教育の質保証と障害学生支援 ―文科省第２次まとめにおける議論から 

日本福祉大学 学生支援センター 柏倉秀克氏 
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【分科会４】 Ｂ－２０１ 

 

聴覚障害学生の意思表明を支える関わりとは 

 

司会・企画コーディネーター：吉川あゆみ氏（関東聴覚障害学生サポートセンター） 

 

話題提供者：有海順子氏（山形大学・関東聴覚障害学生サポートセンター） 

益子 徹 氏（日本社会事業大学大学院・関東聴覚障害学生サポートセンター） 

 

指定討論者：甲斐更紗氏(九州大学・関東聴覚障害学生サポートセンター) 

 

 

 討論の柱 

①聴覚障害学生の「意思表明支援」の必要性について共通認識を深める 

②日常の関わりを振り返るとともに、よりよい関わりのあり方を模索する 

 

企画趣旨 

聴覚障害学生への合理的配慮の提供は、本人からの意思表明を契機として対話を重ねて

いき、関係者の合意のもとで支援の内容が決定されることとなる。一方で、大学入学以前

に支援の乏しい環境で過ごさざるを得ない聴覚障害学生の多くは、自ら意思表明をする経

験が浅いことが少なくない。それゆえ、意思表明に関わるスキルや経験を十分に持ち合わ

せていないことが多く、本人からの意思表明を促していくための支援が必要とされる。し

かしながら、大半の支援環境においては、こうした意思表明支援が十分に行なわれている

とは言えず、それゆえ本人が支援の必要性や改善点を表明して、より良い支援に繋げてい

くといった段階にまで至らないことが課題とされている。中でも、支援学生や支援担当教

職員との間のコミュニケーションスキルについては課題の一つとなっており、今後の支援

の質的向上に向けて改善が期待される。 

本分科会は、聴覚障害学生の意思表明に関わると思われる事例を互いに提供しあい、グ

ループディスカッションを行うことで、聴覚障害学生が意思表明に至るまでの過程や、彼

らへの必要な支援について学びあうことを目的とする。 

 

参考資料  

聴覚障害学生の意思表明支援―支援担当教職員の役割を中心に― 

  平成 28 年度新たな時代のニーズに対応したモデル事例構築事業 報告書 

  （PEPNet-Japan ホームページよりダウンロードできます。） 

 

【スケジュール】 

１．話題提供その１「意思表明支援とは」 

２．話題提供その２「意思表明支援の例」 

３．グループディスカッション「意思表明が困難な場面と意思表明への工夫」 

    ①意思表明（をする／を引き出す）のが難しいと感じた場面について 

    ②これまで意思表明（を引き出してもらった／を引き出せた）した場面について 

    ③①で出された各場面に対して考えられる工夫について 

４．各グループ発表 

 ５．意見交換および全体統括 

 

【講師紹介】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉川あゆみ氏 (関東聴覚障害学生サポートセンター) 

大学在学中より関東聴覚障害学生サポートセンター等で情報保障活動に関わる。卒業

後、同センターの代表や日本聴覚障害学生高等教育支 援ネットワーク（PEPNet-Japan）

の情報保障評価事業代表、大学非常勤講師等を務める。ろう者。 

甲斐更紗氏 (九州大学・関東聴覚障害学生サポートセンター) 

九州大学基幹教育院特任助教、キャンパスライフ・健康支援センター コミュニケー

ション・バリアフリー支援室スタッフ。フィールドワーク・実践を中心としたスタンス

で、自己物語の再構築という視点から、聞こえない子どもから高齢者までのアイデンテ

ィティ、家族支援の研究や臨床活動をしている。これまでの経験を活かし、現在は障害

学生支援での言語アクセシビリティ支援、意思表明やセルフアドボカシー育成に取り組

んでいる。臨床心理士、精神保健福祉士、ろう者。 

有海順子氏 (山形大学・関東聴覚障害学生サポートセンター) 

山形大学障がい学生支援センター専任教員。学生時代より障害学生支援に関わり、そ

の中でも聴覚障害学生への支援を専門に教育・研究を行なう。 

益子 徹 氏 (日本社会事業大学大学院・関東聴覚障害学生サポートセンター) 

日本社会事業大学大学院博士後期課程在学。大学在籍時より情報保障や身体・知的障

害のある方への介護を行う。障がいのある方の就労支援や、福祉プログラム評価等の研

究を行いつつ、現在も要約筆記活動は継続中。社会福祉士、評価士。 
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参考資料  

聴覚障害学生の意思表明支援―支援担当教職員の役割を中心に― 

  平成 28 年度新たな時代のニーズに対応したモデル事例構築事業 報告書 

  （PEPNet-Japan ホームページよりダウンロードできます。） 

 

【スケジュール】 

１．話題提供その１「意思表明支援とは」 

２．話題提供その２「意思表明支援の例」 

３．グループディスカッション「意思表明が困難な場面と意思表明への工夫」 

    ①意思表明（をする／を引き出す）のが難しいと感じた場面について 

    ②これまで意思表明（を引き出してもらった／を引き出せた）した場面について 

    ③①で出された各場面に対して考えられる工夫について 

４．各グループ発表 

 ５．意見交換および全体統括 

 

【講師紹介】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉川あゆみ氏 (関東聴覚障害学生サポートセンター) 

大学在学中より関東聴覚障害学生サポートセンター等で情報保障活動に関わる。卒業

後、同センターの代表や日本聴覚障害学生高等教育支 援ネットワーク（PEPNet-Japan）

の情報保障評価事業代表、大学非常勤講師等を務める。ろう者。 

甲斐更紗氏 (九州大学・関東聴覚障害学生サポートセンター) 

九州大学基幹教育院特任助教、キャンパスライフ・健康支援センター コミュニケー

ション・バリアフリー支援室スタッフ。フィールドワーク・実践を中心としたスタンス

で、自己物語の再構築という視点から、聞こえない子どもから高齢者までのアイデンテ

ィティ、家族支援の研究や臨床活動をしている。これまでの経験を活かし、現在は障害

学生支援での言語アクセシビリティ支援、意思表明やセルフアドボカシー育成に取り組

んでいる。臨床心理士、精神保健福祉士、ろう者。 

有海順子氏 (山形大学・関東聴覚障害学生サポートセンター) 

山形大学障がい学生支援センター専任教員。学生時代より障害学生支援に関わり、そ

の中でも聴覚障害学生への支援を専門に教育・研究を行なう。 

益子 徹 氏 (日本社会事業大学大学院・関東聴覚障害学生サポートセンター) 

日本社会事業大学大学院博士後期課程在学。大学在籍時より情報保障や身体・知的障

害のある方への介護を行う。障がいのある方の就労支援や、福祉プログラム評価等の研

究を行いつつ、現在も要約筆記活動は継続中。社会福祉士、評価士。 
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【全体会】 Ｇ館１階ホール 

 

障害者差別解消法から１年を経て考える 

―障害学生の権利・教育機関の役割― 
     

司会・企画コーディネーター：伊藤康弘氏（北海道大学 特別修学支援室 准教授） 

 

講 師：武田太一氏（日本福祉大学 卒業生） 

松﨑 丈氏（宮城教育大学 特別支援教育講座 准教授） 

石原保志氏（筑波技術大学 副学長） 

 

 

討論の柱 

合理的配慮と教育的な支援は相反するものか。 

① 聴覚障害のある学生にとって、大学における教育的な支援は不要なものなのか。 

② 聴覚障害のある学生と合理的配慮を提供する学生の関わり合いは、合理的配慮の質に影

響するのか。 

 

企画趣旨  

障害者差別解消法の施行を受け、支援体制は広がりをみせるようになってきた。反面、学生同

士の関係性の希薄さや、建設的な対話を進めることが難しい学生の様子が課題として指摘される

ようにもなっている。また、支援に携わる教職員からは、教育的な視点からこれらの課題について

何らかの対応が必要と感じていながらも、それは権利保障の視点から見た障害学生支援のあり

方とは逆行するものではないかと躊躇する声も聞かれている。 

そこで、本企画では聴覚障害学生の権利保障を見据えた支援のあり方と教育的支援の関連性

について、多角的な視点から議論し検討することで、今後の我が国における障害学生支援の将

来像を模索する。 

 

企画の流れ 

  ・趣旨説明 

  ・話題提供１（武田太一氏） 

  ・話題提供２（松﨑 丈氏） 

  ・話題提供３（石原保志氏） 

  ・登壇者によるディスカッション 

  ・フロアからの質疑応答  
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本事業の目的は、全国の聴覚障害学生が在籍する大学およ

び関係諸機関間のネットワークを形成し、高等教育機関で

学ぶ聴覚障害学生への支援体制確立を図ることです。支援

にまつわる情報や実践の蓄積と、全国の大学・機関に向け

た発信を目指して活動を行っています。

※設 立 当 初 は、日 本 財 団 の 助 成 に よ る
PEN-International（聴覚障害者のための国
際大学連合）の支援を受け、発足しました。
現在は、筑波技術大学の実施する「聴覚障
害学生支援・大学間コラボレーションスキー
ム構築事業」内で運営されています。

日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク（PEPNet-Japan)
は、2004 年筑波技術大学の呼びかけにより結成されたネット
ワークです※。事務局は、筑波技術大学障害者高等教育研究支
援センターに置かれており、聴覚障害学生を受け入れ、積極
的に支援を行っている連携大学・機関にとともに活動を続け
ています。

―聴覚障害学生支援の明日を切り拓く

Postsecondary Education Programs Network of Japan

日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク

PEPNet-Japan

平成 25年度バリアフリー・ユニバーサル
デザイン推進功労者表彰を受賞！

（授賞式にて安倍晋三内閣総理大臣から表彰される村上芳則前代表）

本ネットワークのこれまでの取り組
みが認められ、平成 25 年 12 月 9 日
に、内閣府による平成 25 年度バリ
アフリー・ユニバーサルデザイン推
進功労者表彰【内閣総理大臣表彰】
を受賞しました。皆様のご理解、ご
協力に厚く感謝申し上げます。

Postsecondary Education Programs Network of Japan：  for Students who are Deaf or Hard of Hearing
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運営組織

代表 　

大越教夫   筑波技術大学・学長

運営委員

井坂行男　     大阪教育大学障がい学生修学支援ルーム・ルーム長
三好茂樹　     筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・准教授
新國三千代   札幌学院大学人文学部・教授
松﨑　丈　     宮城教育大学教育学部・准教授
高橋明美　     みやぎDSC・スタッフ
斉藤くるみ　日本社会事業大学・教授
倉谷慶子　     関東聴覚障害学生サポートセンター・コーディネーター
広瀬洋子　     放送大学・教授
金澤貴之　     群馬大学教育学部・教授
髙橋岳之　     愛知教育大学教育学部・准教授
藤井克美　     日本福祉大学・非常勤教授
梶山玉香　     同志社大学障がい学生支援室・室長
中野聡子　     大阪大学キャンパスライフ健康支援センター・講師
松岡克尚　     関西学院大学人間福祉学部・教授
林田真志　     広島大学大学院教育学研究科・准教授
加藤哲則　     愛媛大学教育学部・准教授
島村　聡　　 沖縄大学人文学部・准教授
太田富雄　     福岡教育大学附属特別支援教育センター・教授
石原保志　     筑波技術大学・副学長
須藤正彦　     筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・センター長
白澤麻弓　     筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・准教授

事務局長　
白澤麻弓 　筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・准教授

事務局長補佐
萩原彩子　 　筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・助手

事業コーディネーター
磯田恭子　　  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・助手
中島亜紀子 　 筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・助手

事務局員
佐藤正幸 　 筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・教授
小暮聡子　　　 　　  筑波技術大学聴覚障害系支援課・課長
三好茂樹　　  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・准教授
河野純大  　 筑波技術大学産業技術学部産業情報学科・准教授

 　 
 　 

事務局

日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク事務局

PEPNet-Japan 検索

PEPNet-Japan

本事業は、筑波技術大学「聴覚障害学生支援・大学間コラボレーション
スキーム構築事業」の活動の一部です。

お問い合わせ先

〒305-8520　茨城県つくば市天久保 4-3-15
　筑波技術大学　障害者高等教育研究支援センター
　URL　http://www.pepnet-j.org
　TEL/FAX 029-858-9438
　E-mail pepj-info@pepnet-j.org
担当：白澤麻弓（筑波技術大学 准教授）

札幌学院大学
宮城教育大学
みやぎDSC
群馬大学
東京大学
早稲田大学
日本社会事業大学
関東聴覚障害学生サポートセンター
放送大学
静岡福祉大学
愛知教育大学
日本福祉大学
同志社大学
立命館大学
大阪大学
大阪教育大学
関西学院大学
広島大学
四国学院大学
愛媛大学
福岡教育大学
沖縄大学
筑波技術大学

PEPNet-Japan 連携大学・機関

Postsecondary Education Programs Network of JapanPEPNet-Japan

事務補佐員
石野麻衣子   筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・特任研究員
平良悟子    筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・技術補佐員

筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・技術補佐員吉田未来
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事務局員
佐藤正幸 　 筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・教授
小暮聡子　　　 　　  筑波技術大学聴覚障害系支援課・課長
三好茂樹　　  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・准教授
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事務局

日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク事務局

PEPNet-Japan 検索

PEPNet-Japan

本事業は、筑波技術大学「聴覚障害学生支援・大学間コラボレーション
スキーム構築事業」の活動の一部です。

お問い合わせ先

〒305-8520　茨城県つくば市天久保 4-3-15
　筑波技術大学　障害者高等教育研究支援センター
　URL　http://www.pepnet-j.org
　TEL/FAX 029-858-9438
　E-mail pepj-info@pepnet-j.org
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札幌学院大学
宮城教育大学
みやぎDSC
群馬大学
東京大学
早稲田大学
日本社会事業大学
関東聴覚障害学生サポートセンター
放送大学
静岡福祉大学
愛知教育大学
日本福祉大学
同志社大学
立命館大学
大阪大学
大阪教育大学
関西学院大学
広島大学
四国学院大学
愛媛大学
福岡教育大学
沖縄大学
筑波技術大学

PEPNet-Japan 連携大学・機関

Postsecondary Education Programs Network of JapanPEPNet-Japan

事務補佐員
石野麻衣子   筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・特任研究員
平良悟子    筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・技術補佐員

筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・技術補佐員吉田未来
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設置形態 私立大学

学生数 ２，２８５人

所在地 〒０６９－８５５５

北海道江別市文京台１１番地

●支援組織名称 札幌学院大学アクセシビリティ推進委員会 学内支援体制

学生および教職員によるボランティア組織バリアフリー

委員会が大学予算による支援活動を続けてきたが、

年度より支援実施を担う大学組織アクセシビリティ推進

委員会が発足。学生たちと協働しながら支援に取り組んで

いる。

●スタッフ 教職員９名、学生スタッフ９４名

聴覚障害学生 １１名
学部生 １１名

院生 ０名

視覚障害学生 ３名

肢体障害学生 ６名

提供しているサービス
ノートテイク、パソコンテイク

使用

利用者数 ５名
学部生 ５名

院生 ０名

テイカー数 年度実数：前期 名

サービス提供時間数 度前期→ 科目

報酬および経費 円 時間

募集方法

掲示板等へのポスター掲示、学生宛

にメールでの支援者募集案内のほ

か、新年度ガイダンス時にアクセシ

ビリティ推進委員の教職員・利用学

生・支援学生の 名一組で募集の呼

びかけを行い、説明会日程を案内。

コーディネート方法

サポートセンターの職員が窓口とな

り を活用し、配置等を調整。学生

との協働でよりよいコーディネート

を目指す。

養成方法

前期・後期に講習会を実施。先輩学

生が講師を務め、利用学生も助言者

として参加する。実際の講義での練

習や、先輩メンターによる個人レッ

スンも行っている。

利用者数 ７名
学部生 ７名

院生 ０名

テイカー数 年度実数：前期 名

サービス提供時間数 年度前期→ 科目

報酬および経費 円 時間、 時以降 円 時間

募集方法

掲示板等へのポスター掲示、学生宛に

メールでの支援者募集案内のほか、新

年度ガイダンス時にアクセシビリテ

ィ推進委員の教職員・利用学生・支援

学生の 名一組で募集の呼びかけを

行い、説明会日程を案内。

コーディネート方法

サポートセンターの職員が窓口とな

り を活用し、配置等を調整。学生

との協働でよりよいコーディネート

を目指す。

養成方法

前期・後期に講習会を実施。実際の支

援の現場に先輩学生と一緒に入り、支

援の様子を確認する経験を数回積ん

だ上で支援活動に入る。

ノートテイク・パソコンテイク ポイントテイク（筆記代行）

学生有志と教職員が協力して、障がい学生支援パンフレット

『誰でもできる情報保障のコツ～一歩進んだサポートをする

ために～』を作成しました。

情報保障を利用する聴覚障がい学生と、支援を行う学生たち

が授業や活動の中で感じた「配慮されて助かっていること」や

「困っていること」について出し合ったエピソードがもとにな

っています。

聴覚障がいの種類や本

学の情報保障の種類、ま

た、具体的な配慮事項に

ついてイラストを入れな

がら授業の場面別に紹介

しています。

『聴覚障がいのある受験

生のためのガイドブック』

も制作しました！

『誰でもできる情報保障のコツ』 サービス向上を目指して

ノートとパソコンテイクのテイカー養成講座を先輩が講

師となって実施している。講師の他にも数名の支援学生と

利用学生が補助者として参加し、後輩のテイクの内容を個

別にチェックしたり、助言したりしている。また、先輩が

作成したテキストを引き継いで改訂しながら継続的にテ

イカー養成の向上を図っている。これまではすべてボラン

ティアであったが、 年度から謝金が支払われている。

今後の課題は、講習会の内容と講師や補助者を育てるプロ

グラムを充実させることである。

札幌学院大学

問い合わせ先 札幌学院大学学生支援課ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ

電話 ／

参考資料：本学 のｷｬﾝﾊﾟｽﾗｲﾌ 「障がい学生支援」

学生・教職員の協働により運営して

いる。障がいのある学生も主体的に企画・運

営を担う。
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設置形態 国立大学法人宮城教育大学

学生数 名（学部生 名、院生 名）

所在地 〒９８０－０８４５

宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 番地

●支援組織名称 宮城教育大学 しょうがい学生支援室 学内支援組織図
支援室―――――――――――専門部会

室長 １名 聴覚しょうがい部会
（連携担当副学長） 視覚しょうがい部会
副室長 １名 発達しょうがい部会
室員 １２名 肢体不自由部会
（専門部会長，関連委員等） 病弱・虚弱部会
職員（コーディネーター）

●スタッフ 教職員１４名、学生スタッフ１２３名

聴覚・言語しょうがい学生 １０名
学部生 ７名

院生･その他 ３名

肢 体 不 自 由 学 生 ２名

病 弱 ・ 虚 弱 学 生 ６名

発達しょうがい学生 ２名

本学は、特別支援教育全領域をカバーできる専門教員が揃っており、その専門的人的

資源を最大限に活用するために「しょうがい学生支援室」を設立して、しょうがい学生

支援体制の充実化を図っています。また、情報保障のスキルを高める研修会の他に、学

生が企画・運営を行う練習会や意見交換会があります。講義中、情報保障が困難になっ

た場面を共有し、よりよい情報保障について学び合っています。聴覚しょうがいのある

学生・支援学生組織を中心に、教員やしょうがい学生支援コーディネーターとの連携を

密にし、学生が大きな力を発揮できるよう学内の体制を整えています。

支援を必要とする学生の存在を念頭におきながら行動できる、高めあえる関係性のある、

そんな魅力的な人々が集まる宮城教育大学です。 

宮城教育大学

問い合わせ先

利用者数 ９名 支援者数
１２３名

（ＮＴ１２３名／ＰＣ５１名）

サービス提供時間数
１２０８コマ（ 年度）

講義関係のみ
報酬および経費 ９００円／時間（教育実習等学外活動のみ

募集方法

掲示板に募集ポスターを掲示、募集用リーフレット配布、学内行事におけるＰＲ映像の放映、新入生へ

の広報（入学時資料に募集リーフレットを同封、入学式の式典前に文字通訳のスクリーンを利用してＰ

Ｒ映像を放映）、新入生必修講義における聴覚しょうがい学生・支援学生からのＰＲ活動

コーディネート方法
コーディネーター３名（教務補佐員）が連絡調整する。聴覚しょうがい学生及び学生ノートテイカーの

助言・指導を担当する経験の長い学生と連携を図って適切なコーディネートを行っている。

養成方法
学生運営スタッフを中心に養成を行い、その後のフォローアップとして、初心者対象、経験者対象の研

修会を毎月２回ほど実施している。

文字通訳の取り組み

の特徴

本学のしょうがい学生支援を、特別支援教育におけるしょうがい児・者支援の実践に必要不可欠な知識

と実行力の養成として位置づけて活動している点。通常の講義の情報保障は学生の手によって全てがボ

ランティアで行われている。また、 トークの本格的な運用に向け、聴覚しょうがい学生自身による周

囲の教員や学生への働きかけや、文字通訳を参加者全体で作り上げていくことなど、新たな支援方法と

しての取り組みを始め、より良い運用の仕方について検討をすすめている。

関係者数 利用者数 ７名（内教員１名） 利用者数 ４名 作業者数 ２７名

サービス

提供時間数

学内行事（入学式・オリエンテーシ

ョン等）、卒業論文・修士論文発表

会等単発的支援のみ

８２２コマ（ 年度）
講義関係のみ

年度より、講義において使用

する映像物への字幕挿入を開始

３２本： 分 年度

報酬および経費 外部派遣機関の規定による なし ９００円／ 分映像

方法

募集方法

みやぎ通訳派遣センターに依頼。で

きる限り本学への派遣実績のある

通訳者を派遣するよう依頼。

補償方法

電波を使った補聴システム

パナガイド《 》

、 、 《 》

作成方法

学内の登録作業者に対して、文字

おこしの作業を依頼。その後映像

物への字幕挿入を行っている。

特徴

養成方法

担当教員と一緒に事前検討会及び

事後反省会。大学で使用する専門用

語の手話 を作成し、大学レベル

の手話通訳者の養成を行っている。

補償方法の選択

講義室の状況、講義の形態、個々の

使用している補聴器の種類などに

よって補償を行う。集団討論に対応

可能なシステムも構築した。

字幕映像への対応

専任の作業スタッフ１名を置き、

一定のルールにのっとった字幕映

像を作成している。

ノートテイク・パソコンノートテイク・音声認識通訳

手話通訳 聴覚補償 字幕挿入

多くの先輩・仲間と出会い

語り合いながら自らを高める４年間

Check!



91

設置形態 国立大学法人宮城教育大学
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支援体制の充実化を図っています。また、情報保障のスキルを高める研修会の他に、学
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た場面を共有し、よりよい情報保障について学び合っています。聴覚しょうがいのある
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密にし、学生が大きな力を発揮できるよう学内の体制を整えています。

支援を必要とする学生の存在を念頭におきながら行動できる、高めあえる関係性のある、

そんな魅力的な人々が集まる宮城教育大学です。 
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報酬および経費 外部派遣機関の規定による なし ９００円／ 分映像

方法

募集方法

みやぎ通訳派遣センターに依頼。で

きる限り本学への派遣実績のある

通訳者を派遣するよう依頼。

補償方法

電波を使った補聴システム

パナガイド《 》

、 、 《 》

作成方法

学内の登録作業者に対して、文字

おこしの作業を依頼。その後映像

物への字幕挿入を行っている。

特徴

養成方法

担当教員と一緒に事前検討会及び

事後反省会。大学で使用する専門用

語の手話 を作成し、大学レベル

の手話通訳者の養成を行っている。

補償方法の選択

講義室の状況、講義の形態、個々の

使用している補聴器の種類などに

よって補償を行う。集団討論に対応

可能なシステムも構築した。

字幕映像への対応

専任の作業スタッフ１名を置き、

一定のルールにのっとった字幕映

像を作成している。

ノートテイク・パソコンノートテイク・音声認識通訳

手話通訳 聴覚補償 字幕挿入

多くの先輩・仲間と出会い

語り合いながら自らを高める４年間

Check!
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問い合わせ先：所在地参照

≪弘前大学ノートテーカー養成講座≫

形態 任意団体

所在地

〒９８１－０９０８

仙台市青葉区東照宮１丁目

１７－１－１１６ 高橋方

ＦＡＸ ０２２－２３３－９５７１

●創 設 ２００３年４月１日

●代 表 松﨑 丈

●ＵＲＬ

運
営
ス
タ
ッ
フ

１ 名

兼務

あり

代表 名

事務局 名

相談事業 名

普及・啓発事業 名

養成・研修事業 名

ネットワーキング事業 名

相談事業

教職員及び聴覚障害学生対象の相談

及びその保護者、関係者等の総合的

な相談を行う。

養成・研修事業

聴覚障害学生・支援者・教職員そ

れぞれの対象者に合わせた養

成・研修を行う。

普及・啓発事業

教育機関や地域に向けた聴覚障害学

生支援に関わる広報活動及び啓発行

事の開催。対象者の幅を広げ、中高

生・保護者等広範囲を対象とする。

ネットワーキング

事業

聴覚障害学生支援関係の団体と

の情報交換・課題の共有・ノウハ

ウの提供を行う。

みやぎＤＳＣの活動

（ 年度）

１． 相談事業

・相談 件（高等教育機関 件、本人・保護者 件、行政・機関 件）

２． 養成・研修事業

・弘前大学ノートテーカー養成講座実施・マニュアル 部提供

３． 普及・啓発事業

・みやぎ の公式ホームページで活動報告

・インターネットにおいて聴覚障害学生やその関係機関とのコミュニケーション窓口として、

みやぎ 公式 のアカウント開設

４． ネットワーキング事業

・日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク（ ）

事業内容・実績

みやぎＤＳＣ
（ ）

⻘森県で初めて実現する⼤学ノートテイク講習

会でした。学⽣と教職員あわせて約 名の参加

があり、講習会後も活発な質疑応答が⾏われま

した。私たちからは、今後も弘前⼤学が⻘森県

内の障害学⽣⽀援ネットワークを担えるような

⼤学として⽀援体制の整備に取り組んでほし

いとエールを送りました。
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＜その他＞・ネィティブスピーカーによる語学の授業に

ついては、留学生への呼びかけや、学外から

テイカーを広く募集している。

・UD トークは法人契約し、必要に応じて活用

している。

ガイダンスや事務手続き等、授業以外の大学生

活に関わることについても情報を保障。全学的な統一基

準により、どの学部でも質の高い支援体制が可能。 

＜手話スキルの底上げ＞  

手話サロン（初級・中級コース）や手話ランチを設け、

学生や教職員等が手話に触れる機会を提供。 

問い合わせ先 

学務部学生支援課 

（電話 027-220-7136 / FAX 027-220-7620） 

障害学生サポートルーム 

（電話＆FAX 027-220-7114） 

設置形態 国立大学法人 

学生数 約 6500 人（学部･専攻科･大学院を含む） 

所在地 
〒371－8510 

群馬県前橋市荒牧町四丁目 2番地 

●支援組織名称 大学教育・学生支援機構

学生支援センター 障害学生支援室 
学内支援体制 

・平成 17 年 6 月 10 日に障害学生への修学支援の基準を統

一化して、「群馬大学障害学生修学支援実施要項」を制定

し、全学的な取り組みを開始した。 

・平成 22 年度から大学教育・学生支援機構の学生支援セ

ンターに障害学生支援室を設置して新たにスタートした。

・現在は障害学生サポートルーム職員がコーディネートを

行い、各学部と連携して支援している。

●スタッフ 障害学生サポートルーム職員 4名(うち 1 名はろう者)

聴覚障害学生 6 名 （内訳）学部生 6名 

視覚障害学生 0 名 肢体不自由学生 3名 

発達障害学生 非公開 その他 0 名 

2017 年 4 月 1 日現在 

提供しているサービス ■ノートテイク■パソコンテイク

利用者数 6 名 
学部生 6 名 

その他 

ノートテイカー数
登録テイカー199 名（学生および外部

者） 

サービス提供時間数

障害学生が希望するすべての授業（ゼ

ミや就職ガイダンスなどの大学が実

施する各種講座も含む）

報酬および経費 800 円／時間（1コマ 1,200 円） 

募集方法 

オリエンテーション等でのチラシ配

布、呼びかけ（聴覚障害学生自身の呼

びかけも含む）や職員とテイカー学生

による説明会の実施。地域の文字通訳

者等学外にも依頼。HP 上で募集。

コーディネート方法

コーディネートは障害学生サポート

ルーム職員が行う。テイクは登録テイ

カーが有償で行う。コーディネートシ

ステムを導入し、登録テイカーの配

置・調整を行っている。1授業（90 分）

にテイカー2名配置。

養成方法 

実践練習を含む講習 7.5 時間を行う。

障害学生サポートルーム職員を中心

に聴覚障害学生、上手なテイカー学生

が講師となりテイカー学生の協力の

もと行う。 

本学ノートテイク・ 

パソコンテイクの特徴 

PC テイクは PC 連係入力ソフト

（IPtalk）による 2名連係入力。講義

以外の実習等、学外での情報保障も行

う。iPhone などを利用して、障害の

程度や環境に応じた学生のニーズに

対応している。 

利用者数 3 名 
学部生 3 名 

その他 

手話通訳者数 20 名程度（学外への依頼含む） 

サービス提供

時間数 

聴覚障害学生が希望するすべての授業（ゼ

ミや就職ガイダンスなどの大学が実施する

各種講座も含む）

報酬および経

費 

職員は、給与として支給。外部の手話通訳

者には、1時間あたり 3,000 円支給。 

募集方法 

群馬大学に登録している手話通訳者で対応

できない場合は、群馬県認定手話通訳者協

会と群馬県手話通訳問題研究会に手話通訳

者の紹介を依頼。 

コーディネー

ト方法

コーディネートは障害学生サポートルーム

職員が行う。1授業（90 分）に 2名配置。

養成方法 

職員も含め手話通訳者は通訳終了後、活動

報告書を提出してもらい、問題点を把握し、

次回の改善へつなげている。 

聴覚障害学生を交えた反省会を定期的に行

うことで技術向上に努めている。 

本学手話通訳

の特徴 
職員が手話通訳業務を担う。 

群馬大学

ノートテイク・パソコンテイク 手話通訳

サービス向上を目指して

学生のテイカーは卒業し入れ替わってしまうので、新規のテイカーの募集･養成にも力を入れている。その際、学生の協

力を得て勧誘・紹介をしてもらうなど、学生同士のつながりも大切にしている。また、大学の附属校の保護者の方にも

募集を呼びかけ、地域でも、聴覚障害者支援について広く知識と問題意識をもってもらえるよう、情報提供していくこ

とにも心がけている。 

情報保障の充実に向けて 
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＜その他＞・ネィティブスピーカーによる語学の授業に

ついては、留学生への呼びかけや、学外から

テイカーを広く募集している。

・UD トークは法人契約し、必要に応じて活用

している。

ガイダンスや事務手続き等、授業以外の大学生

活に関わることについても情報を保障。全学的な統一基

準により、どの学部でも質の高い支援体制が可能。 

＜手話スキルの底上げ＞  

手話サロン（初級・中級コース）や手話ランチを設け、

学生や教職員等が手話に触れる機会を提供。 

問い合わせ先 

学務部学生支援課 

（電話 027-220-7136 / FAX 027-220-7620） 

障害学生サポートルーム 

（電話＆FAX 027-220-7114） 

設置形態 国立大学法人 

学生数 約 6500 人（学部･専攻科･大学院を含む） 

所在地 
〒371－8510 

群馬県前橋市荒牧町四丁目 2番地 

●支援組織名称 大学教育・学生支援機構

学生支援センター 障害学生支援室 
学内支援体制 

・平成 17 年 6 月 10 日に障害学生への修学支援の基準を統

一化して、「群馬大学障害学生修学支援実施要項」を制定

し、全学的な取り組みを開始した。 

・平成 22 年度から大学教育・学生支援機構の学生支援セ

ンターに障害学生支援室を設置して新たにスタートした。

・現在は障害学生サポートルーム職員がコーディネートを

行い、各学部と連携して支援している。

●スタッフ 障害学生サポートルーム職員 4名(うち 1 名はろう者)

聴覚障害学生 6 名 （内訳）学部生 6名 

視覚障害学生 0 名 肢体不自由学生 3名 

発達障害学生 非公開 その他 0 名 

2017 年 4 月 1 日現在 

提供しているサービス ■ノートテイク■パソコンテイク

利用者数 6 名 
学部生 6 名 

その他 

ノートテイカー数
登録テイカー199 名（学生および外部

者） 

サービス提供時間数

障害学生が希望するすべての授業（ゼ

ミや就職ガイダンスなどの大学が実

施する各種講座も含む）

報酬および経費 800 円／時間（1コマ 1,200 円） 

募集方法 

オリエンテーション等でのチラシ配

布、呼びかけ（聴覚障害学生自身の呼

びかけも含む）や職員とテイカー学生

による説明会の実施。地域の文字通訳

者等学外にも依頼。HP 上で募集。

コーディネート方法

コーディネートは障害学生サポート

ルーム職員が行う。テイクは登録テイ

カーが有償で行う。コーディネートシ

ステムを導入し、登録テイカーの配

置・調整を行っている。1授業（90 分）

にテイカー2名配置。

養成方法 

実践練習を含む講習 7.5 時間を行う。

障害学生サポートルーム職員を中心

に聴覚障害学生、上手なテイカー学生

が講師となりテイカー学生の協力の

もと行う。 

本学ノートテイク・ 

パソコンテイクの特徴 

PC テイクは PC 連係入力ソフト

（IPtalk）による 2名連係入力。講義

以外の実習等、学外での情報保障も行

う。iPhone などを利用して、障害の

程度や環境に応じた学生のニーズに

対応している。 

利用者数 3 名 
学部生 3 名 

その他 

手話通訳者数 20 名程度（学外への依頼含む） 

サービス提供

時間数 

聴覚障害学生が希望するすべての授業（ゼ

ミや就職ガイダンスなどの大学が実施する

各種講座も含む）

報酬および経

費 

職員は、給与として支給。外部の手話通訳

者には、1時間あたり 3,000 円支給。 

募集方法 

群馬大学に登録している手話通訳者で対応

できない場合は、群馬県認定手話通訳者協

会と群馬県手話通訳問題研究会に手話通訳

者の紹介を依頼。 

コーディネー

ト方法

コーディネートは障害学生サポートルーム

職員が行う。1授業（90 分）に 2名配置。

養成方法 

職員も含め手話通訳者は通訳終了後、活動

報告書を提出してもらい、問題点を把握し、

次回の改善へつなげている。 

聴覚障害学生を交えた反省会を定期的に行

うことで技術向上に努めている。 

本学手話通訳

の特徴 
職員が手話通訳業務を担う。 

群馬大学

ノートテイク・パソコンテイク 手話通訳

サービス向上を目指して

学生のテイカーは卒業し入れ替わってしまうので、新規のテイカーの募集･養成にも力を入れている。その際、学生の協

力を得て勧誘・紹介をしてもらうなど、学生同士のつながりも大切にしている。また、大学の附属校の保護者の方にも

募集を呼びかけ、地域でも、聴覚障害者支援について広く知識と問題意識をもってもらえるよう、情報提供していくこ

とにも心がけている。 

情報保障の充実に向けて 
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※学生在籍数の詳細については非公表とさせていただいております。

 

 

 
 
 
 
 

設置形態 国立大学

学生数 約 人

所在地 〒

文京区本郷

●支援組織名称 バリアフリー支援室 学内支援組織図

「支援の三角形」
●スタッフ 専任教員 名、職員 名

聴覚障害学生
学部生

院生

視覚障害学生

肢体障害学生

提供しているサービス
ノートテイク

パソコンテイク

サポートスタッフ数 名

報酬および経費 円／時間（支援室運営経費

募集方法

掲示板への募集ポスター掲示、学部

専用 での講座開催案内、新入生ガ

イダンスでの支援室紹介 など

コーディネート方法

学期開始時に学生、所属学部等担当

者との面談を行い、ニーズを確認し

たうえで授業ごとの支援内容を検

討・調整する。授業開始後も随時支

援内容の確認・再調整を行う。

養成方法

学生のニーズにあわせて、ノートテ

イク講座・パソコンテイク講座（各

分）を実施。個別講座やフォロー

アップ研修、必要に応じて追加講座

も随時行う。

本学ノートテイク・

パソコンテイクの特徴

学生の履修科目への派遣だけでな

く、学内で行われる研究会や各種研

修等の場にも、教職員からの依頼を

受けて学生テイカーを派遣する場合

がある。

機器の貸出・補聴相談

への対応

補聴援助システムなどの支援機器

の貸出を行っている。補聴相談につ

いては、学生からの要望を受け、学

内外の補聴相談専門家を紹介する

体制をとっている。

字幕挿入

映像教材の音声を文字起こしし、字

幕として映像に挿入し、提供してい

る。

シンポジウム等での

情報保障支援

学内で開催される学会・シンポジウ

ム等での情報保障全般について、コ

ーディネーターが相談に応じてい

る。主催者（学内関係者）から依頼

や相談があった場合は、内容を確認

したうえで、適任の情報保障者（学

生を含む）を紹介する他、情報保障

依頼にあたっての具体的な対応に

ついても、アドバイスを行う。

入学式・卒業式での情報

保障

聴覚障害学生の有無にかかわらず、

手話通訳とＰＣ文字通訳を実施。

東京大学

ノートテイク・パソコンテイク その他の支援 

学部等との連携体制「支援の三角形」
学部等と支援室の連携によるきめ細かい支援

東京大学バリアフリー推進のために、障害のある学生、サポート

スタッフ、本学の教職員による「学生とのバリアフリー意見交換

会」を開催している。

サポートスタッフを中心に結成された、東京大学バリアフリー推

進のための学生ネットワーク「 」も活動をしている。

また、バリアフリー支援室（本郷支所・駒場支所）では月２回、

学生・教職員を対象に、手話に気軽に親しんでもらうことを目的

とした「手話でしゃべランチ」を開催。学内で働く聴覚障害職員

や手話サークルに所属する学生も複数参加し、手話によるミニ講

演や質問コーナーなどを通じて交流を深めている。

意見交換会・交流会の開催 バリアフリーの東京大学を目指して

東京大学では、東京大学憲章において、バリアフリーの

人的・物的支援の整備を行うことを責務としている。また、

多様な人々が共に活動する社会こそが、本来の豊かで活力

ある社会なのだという認識のもと、障害の有無を含めた

様々な属性の人々が集うキャンパス空間の構築を目指し

ている。

問い合わせ先

：

参考資料

バリアフリー支援室ホームページ
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■個々の学生に応じた支援

面談や窓口での普段のやり取りを通じて、聴覚障がい学生のニーズ

把握に努め、学生の状況に応じて修学環境を整えている。

■障がい学生が他の学生とともに学べる環境作り

支援が周囲の学生との間の「壁」にならないよう、障がい学生と離

れてパソコン通訳をする方法を導入したり、「教員ガイド」の配布、

全学オープン科目「障がいの理解と支援」の運営、SNS による情報発

信などの、教職員、学生に向けた啓発の取り組みを行っている。

■障がい学生の主体性、支援学生の意欲を引き出す

学生と意見交換をしたり、学生が企画を行う機会を設けたりするこ

とで、学生が支援について主体的に考えるように促している。また、

希望者の都合に合わせて随時ノートテイクなどの講座開催、個別指

導を行い、意欲のある学生が支援に携われるように工夫している。

すべての学生が「同じ」環境で学ぶために サービス向上を目指して

支援学生の専門性が課題となっており、特定の学部・

研究科事務所と連携して募集するなどの取り組みを行

っている。また、字幕挿入システムなどの新しい技術の

導入にも取り組んでいる。 

問い合わせ先 

障がい学生支援室 TEL: 03-5286-3747 

 mail: shienshitsu@list.waseda.jp 

参考資料 

障がい学生支援室パンフレット 

障がい学生支援室 Twitter アカウント：@wasedau_dsso 

障がい学生支援室 Facebook ページ：

http://www.facebook.com/WasedaU.DSSO 

設置形態 私立大学 

学生数 約５３，０００人（2017 年度） 

所在地 〒169－8050  

東京都新宿区戸塚町 1-104 

●支援組織名称 障がい学生支援室

http://www.waseda.jp/inst/dsso/ 
学内支援組織図 

●スタッフ 職員 8名（発達障がい学生担当 4名含）

（上記のうち、言語聴覚士有資格者 1名 臨床心理士 3名） 

聴覚障害学生 9 名 
学部生 6 名 

院生 3 名 

視覚障害学生 4 名 

肢体障害学生 16 名 

提供しているサービス 

□ノートテイク（ＮＴ）

□パソコン通訳（ＰＣ）※遠隔含む

□記録（1名での筆記）

□教員への配慮依頼文書配付

利用者数 7 名 
学部生 4 名 

院生 3 名 

支援学生数 約 100 名（2017 年 7 月現在登録者） 

サービス提供時間数

ＰＣ、記録＝週 52 コマ 

（2017 年度前期） 

その他、入学式、卒業式、大学主催 

行事での情報保障を実施 

報酬および経費 1600 円／1コマ 

募集方法 

■学内ポータルサイト、掲示板での告

知／■障がい学生の所属学部・研究科

の学生へのメール告知／■支援室の

web サイト等での告知／■支援室が関

係する授業での告知

コーディネート方法

聴覚障がい学生の申請に基づき、障が

い学生支援室に登録している支援者

を支援室がコーディネート 

養成方法 

支援室職員が講師となり、ＰＣ通訳の

講座を、前後期開始時に行う他、学生

の希望に合わせて随時実施 

本学ノートテイク・ 

パソコン通訳の特徴 

障がい学生の受講スタイルや授業形

態に応じて、方法を柔軟に調整（PC 通

訳の表示機をタブレットにする、1 名

での支援（記録）にする、など） 

利用者数 1 名 
学部生 1 名 

院生 0 名 

手話通訳者数 22 名（手話通訳士（学外）） 

サービス提供時間数 週 1コマ（2017 年度前期） 

報酬および経費 
4500 円/1 コマ（手話通訳士（学外）) 

（学生はＮＴ・ＰＣと同額） 

募集方法 
支援室職員の人脈による支援者登録

依頼あるいは登録通訳者の紹介 

コーディネート方法

聴覚障がい学生の申請に基づき、障

がい学生支援室に登録している手話

通訳者に依頼 

本学手話通訳の特徴 
支援時は、手話通訳者 2 名の他、記

録者（ノート作成補助）1名を派遣 

サービス提供時間数
オンデマンド・映像教材 57 コンテン

ツ（2017 年度前期）

報酬および経費 媒体の長さ・内容による 

支援方法 

学内の授業システム（あるいは字幕

挿入システム）にコンテンツをアッ

プロードし、支援学生が作業を行う 

早稲田大学

ノートテイク・パソコン通訳 手話通訳

文字起こし・字幕挿入

障がい学生支援室 学部・研究科

聴覚障がい学生支援者 教員

養成 

コーディネート

連携

履修・支援相談

連絡・配慮依頼

学内各組織の連携と、多様な情報保障

手段の提供による質の高い支援 
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●創 設 年（創設当初は関東学生情報保障者派遣委員会）

●ＵＲＬ

形 態 任意団体

所 在 地

事務所を持たず、大学での支援コーディネ

ートや通訳活動、コンサルテーションのノ

ウハウを持ったスタッフのネットワークに

よって運営。

運 営

スタッフ
名

聴覚障害学生支援体制構築についてのコンサルテーション

初めて聴覚障害学生を受け入れる大学や、支援の質的向上を目指す大学を対象

に、支援制度の構築・拡充のためのコンサルテーションを行い、中長期的な関わ

りを通して、各大学で基本的なコーディネート、支援ノウハウの蓄積、自前での

研修会の実施等が可能となるようサポートしています。

コンサルテーション・企画の一例

 現状の課題や今後の展望等についてのヒアリング

 支援制度充実にむけた具体的な取り組み案の提案

 支援に関する情報提供

 各種研修会の企画・実施

 講師斡旋

 支援担当教職員に対するフォロー・相談対応

 聴覚障害学生・支援学生からの相談対応、ニーズ聞き取りのサポート

 支援者のスキル評価

 授業観察

 支援制度の振り返り・検証 など

年度は、情報保障に初めて取り組めた大学院、専門機関のサポートの他、高校生から社会人と幅広い相談に対応しています。

相談 支援者養成 通訳者の斡旋・研修 普及・啓発 ネットワーキング

聴覚障害学生や特別支援

学校、社会人、保護者等

からの相談も受けていま

す。聴覚障害学生からの

相談に対しては、在学中

に支援サービスを利用し

た経験のあるろう者スタ

ッフが対応することで、

心理面のサポートにも努

めています。

ノートテイカー・パソコ

ンテイカーの養成研修

会の企画や講師の派遣

をしています。事前打ち

合わせ、カリキュラム構

成の助言、養成後のフォ

ローアップも含めてサ

ポートし、大学独自で養

成が担える体制作りの

支援をしています

手話通訳者、パソコン通

訳者等の斡旋を行って

います。また、地域資源

の活用などについても

アドバイスを行ってい

ます。地域の通訳者団体

向けに、大学の情報保障

をテーマとした通訳者

対象の研修依頼も引き

受けています。

「聴覚障害者と高等教

育」フォーラムの開催や

関連誌への寄稿等を通

して、聴覚障害学生支援

の必要性や、現状・課題

を発信してきました。近

年では、企業からの聴覚

障害に関する啓発研修

や、大学教職員向けの

研修の依頼も増えてき

ています。

学生当事者団体や地域の

要約筆記・手話通訳グルー

プ、通訳派遣機関等との連

携や情報交換を行ってい

ます。 の連

携機関でもあり、各事業に

多くのスタッフが参画し

ています。

聴覚障害学生・支援学生・支援担当者に寄り添い、

長期的な視野で、支援体制作りのお手伝いを。

参考資料

 吉川あゆみ・太田晴康・広田典子・白澤麻弓（ ）「大

学ノートテイク入門」人間社

 白澤麻弓・徳田克己（ ）「聴覚障害学生サポートガイ

ドブック」日本医療企画

 吉川あゆみ・岡田孝和他（ ）「大学ノートテイク支援

ハンドブック」人間社

問い合わせ先

のお問い合わせフォームよりお問い合わせください。

聴覚障害学生支援が全国的に整いつつあります。しかし、聴覚

障害学生・支援学生が、聞こえない先輩や経験者に安心して相談

できる、細かな指導・研修を受けられる体制はまだ十分には整っ

ていません。また、支援担当者が気軽にアドバイスを受けたり情

報交換ができる機会もまだまだ少ないのが現状です。

サポートセンターでは、ひとつひとつの大学が、長く安定した

支援を提供できる体制を築けるよう、その大学に合った方策を提

案し、制度構築のお手伝いするとともに、聴覚障害学生・支援学

生・大学担当者など関係者全員が安心して相談できる機関として

活動していきます。お気軽にご相談ください。

関東聴覚障害学生
サポートセンター

活動内容
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参考資料

 吉川あゆみ・太田晴康・広田典子・白澤麻弓（ ）「大

学ノートテイク入門」人間社

 白澤麻弓・徳田克己（ ）「聴覚障害学生サポートガイ

ドブック」日本医療企画

 吉川あゆみ・岡田孝和他（ ）「大学ノートテイク支援

ハンドブック」人間社

問い合わせ先

のお問い合わせフォームよりお問い合わせください。

聴覚障害学生支援が全国的に整いつつあります。しかし、聴覚

障害学生・支援学生が、聞こえない先輩や経験者に安心して相談

できる、細かな指導・研修を受けられる体制はまだ十分には整っ

ていません。また、支援担当者が気軽にアドバイスを受けたり情

報交換ができる機会もまだまだ少ないのが現状です。

サポートセンターでは、ひとつひとつの大学が、長く安定した

支援を提供できる体制を築けるよう、その大学に合った方策を提

案し、制度構築のお手伝いするとともに、聴覚障害学生・支援学

生・大学担当者など関係者全員が安心して相談できる機関として

活動していきます。お気軽にご相談ください。

関東聴覚障害学生
サポートセンター

活動内容
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設置形態 私立大学

学生数 人（院生、通信を含むと 人）

所在地 〒 －

愛知県知多郡美浜町奥田

●支援組織名称 日本福祉大学学生支援センター 学内支援組織図

学生支援センターは学生部の一機関

学生支援センター運営委員会（各学部の教員、各キャンパスの

職員、図書館スタッフ等で構成）

● スタッフ センター長１名、専任職員 名

委託職員２名、コーディネーター３名 （障害学生支援領域）

聴覚障害 ２６名（通学課程学部生）

視覚障害 ４名（通学課程学部生）

肢体障害 ２７名（通学課程学部生）

内部、重複、発達、

精神障害・その他

４７名（通学課程学部生）

提供しているサービス ■ノートテイク■パソコンテイク

利用者数 ２０名
学部生 ２０名

院生 ０名

ノートテイカー数 約１００名

サービス提供時間数 １０７コマ／週 （ 年度前期）

報酬および経費 ボランティア（奨励金支給）

募集方法

入学当初のオリエンテーションやゼ

ミ等で聴障学生が呼びかけ。各自が

掲示板に募集ポスターを掲示。学生

支援センターのボランティア登録者

へ依頼。

コーディネート方法

聴覚障害学生自身が直接依頼する

か、学生支援センターからボランテ

ィア登録者へ依頼する。テイカーと

のマッチング会開催。

養成方法

ノートテイカー相談会、ボランティ

ア講座（学生主催）、サークルによる

練習など。ホームページで養成講座

オンデマンドコンテンツ公開。

本学ノートテイク・パ

ソコン要約筆記の特徴

複数の聴覚障害学生が受講している

場合は、 を利用。設置は学生支

援センターで実施。経験ある学生と

障害学生が学生スタッフとして、運

営・指導に協力。

学生支援センターの

設置

学習支援や生活支援の方法は、障害

学生・支援学生・教職員が一緒に考

えます。

障害学生の生活から、ボランティア

活動支援まで、学生支援センターが

さまざまな相談に応じています。

入学式での

手話通訳者設置

入学式、卒業式、全学的な講演会、

受講ガイダンスなどで設置

字幕づけ

講義で利用するに映像教材ついて、

学生サークル「くまじ」が字幕付け

ソフトを利用して字幕を付けてい

る。

文字起こし

字幕が間に合わない場合、映像教材

のダビングができない場合には、ボ

ランティア登録学生が分担して、映

像音声を文字化し、プリントアウト

して障害学生に渡す。

ライブラリー化

字幕付け・文字起こしをしたことが

ある映像教材の一覧を作成し、教員

控室に配置。

手話通訳派遣事業 ～ 年生の希望者のゼミにて派遣。

日本福祉大学

ともに考える支援ノートテイク・パソコン要約筆記 

支援サークルの活動
学生が「ともに学び、ともに育つ」

・点訳サークル「にゅーてんてん」…講義資料等の点訳

・字幕づけ「くまじ」…教材 の字幕づけ

・パソコンテイク「 」…パソコンテイク

・学生スタッフ…ノートテイク初心者の指導、機材のセ

ッティング、ボランティア講座への協力、ボランティ

ア団体の連携支援

※聴覚障害、視覚障害、肢体障害のそれぞれにサークル

があり、ピアサポート活動などで学生支援センターの

事業に協力しています。

問い合わせ先

日本福祉大学学生支援センター

：

参考資料
障害等のある学生のためのキャンパスガイド

障害学生支援センター年報 号 当センター発行

日本福祉大学

 

設置形態 私立大学

学生数 人（院生、通信を含むと 人）

所在地 〒 －

愛知県知多郡美浜町奥田

●支援組織名称 日本福祉大学学生支援センター 学内支援組織図

学生支援センターは学生部の一機関

学生支援センター運営委員会（各学部の教員、各キャンパスの

職員、図書館スタッフ等で構成）

● スタッフ センター長１名、専任職員 名

委託職員２名、コーディネーター３名 （障害学生支援領域）

聴覚障害 ２６名（通学課程学部生）

視覚障害 ４名（通学課程学部生）

肢体障害 ２７名（通学課程学部生）

内部、重複、発達、

精神障害・その他

４７名（通学課程学部生）

提供しているサービス ■ノートテイク■パソコンテイク

利用者数 ２０名
学部生 ２０名

院生 ０名

ノートテイカー数 約１００名

サービス提供時間数 １０７コマ／週 （ 年度前期）

報酬および経費 ボランティア（奨励金支給）

募集方法

入学当初のオリエンテーションやゼ

ミ等で聴障学生が呼びかけ。各自が

掲示板に募集ポスターを掲示。学生

支援センターのボランティア登録者

へ依頼。

コーディネート方法

聴覚障害学生自身が直接依頼する

か、学生支援センターからボランテ

ィア登録者へ依頼する。テイカーと

のマッチング会開催。

養成方法

ノートテイカー相談会、ボランティ

ア講座（学生主催）、サークルによる

練習など。ホームページで養成講座

オンデマンドコンテンツ公開。

本学ノートテイク・パ

ソコン要約筆記の特徴

複数の聴覚障害学生が受講している

場合は、 を利用。設置は学生支

援センターで実施。経験ある学生と

障害学生が学生スタッフとして、運

営・指導に協力。

学生支援センターの

設置

学習支援や生活支援の方法は、障害

学生・支援学生・教職員が一緒に考

えます。

障害学生の生活から、ボランティア

活動支援まで、学生支援センターが

さまざまな相談に応じています。

入学式での

手話通訳者設置

入学式、卒業式、全学的な講演会、

受講ガイダンスなどで設置

字幕づけ

講義で利用するに映像教材ついて、

学生サークル「くまじ」が字幕付け

ソフトを利用して字幕を付けてい

る。

文字起こし

字幕が間に合わない場合、映像教材

のダビングができない場合には、ボ

ランティア登録学生が分担して、映

像音声を文字化し、プリントアウト

して障害学生に渡す。

ライブラリー化

字幕付け・文字起こしをしたことが

ある映像教材の一覧を作成し、教員

控室に配置。

手話通訳派遣事業 ～ 年生の希望者のゼミにて派遣。

日本福祉大学

ともに考える支援ノートテイク・パソコン要約筆記 

支援サークルの活動
学生が「ともに学び、ともに育つ」

・点訳サークル「にゅーてんてん」…講義資料等の点訳

・字幕づけ「くまじ」…教材 の字幕づけ

・パソコンテイク「 」…パソコンテイク

・学生スタッフ…ノートテイク初心者の指導、機材のセ

ッティング、ボランティア講座への協力、ボランティ

ア団体の連携支援

※聴覚障害、視覚障害、肢体障害のそれぞれにサークル

があり、ピアサポート活動などで学生支援センターの

事業に協力しています。

問い合わせ先

日本福祉大学学生支援センター

：

参考資料
障害等のある学生のためのキャンパスガイド

障害学生支援センター年報 号 当センター発行

日本福祉大学

 

設置形態 私立大学

学生数 人（院生、通信を含むと 人）

所在地 〒 －

愛知県知多郡美浜町奥田

●支援組織名称 日本福祉大学学生支援センター 学内支援組織図

学生支援センターは学生部の一機関

学生支援センター運営委員会（各学部の教員、各キャンパスの

職員、図書館スタッフ等で構成）

● スタッフ センター長１名、専任職員 名

委託職員２名、コーディネーター３名 （障害学生支援領域）

聴覚障害 ２６名（通学課程学部生）

視覚障害 ４名（通学課程学部生）

肢体障害 ２７名（通学課程学部生）

内部、重複、発達、

精神障害・その他

４７名（通学課程学部生）

提供しているサービス ■ノートテイク■パソコンテイク

利用者数 ２０名
学部生 ２０名

院生 ０名

ノートテイカー数 約１００名

サービス提供時間数 １０７コマ／週 （ 年度前期）

報酬および経費 ボランティア（奨励金支給）

募集方法

入学当初のオリエンテーションやゼ

ミ等で聴障学生が呼びかけ。各自が

掲示板に募集ポスターを掲示。学生

支援センターのボランティア登録者

へ依頼。

コーディネート方法

聴覚障害学生自身が直接依頼する

か、学生支援センターからボランテ

ィア登録者へ依頼する。テイカーと

のマッチング会開催。

養成方法

ノートテイカー相談会、ボランティ

ア講座（学生主催）、サークルによる

練習など。ホームページで養成講座

オンデマンドコンテンツ公開。

本学ノートテイク・パ

ソコン要約筆記の特徴

複数の聴覚障害学生が受講している

場合は、 を利用。設置は学生支

援センターで実施。経験ある学生と

障害学生が学生スタッフとして、運

営・指導に協力。

学生支援センターの

設置

学習支援や生活支援の方法は、障害

学生・支援学生・教職員が一緒に考

えます。

障害学生の生活から、ボランティア

活動支援まで、学生支援センターが

さまざまな相談に応じています。

入学式での

手話通訳者設置

入学式、卒業式、全学的な講演会、

受講ガイダンスなどで設置

字幕づけ

講義で利用するに映像教材ついて、

学生サークル「くまじ」が字幕付け

ソフトを利用して字幕を付けてい

る。

文字起こし

字幕が間に合わない場合、映像教材

のダビングができない場合には、ボ

ランティア登録学生が分担して、映

像音声を文字化し、プリントアウト

して障害学生に渡す。

ライブラリー化

字幕付け・文字起こしをしたことが

ある映像教材の一覧を作成し、教員

控室に配置。

手話通訳派遣事業 ～ 年生の希望者のゼミにて派遣。

日本福祉大学

ともに考える支援ノートテイク・パソコン要約筆記 

支援サークルの活動
学生が「ともに学び、ともに育つ」

・点訳サークル「にゅーてんてん」…講義資料等の点訳

・字幕づけ「くまじ」…教材 の字幕づけ

・パソコンテイク「 」…パソコンテイク

・学生スタッフ…ノートテイク初心者の指導、機材のセ

ッティング、ボランティア講座への協力、ボランティ

ア団体の連携支援

※聴覚障害、視覚障害、肢体障害のそれぞれにサークル

があり、ピアサポート活動などで学生支援センターの

事業に協力しています。

問い合わせ先

日本福祉大学学生支援センター

：

参考資料
障害等のある学生のためのキャンパスガイド

障害学生支援センター年報 号 当センター発行

日本福祉大学

 

設置形態 私立大学

学生数 人（院生、通信を含むと 人）

所在地 〒 －

愛知県知多郡美浜町奥田

●支援組織名称 日本福祉大学学生支援センター 学内支援組織図

学生支援センターは学生部の一機関

学生支援センター運営委員会（各学部の教員、各キャンパスの

職員、図書館スタッフ等で構成）

● スタッフ センター長１名、専任職員 名

委託職員２名、コーディネーター３名 （障害学生支援領域）

聴覚障害 ２６名（通学課程学部生）

視覚障害 ４名（通学課程学部生）

肢体障害 ２７名（通学課程学部生）

内部、重複、発達、

精神障害・その他

４７名（通学課程学部生）

提供しているサービス ■ノートテイク■パソコンテイク

利用者数 ２０名
学部生 ２０名

院生 ０名

ノートテイカー数 約１００名

サービス提供時間数 １０７コマ／週 （ 年度前期）

報酬および経費 ボランティア（奨励金支給）

募集方法

入学当初のオリエンテーションやゼ

ミ等で聴障学生が呼びかけ。各自が

掲示板に募集ポスターを掲示。学生

支援センターのボランティア登録者

へ依頼。

コーディネート方法

聴覚障害学生自身が直接依頼する

か、学生支援センターからボランテ

ィア登録者へ依頼する。テイカーと

のマッチング会開催。

養成方法

ノートテイカー相談会、ボランティ

ア講座（学生主催）、サークルによる

練習など。ホームページで養成講座

オンデマンドコンテンツ公開。

本学ノートテイク・パ

ソコン要約筆記の特徴

複数の聴覚障害学生が受講している

場合は、 を利用。設置は学生支

援センターで実施。経験ある学生と

障害学生が学生スタッフとして、運

営・指導に協力。

学生支援センターの

設置

学習支援や生活支援の方法は、障害

学生・支援学生・教職員が一緒に考

えます。

障害学生の生活から、ボランティア

活動支援まで、学生支援センターが

さまざまな相談に応じています。

入学式での

手話通訳者設置

入学式、卒業式、全学的な講演会、

受講ガイダンスなどで設置

字幕づけ

講義で利用するに映像教材ついて、

学生サークル「くまじ」が字幕付け

ソフトを利用して字幕を付けてい

る。

文字起こし

字幕が間に合わない場合、映像教材

のダビングができない場合には、ボ

ランティア登録学生が分担して、映

像音声を文字化し、プリントアウト

して障害学生に渡す。

ライブラリー化

字幕付け・文字起こしをしたことが

ある映像教材の一覧を作成し、教員

控室に配置。

手話通訳派遣事業 ～ 年生の希望者のゼミにて派遣。

日本福祉大学

ともに考える支援ノートテイク・パソコン要約筆記 

支援サークルの活動
学生が「ともに学び、ともに育つ」

・点訳サークル「にゅーてんてん」…講義資料等の点訳

・字幕づけ「くまじ」…教材 の字幕づけ

・パソコンテイク「 」…パソコンテイク

・学生スタッフ…ノートテイク初心者の指導、機材のセ

ッティング、ボランティア講座への協力、ボランティ

ア団体の連携支援

※聴覚障害、視覚障害、肢体障害のそれぞれにサークル

があり、ピアサポート活動などで学生支援センターの

事業に協力しています。

問い合わせ先

日本福祉大学学生支援センター

：

参考資料
障害等のある学生のためのキャンパスガイド

障害学生支援センター年報 号 当センター発行

日本福祉大学

 

設置形態 私立大学

学生数 人（院生、通信を含むと 人）

所在地 〒 －

愛知県知多郡美浜町奥田

●支援組織名称 日本福祉大学学生支援センター 学内支援組織図

学生支援センターは学生部の一機関

学生支援センター運営委員会（各学部の教員、各キャンパスの

職員、図書館スタッフ等で構成）

● スタッフ センター長１名、専任職員 名

委託職員２名、コーディネーター３名 （障害学生支援領域）

聴覚障害 ２６名（通学課程学部生）

視覚障害 ４名（通学課程学部生）

肢体障害 ２７名（通学課程学部生）

内部、重複、発達、

精神障害・その他

４７名（通学課程学部生）

提供しているサービス ■ノートテイク■パソコンテイク

利用者数 ２０名
学部生 ２０名

院生 ０名

ノートテイカー数 約１００名

サービス提供時間数 １０７コマ／週 （ 年度前期）

報酬および経費 ボランティア（奨励金支給）

募集方法

入学当初のオリエンテーションやゼ

ミ等で聴障学生が呼びかけ。各自が

掲示板に募集ポスターを掲示。学生

支援センターのボランティア登録者

へ依頼。

コーディネート方法

聴覚障害学生自身が直接依頼する

か、学生支援センターからボランテ

ィア登録者へ依頼する。テイカーと

のマッチング会開催。

養成方法

ノートテイカー相談会、ボランティ

ア講座（学生主催）、サークルによる

練習など。ホームページで養成講座

オンデマンドコンテンツ公開。

本学ノートテイク・パ

ソコン要約筆記の特徴

複数の聴覚障害学生が受講している

場合は、 を利用。設置は学生支

援センターで実施。経験ある学生と

障害学生が学生スタッフとして、運

営・指導に協力。

学生支援センターの

設置

学習支援や生活支援の方法は、障害

学生・支援学生・教職員が一緒に考

えます。

障害学生の生活から、ボランティア

活動支援まで、学生支援センターが

さまざまな相談に応じています。

入学式での

手話通訳者設置

入学式、卒業式、全学的な講演会、

受講ガイダンスなどで設置

字幕づけ

講義で利用するに映像教材ついて、

学生サークル「くまじ」が字幕付け

ソフトを利用して字幕を付けてい

る。

文字起こし

字幕が間に合わない場合、映像教材

のダビングができない場合には、ボ

ランティア登録学生が分担して、映

像音声を文字化し、プリントアウト

して障害学生に渡す。

ライブラリー化

字幕付け・文字起こしをしたことが

ある映像教材の一覧を作成し、教員

控室に配置。

手話通訳派遣事業 ～ 年生の希望者のゼミにて派遣。

日本福祉大学

ともに考える支援ノートテイク・パソコン要約筆記 

支援サークルの活動
学生が「ともに学び、ともに育つ」

・点訳サークル「にゅーてんてん」…講義資料等の点訳

・字幕づけ「くまじ」…教材 の字幕づけ

・パソコンテイク「 」…パソコンテイク

・学生スタッフ…ノートテイク初心者の指導、機材のセ

ッティング、ボランティア講座への協力、ボランティ

ア団体の連携支援

※聴覚障害、視覚障害、肢体障害のそれぞれにサークル

があり、ピアサポート活動などで学生支援センターの

事業に協力しています。

問い合わせ先

日本福祉大学学生支援センター

：

参考資料
障害等のある学生のためのキャンパスガイド

障害学生支援センター年報 号 当センター発行

日本福祉大学

 

設置形態 私立大学

学生数 人（院生、通信を含むと 人）

所在地 〒 －

愛知県知多郡美浜町奥田

●支援組織名称 日本福祉大学学生支援センター 学内支援組織図

学生支援センターは学生部の一機関

学生支援センター運営委員会（各学部の教員、各キャンパスの

職員、図書館スタッフ等で構成）

● スタッフ センター長１名、専任職員 名

委託職員２名、コーディネーター３名 （障害学生支援領域）

聴覚障害 ２６名（通学課程学部生）

視覚障害 ４名（通学課程学部生）

肢体障害 ２７名（通学課程学部生）

内部、重複、発達、

精神障害・その他

４７名（通学課程学部生）

提供しているサービス ■ノートテイク■パソコンテイク

利用者数 ２０名
学部生 ２０名

院生 ０名

ノートテイカー数 約１００名

サービス提供時間数 １０７コマ／週 （ 年度前期）

報酬および経費 ボランティア（奨励金支給）

募集方法

入学当初のオリエンテーションやゼ

ミ等で聴障学生が呼びかけ。各自が

掲示板に募集ポスターを掲示。学生

支援センターのボランティア登録者

へ依頼。

コーディネート方法

聴覚障害学生自身が直接依頼する

か、学生支援センターからボランテ

ィア登録者へ依頼する。テイカーと

のマッチング会開催。

養成方法

ノートテイカー相談会、ボランティ

ア講座（学生主催）、サークルによる

練習など。ホームページで養成講座

オンデマンドコンテンツ公開。

本学ノートテイク・パ

ソコン要約筆記の特徴

複数の聴覚障害学生が受講している

場合は、 を利用。設置は学生支

援センターで実施。経験ある学生と

障害学生が学生スタッフとして、運

営・指導に協力。

学生支援センターの

設置

学習支援や生活支援の方法は、障害

学生・支援学生・教職員が一緒に考

えます。

障害学生の生活から、ボランティア

活動支援まで、学生支援センターが

さまざまな相談に応じています。

入学式での

手話通訳者設置

入学式、卒業式、全学的な講演会、

受講ガイダンスなどで設置

字幕づけ

講義で利用するに映像教材ついて、

学生サークル「くまじ」が字幕付け

ソフトを利用して字幕を付けてい

る。

文字起こし

字幕が間に合わない場合、映像教材

のダビングができない場合には、ボ

ランティア登録学生が分担して、映

像音声を文字化し、プリントアウト

して障害学生に渡す。

ライブラリー化

字幕付け・文字起こしをしたことが

ある映像教材の一覧を作成し、教員

控室に配置。

手話通訳派遣事業 ～ 年生の希望者のゼミにて派遣。

日本福祉大学

ともに考える支援ノートテイク・パソコン要約筆記 

支援サークルの活動
学生が「ともに学び、ともに育つ」

・点訳サークル「にゅーてんてん」…講義資料等の点訳

・字幕づけ「くまじ」…教材 の字幕づけ

・パソコンテイク「 」…パソコンテイク

・学生スタッフ…ノートテイク初心者の指導、機材のセ

ッティング、ボランティア講座への協力、ボランティ

ア団体の連携支援

※聴覚障害、視覚障害、肢体障害のそれぞれにサークル

があり、ピアサポート活動などで学生支援センターの

事業に協力しています。

問い合わせ先

日本福祉大学学生支援センター

：

参考資料
障害等のある学生のためのキャンパスガイド

障害学生支援センター年報 号 当センター発行

日本福祉大学
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設置形態 私立大学

学生数 人（ 年 月 日現在、大学院生含む）

所在地

【京田辺校地】

〒 － 京田辺市多々羅都谷 －

【今出川校地】

〒 － 京都市上京区今出川通烏丸東入

●支援組織名称 障がい学生支援室（事務局 京田辺校地学生支援課） 学内支援組織図

●スタッフ 職員 名（うち手話通訳者 名）

聴覚障がい学生 名

視覚障がい学生 名

肢体障がい学生 名

内部障がい学生 名

※その他 重複障がい他学生 名

提供しているサービス ノートテイク（ ）、パソコン通訳（ ）

利用者数（聴覚）
制度登録

名

学部生 名

院生 名

ノートテイカー数

パソコン通訳者数

春スタッフ登録 名（ 月現在）

春活動者 名

サービス提供時間数
春学期：週 コマ

（内、 コマ コマ コマ）

報酬および経費 ～ 円／時間（大学経費）

募集方法

入学時説明会・掲示板・立看板・ ・案内

パンフレット・学生支援課企画の映画や大

型ビジョンによる募集

コーディネート方法

障がい学生支援室のコーディネーターが障

がい学生の相談窓口となり支援スタッフの

募集・養成・派遣・相談等調整を担当。

障がい学生在籍学部事務室を始め全学的に

入学前から連携をとり対応。

養成方法

前期、後期にノートテイク・パソコン通訳

事前勉強会・入門講座・フォローアップ勉

強会を継続的に開催。その他、随時強化勉

強会や希望に応じて対応。

本学ノートテイク・ パ

ソコン通訳の特徴

学期前面談により、利用学生のニーズに合

わせた講義保障を提供。学期末に懇談会の

実施。複合領域科目として夏期集中講義

『「コミュニケーションのバリアフリー」を

考える』を開講（単位付与）。

利用者数（聴覚）
制度登録

名

学部生 名

院生 名

字幕付け数 本（ 年春学期実績）

報酬および経費 ／時間（大学経費

募集方法

入学時説明会・掲示板・立看板・ ・

学生支援課企画の映画や大型ビジョ

ンによる募集

コーディネート方法

障がい学生支援コーディネーターが

窓口となり、利用学生および担当教

員の依頼に応じて対応。字幕付け専

用ソフト・ 有。

養成方法 勉強会を適宜実施。

手話通訳についても対応。入学式・卒業式・クリスマス燭火

讃美礼拝は、聴覚に障がいのある学生・ご父母のため、手話

通訳を必ず実施。

同志社大学

手話通訳 

同志社大学

ノートテイク・パソコン通訳 ビデオ文字起こし・字幕付け 

全学的な組織による講義保障！
（学生同士の関わりの中で育む制度

障がい学生のみではなく、支援スタッフにも着目し、学生同士の関わ

りの中で自然に手をさしのべられるような大学を目指す。

具体的な場の設定･･･ 年度

・ランチタイム手話

聴覚障がい学生を囲みランチをとりながら手話でおしゃべり

・ キャンプ（ 泊 日 兵庫県 休暇村 南淡路）･･･

年度

音がない・光がない・身体の自由がきかないという世界を共に体験し、

物へのバリア、心のバリアについて本音で語りあうキャンプ

・「コミュニケーションのバリアフリー」を考える－共に生きる社会を

めざして－（複合領域科目）

障がい者を取り巻く状況・実情を踏まえつつ、「コミュニケーショ

ン」「バリアフリー」をキーワードとして、展開される他大学にも

開かれた夏期集中講義。

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・ﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞの克服 サービス向上を目指して

約 万人の学生が在学している中で、障がい学生支援スタッフ

は約 人と ％の状況である。合格後の第一次手続き者への

郵送物に「障がい学生支援制度－案内パンフレット－」を封入

し、教職員に「障がい学生支援制度－教職員のためのガイド－」

を配布しているが、さらに身近な取り組みとしてサポートを行

えるよう、啓発していかなければならない。また、障がい学生

のキャリア形成・就職支援についてもキャリアセンターと共に

取り組んでいる。パンフ・ガイド・マップは英文版も有。

問い合わせ先

学生支援センター 障がい学生支援室（京田辺校地）

参考資料

障がい学生支援制度―案内パンフレットー
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設置形態 私立大学

学生数 人（ 年 月 日現在、大学院生含む）

所在地

【京田辺校地】

〒 － 京田辺市多々羅都谷 －

【今出川校地】

〒 － 京都市上京区今出川通烏丸東入

●支援組織名称 障がい学生支援室（事務局 京田辺校地学生支援課） 学内支援組織図

●スタッフ 職員 名（うち手話通訳者 名）

聴覚障がい学生 名

視覚障がい学生 名

肢体障がい学生 名

内部障がい学生 名

※その他 重複障がい他学生 名

提供しているサービス ノートテイク（ ）、パソコン通訳（ ）

利用者数（聴覚）
制度登録

名

学部生 名

院生 名

ノートテイカー数

パソコン通訳者数

春スタッフ登録 名（ 月現在）

春活動者 名

サービス提供時間数
春学期：週 コマ

（内、 コマ コマ コマ）

報酬および経費 ～ 円／時間（大学経費）

募集方法

入学時説明会・掲示板・立看板・ ・案内

パンフレット・学生支援課企画の映画や大

型ビジョンによる募集

コーディネート方法

障がい学生支援室のコーディネーターが障

がい学生の相談窓口となり支援スタッフの

募集・養成・派遣・相談等調整を担当。

障がい学生在籍学部事務室を始め全学的に

入学前から連携をとり対応。

養成方法

前期、後期にノートテイク・パソコン通訳

事前勉強会・入門講座・フォローアップ勉

強会を継続的に開催。その他、随時強化勉

強会や希望に応じて対応。

本学ノートテイク・ パ

ソコン通訳の特徴

学期前面談により、利用学生のニーズに合

わせた講義保障を提供。学期末に懇談会の

実施。複合領域科目として夏期集中講義

『「コミュニケーションのバリアフリー」を

考える』を開講（単位付与）。

利用者数（聴覚）
制度登録

名

学部生 名

院生 名

字幕付け数 本（ 年春学期実績）

報酬および経費 ／時間（大学経費

募集方法

入学時説明会・掲示板・立看板・ ・

学生支援課企画の映画や大型ビジョ

ンによる募集

コーディネート方法

障がい学生支援コーディネーターが

窓口となり、利用学生および担当教

員の依頼に応じて対応。字幕付け専

用ソフト・ 有。

養成方法 勉強会を適宜実施。

手話通訳についても対応。入学式・卒業式・クリスマス燭火

讃美礼拝は、聴覚に障がいのある学生・ご父母のため、手話

通訳を必ず実施。

同志社大学

手話通訳 

同志社大学

ノートテイク・パソコン通訳 ビデオ文字起こし・字幕付け 

全学的な組織による講義保障！
（学生同士の関わりの中で育む制度

障がい学生のみではなく、支援スタッフにも着目し、学生同士の関わ

りの中で自然に手をさしのべられるような大学を目指す。

具体的な場の設定･･･ 年度

・ランチタイム手話

聴覚障がい学生を囲みランチをとりながら手話でおしゃべり

・ キャンプ（ 泊 日 兵庫県 休暇村 南淡路）･･･

年度

音がない・光がない・身体の自由がきかないという世界を共に体験し、

物へのバリア、心のバリアについて本音で語りあうキャンプ

・「コミュニケーションのバリアフリー」を考える－共に生きる社会を

めざして－（複合領域科目）

障がい者を取り巻く状況・実情を踏まえつつ、「コミュニケーショ

ン」「バリアフリー」をキーワードとして、展開される他大学にも

開かれた夏期集中講義。

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・ﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞの克服 サービス向上を目指して

約 万人の学生が在学している中で、障がい学生支援スタッフ

は約 人と ％の状況である。合格後の第一次手続き者への

郵送物に「障がい学生支援制度－案内パンフレット－」を封入

し、教職員に「障がい学生支援制度－教職員のためのガイド－」

を配布しているが、さらに身近な取り組みとしてサポートを行

えるよう、啓発していかなければならない。また、障がい学生

のキャリア形成・就職支援についてもキャリアセンターと共に

取り組んでいる。パンフ・ガイド・マップは英文版も有。

問い合わせ先

学生支援センター 障がい学生支援室（京田辺校地）

参考資料

障がい学生支援制度―案内パンフレットー
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支援委員会事務局 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

設置形態 私立大学 

学生数 36,049名（大学院生含む） 

所在地 

（法人本部） 

〒604－8520 

京都市中京区西ノ京朱雀 1 

●支援組織名称 立命館大学障害学生支援室 学内支援組織図 

●スタッフ 専門契約職員 2名、学生サポートスタッフ 44名

聴覚障害学生 4名 
学部生 4名 

院生 0名 

提供しているサービス 
ノートテイク、パソコンテイク、FM

マイク使用、文字起こし等

利用者数 1名 
学部生 1名 

院生 0名 

サポートスタッフ数 44名（登録スタッフ数） 

サービス提供時間数 1人につき週 1～10コマ 

報酬および経費 840円/1時間(1コマあたり1.5時間) 

募集方法 

登録説明会を開催し、希望者をスタ

ッフとして登録。専門性の高い授業

の場合は学部事務室・教員を通して

募集。その他、web 掲示、ポスター

掲示等で募集している。 

コーディネート・養成方

法

障害学生支援室にてパソコンテイク

講習を実施。学部・語学など属性に

合わせてコーディネート。その際、

学生コーディネーターが活躍してい

る。 

本学ノートテイク・パソ

コン要約筆記の特徴

ノートテイク・パソコンテイクだけ

でなく、音声認識ソフトの利用、教

員、受講生への配慮依頼、席の配置

などを組み合わせて、最適な方法で

支援している。

入学式・卒業式での配慮 
希望があれば、手話通訳、車いす

介助、ガイドヘルプ等を実施。 

視覚障害学生の支援 

教材加工（テキストデータ化）、映

像解説（音声ガイド）、試験時の点

訳・墨訳等、定期試験時の配慮等。 

肢体不自由学生の支援 
ポイントテイク（ノート作成）、介

助、定期試験時の配慮等。 

パソコン機器の設置 

肢体不自由学生用（PC、高さ調整

可能机・トラックボールマウス）、

視覚障害学生用（PC、点字プリン

タ、拡大読書器）の機器を設置。

学生スペースの設置 

学生スタッフの活動拠点となる学

生スペースを障害学生支援室内に

設置。障害学生との交流の場とし

ても活用されている。 

教員への配慮文・手引き

の配布 

授業担当教員に配慮文・手引きを

配布し、随時障害学生支援室にて

教員のサポートを行っている。ま

た新任教員に対して「障害学生支

援のための対応例」を配布してい

る。 

講習会開催 

ノートテイク、パソコンテイク、

車いす介助等の講習会を開催。ま

た、先輩スタッフが講師となるパ

ソコンテイク体験講座を定期的に

開催している。

立命館大学

ノートテイク・パソコンテイク その他の支援 

全学受付窓口の設置 
障害学生・支援学生スタッフ・教員・職員の一貫

相談受付窓口設置（障害学生支援室） 

立命館大学障害学生支援室では、学生を主体とした「ピア・サ

ポート」を軸に運営しています。 

障害学生とサポートスタッフ、それぞれの「主役力」を支援の

基盤としており、この両者への支援を支援室が担っています。

障害学生とサポートスタッフは、それぞれ協力し合いながら、

授業支援等の直接的なサポートや、障害理解を推進するための

啓発企画、スキルアップを目的とした講座の企画・実施など、

同じチームに所属する仲間として互いに学びあっています。 

また、本学では、学生の力を活かした支援室運営のために「学

生コーディネーター制度」を設置し、ピア・サポートの観点か

ら、障害学生とサポートスタッフのつなぎ役を担うとともに、

新人サポートスタッフの育成や両者のメンター的役割なども担

っています。また利用学生が 3 回生になると、自ら支援をコー

ディネートする「セルフ・コーディネート制度」もあります。 

以上のように、障害学生とサポートスタッフ、両方の成長につ

ながる仕組みづくりに取り組んでいます。 

学生の「主役力」を活かしたサポートシステム 支援の質の向上を目指して 

学生からのフィードバック集計 
学期ごとに障害学生、サポートスタッフ、学生コーディネー

ターからのフィードバックを集約・分析し、よりよい支援の

あり方について定期的に検討している。

講座の運営とマニュアル作成
支援の標準化、確立化に向け学生が中心となりパソコンテイ

ク・ノートテイク講座の実施、マニュアル作成を行っている。 

学生コーディネーター制度
支援に関わる学生の主体的な学びと成長に寄与するため、学

生コーディネーターを中心とした支援の仕組み作りを行って

いる。

問い合わせ先 

立命館大学障害学生支援室 

Tel 075-465-8343   Fax 075-465-8352 

E-mail drc@st.ritsumei.ac.jp

参考資料 

ホームページ http://www.ritsumei.ac.jp/drc/
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設置形態 国立大学

学生数 人

所在地 〒 －

大阪府豊中市待兼山町

学生交流棟 ２階

●支援組織名称 キャンパスライフ健康支援センター

相談支援部門

●スタッフ 教員 名，研究員 名，事務補佐員 名

（うちコーディネータ 名，アセスメント担当 名）

聴覚障害学生 名
学部生 名

院生 名

視覚障害学生 名

肢体障害学生 名

提供している

サービス

□パソコン要約筆記

利用者数 名 学部生 名

院生 名

ノートテイカー数 名

サービス提供時間数 週 コマ

報酬および経費 円／時間（運営費交付金

募集方法 ・全学 サービスの活用

・募集ポスターの掲示

・チラシの配布

コーディネート方法 身体障害担当のコーディネータ及び事務

補佐員の 名で、募集、シフト組み、連

絡調整を担当。ノートテイカーは登録制。

養成方法 ノートテイカー養成講座を前期期間中に

実施（ × 回）。春季・夏季休みは集

中講座（ ｈ× 回）で実施。

本学ノートテイク・

パソコン要約筆記の

特徴

・聴覚障害学生の在籍部局の予算で実施。

・大学院の利用学生に対しては，授業や

ゼミの状況等に鑑みた支援の要望のヒア

リングを行い，利用学生と支援学生の

マッチングに配慮。

・学期末に利用学生，支援学生それぞれ

に対して情報保障評価アンケートを行

い，支援スキルの向上やより適切な支援

シフトの調整に反映。

・学期末にアンケート調査を行い、調査

結果に基づき、利用学生・支援学生を対

象にふりかえりミーティングを実施。

補聴支援機器

の貸出・使用

許可

直接音声取得ができる ワイヤ

レスガイドシステム等、補聴支援機器

の貸出。

手話通訳 授業形式、内容、支援者確保状況を総

合的に勘案し手話通訳が最も適当と

判断される場合は手話通訳による情

報保障を部局に提案。

授業資料の事

前提供

聴覚障害学生と支援学生のために

を通じて授業資料を事前に提供。

ビデオ文字起

こし

聴覚障害学生の在籍部局が支援学生

をアルバイトで雇用して実施。

配慮依頼文書

の送付

合理的配慮検討委員会の決定内容に

基づき、授業担当教員や関係教職員に

対して配慮依頼文書を送付。

各種行事・説

明会での情報

保障

行事等の情報保障は主催先の部局で

実施。当センターでは文字通訳・手話

通訳の配置調整、実施をサポート。社

会人も参加対象に含まれる場合は人

事課とも連携。

コミュニティ

スペースの設

置

学生同士の交流の場としてコミュニ

ティスペースを開放。障害関係の書籍

の貸出。

日本手話入門

講座の実施

日本手話教授法を身につけた聾者が

講師となり日本手話入門講座を実施。

ノートテイク・パソコン要約筆記 その他の支援

聴覚障害当事者教員の視点で

実質的な教育の機会均等の実現を目指す

大阪大学

問い合わせ先 キャンパスライフ健康支援センター

電話・ ：（ ） − ：

高等教育にふさわしい支援の質の担保を

将来的には情報保障の質をめぐってトラブルが起こりうる時代が来るという危機感を持ち、支援の質の向上

にあらゆる観点から取り組んでいます。ノートテイク支援ガイドラインの策定、情報保障の受け手からみた

手話通訳や文字通訳の評価、外部講師招聘による基礎技術の強化、自宅で取り組めるノートテイク個別スキル

アッププログラムの策定など進めてきました。また、聴覚障害学生自身が支援スキルを評価し、自分に最も適

したコーディネートを判断しうる力や、現状の問題を改善する力を身につけられるようにサポートしています。
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設置形態 国立大学

学生数 人

所在地 〒 －

大阪府豊中市待兼山町

学生交流棟 ２階

●支援組織名称 キャンパスライフ健康支援センター

相談支援部門

●スタッフ 教員 名，研究員 名，事務補佐員 名

（うちコーディネータ 名，アセスメント担当 名）

聴覚障害学生 名
学部生 名

院生 名

視覚障害学生 名

肢体障害学生 名

提供している

サービス

□パソコン要約筆記

利用者数 名 学部生 名

院生 名

ノートテイカー数 名

サービス提供時間数 週 コマ

報酬および経費 円／時間（運営費交付金

募集方法 ・全学 サービスの活用

・募集ポスターの掲示

・チラシの配布

コーディネート方法 身体障害担当のコーディネータ及び事務

補佐員の 名で、募集、シフト組み、連

絡調整を担当。ノートテイカーは登録制。

養成方法 ノートテイカー養成講座を前期期間中に

実施（ × 回）。春季・夏季休みは集

中講座（ ｈ× 回）で実施。

本学ノートテイク・

パソコン要約筆記の

特徴

・聴覚障害学生の在籍部局の予算で実施。

・大学院の利用学生に対しては，授業や

ゼミの状況等に鑑みた支援の要望のヒア

リングを行い，利用学生と支援学生の

マッチングに配慮。

・学期末に利用学生，支援学生それぞれ

に対して情報保障評価アンケートを行

い，支援スキルの向上やより適切な支援

シフトの調整に反映。

・学期末にアンケート調査を行い、調査

結果に基づき、利用学生・支援学生を対

象にふりかえりミーティングを実施。

補聴支援機器

の貸出・使用

許可

直接音声取得ができる ワイヤ

レスガイドシステム等、補聴支援機器

の貸出。

手話通訳 授業形式、内容、支援者確保状況を総

合的に勘案し手話通訳が最も適当と

判断される場合は手話通訳による情

報保障を部局に提案。

授業資料の事

前提供

聴覚障害学生と支援学生のために

を通じて授業資料を事前に提供。

ビデオ文字起

こし

聴覚障害学生の在籍部局が支援学生

をアルバイトで雇用して実施。

配慮依頼文書

の送付

合理的配慮検討委員会の決定内容に

基づき、授業担当教員や関係教職員に

対して配慮依頼文書を送付。

各種行事・説

明会での情報

保障

行事等の情報保障は主催先の部局で

実施。当センターでは文字通訳・手話

通訳の配置調整、実施をサポート。社

会人も参加対象に含まれる場合は人

事課とも連携。

コミュニティ

スペースの設

置

学生同士の交流の場としてコミュニ

ティスペースを開放。障害関係の書籍

の貸出。

日本手話入門

講座の実施

日本手話教授法を身につけた聾者が

講師となり日本手話入門講座を実施。

ノートテイク・パソコン要約筆記 その他の支援

聴覚障害当事者教員の視点で

実質的な教育の機会均等の実現を目指す

大阪大学

問い合わせ先 キャンパスライフ健康支援センター

電話・ ：（ ） − ：

高等教育にふさわしい支援の質の担保を

将来的には情報保障の質をめぐってトラブルが起こりうる時代が来るという危機感を持ち、支援の質の向上

にあらゆる観点から取り組んでいます。ノートテイク支援ガイドラインの策定、情報保障の受け手からみた

手話通訳や文字通訳の評価、外部講師招聘による基礎技術の強化、自宅で取り組めるノートテイク個別スキル

アッププログラムの策定など進めてきました。また、聴覚障害学生自身が支援スキルを評価し、自分に最も適

したコーディネートを判断しうる力や、現状の問題を改善する力を身につけられるようにサポートしています。
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設置形態 国立大学 

学生数 約 4500 人 

所在地 〒582-8582 

大阪府柏原市旭ヶ丘 4-698-1 

●支援組織名称 大阪教育大学 障がい学生修学支援ルーム

●スタッフ 教員 2名(兼任１名含），職員 4名(兼任１名含）

様々なニーズのある障がい学生に応じた支援を進めています。 

提供しているサービス 
手書き・パソコンノートテイク 

手話支援等 

利用者数 複数名 

登録支援学生数 約 100 名 

サービス提供時間数 週 32 コマ 

報酬および経費 1000 円／時間 

募集方法 

掲示板ポスターや HP で掲示，ガイダ

ンス等で支援学生募集チラシを配

布。

コーディネート方法

定期的に障がい学生と面談を行い，

その都度ニーズを確認したうえで支

援内容を決定する。また，授業担当

教員が適切に支援を実施することが

できるよう，密に連絡・相談を行う。 

養成方法 

障がい学生支援に関する様々な研修

機会の設置 

・教養基礎の講義として「障がい者

支援入門」を開講

・ガイダンスや支援技術研修会の

実施

・学生が主体的に進める技術講習会

や手話サロン実施

情報保障の特徴 

必要な講義全てにパソコンノートテ

イクの設置を行っている。グループ

ディスカッション等の授業形態に応

じ，手書きノートテイクや手話支援

等を行う場合もある。

様々な支援 

その他様々な障害等のニーズに応

じ，綿密な面談を行った上で個別の

支援を行っている。 

【実施例】点字点訳，テキストデー

タ化，施設設備の改善等

各種行事・説明会での

情報保障 

要請に応じ，各種行事・説明会等に

おいては，資格を有する意思疎通支

援者を配置し，情報保障を行ってい

る。 

教職員への理解啓発 

障がい学生支援全般に関する FD・

SD を実施している。理解啓発のた

めのオンデマンドプログラムを設

置している。 

別室による遠隔受講 

遠隔講義システムを活用し，様々な

事情により教室参加が困難な学生

が別室で学べるようにしている。 

大阪教育大学

パソコン，ノートテイク・要約筆記 その他の支援 

学生による主体的な支援活動 

学生の志しを尊重し，主体的な講義の情報保障活動への参

加を奨励している。（学生スタッフ活動等） 

学生総合支援ネットワーク 

学内に設置されている全ての学生相談窓口がネットワーク

のもとに連携し，大学生活全般を通した支援の充実を図っ

ている。 

障がい種ごとに応じた専門部会 

特別支援教育講座等と支援ルームコーディネーターが常時

連携し、学生１人１人に応じたきめ細やかな支援の実施に

努めている。 

 トピック

平成 24 年度に障がい学生修学支援ルームが

設置され，施設設備の拡充等を行いながら，

修学支援の充実を図ってきました。 

利用学生と協力学生の日常的な交流を通じ

て，相互理解を深め，より質の高い支援活動

につなげていけるよう，ミーティングや研

修，ランチタイムサロン等に活用できるオー

プンスペースも併設しています。 

「共に気持ちよく学び合う活動」を目指して 

いつでもだれでも「Ｗｅｌｃｏｍｅ」 
障がい学生修学支援ルームのモットーは，「共に気持ちよく学び

合う活動」の推進と，いつでもだれでも「Ｗｅｌｃｏｍｅ」の精

神です。利用学生と協力学生が相互に学びあいながら，助け合い

ながら，成長し合えるルームの活動を目指しています。 

問い合わせ先 

障がい学生修学支援ルーム TEL･FAX 072-978-3479 

参考資料 

http://osaka-kyoiku.ac.jp/campus/gakusei/sienroom/ 

index.html 
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設置形態 私立大学 

所在地 （西宮上ケ原キャンパス）〒662－8501 

兵庫県西宮市上ケ原一番町 1－155 

（神戸三田キャンパス）〒669－1337 

兵庫県三田市学園 2－1 

（西宮聖和キャンパス）〒662－0827 

兵庫県西宮市岡田山 7-54 

● 支援組織名称  学生活動支援機構総合支援ｾﾝﾀｰｷｬﾝﾊﾟｽ自立支援室

http://www.kwansei.ac.jp/university/university_003952.html

● スタッフ 職員 9名（うちコーディネーター4名、非正規 2名）

センター委員（教員）8名

聴覚障がい学生 8 名（学部生 8 名 院生 0名） 

視覚障がい学生 4 名（学部生 2 名 院生 2名） 

肢体不自由学生 9 名（学部生 9 名 院生 0名） 

発達障がい学生 36 名（学部生 35 名 院生 1 名） 

精神障がい学生 16 名（学部生 13 名 院生 3 名） 

その他 7 名（学部生 7 名 院生 0名） 

提供しているサービス 
■ノートテイク

■パソコンテイク

利用者数 8 名 
学部生 8 名 

院生 0 名 

ノートテイカー数 195 名（字幕付・実験ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ含む） 

サービス提供時間数 2017 春学期 週 65 コマ 

報酬および経費 1000 円／時間 

募集方法 

募集ポスター・チラシ・立て看板・

教学 WEB サービスにより募集。すで

に参加している学生による口コミも

活用。募集用 DVD の作成。 

コーディネート方法

コーディネーターが、ノートテイカ

ーの配置・連絡・調整を担当。ML を

活用し、代理テイカーの確保・連絡

等を行っている。

養成方法 

学生サポートスタッフ養成講座

（11.5時間）を学期開始前に実施（各

障がいについての講義、実技の部分

は聴覚障がい学生や先輩テイカーが

講師として協力）。各種ミーティング

で各授業支援方法を見直し、改善案

をその学期に活かす。 

本学ノートテイク・パ

ソコンテイクの特徴

基本的な支援として、パソコンテイ

カー2 人に手書きサポート 1 人を加

えた 3 人体制で実施している。授業

の情報保障では、パソコンテイカー

は WORD に単独入力し、10 分程度で

相方テイカーと交替する方式。必要

に応じて授業や講演会、セミナーの

情報保障では、IPTALK を使用するこ

ともある。

毎学期末ごとに意見交換会の場を持

ち、制度運営の見直しを行う。

カウンセラーとの

連携

総合支援センター学生支援相談室のカ

ウンセラーと発達障がい学生支援を中

心に連携し、障がい学生支援を行ってい

る。

手話通訳 
講演会などの学内行事及び研究演習科

目等に必要に応じて手話通訳者を配置。 

キャリアガイダン

ス等各種行事への

手話通訳・ノートテ

イカー・パソコンテ

イカーの派遣

障がい学生から依頼があった場合は派

遣する。 

電磁誘導ループ 大教室を中心に設置している。 

ビデオ文字起こし・ 

字幕付け 
年間 39 本(2016 年度)  

学生フリースペー

ス 

キャンパス自立支援室事務スペースに

隣接して学生の交流スペースを設置。言

語科目として日本手話を選択履修して

いる支援学生もおり、時折、手話による

コミュニケーションが見られる。

聴覚以外の障がい

支援 

発達障がい、視覚障がい、肢体不自由等、

学生の困り具合に応じて個別対応を行

っている。 

その他の支援ノートテイク・パソコンテイク

関西学院大学

参考資料 

関西学院大学 

（学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室） 

http://www.kwansei.ac.jp → キーワード「修学支援」 

で検索 

問い合わせ先 

学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室 

西宮上ケ原キャンパス 

〒662－8501 兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1－155 

電話：0798－54－7034 FAX 0798-54－7044 

E-mail：jiritsu-nuc@kwansei.ac.jp

神戸三田キャンパス 

〒669－1337 兵庫県三田市学園 2－1 

電話：079－565－7903 FAX 079－565－7929 

E-mail：jiritsu-ksc@kwansei.ac.jp

建学の精神に基づいた全学的支援 
大学の掲げるミッションステートメントと障がい学生

支援に関する基本方針、障がい学生支援実施基準（ガイド

ライン）に基づき、全学的な支援体制をとっています。

総合支援センター委員会には 40 名以上の教職員が集ま

って、支援基本方針等を審議します。 

Check! 

 

設置形態 私立大学 

所在地 （西宮上ケ原キャンパス）〒662－8501 

兵庫県西宮市上ケ原一番町 1－155 

（神戸三田キャンパス）〒669－1337 

兵庫県三田市学園 2－1 

（西宮聖和キャンパス）〒662－0827 

兵庫県西宮市岡田山 7-54 

● 支援組織名称  学生活動支援機構総合支援ｾﾝﾀｰｷｬﾝﾊﾟｽ自立支援室

http://www.kwansei.ac.jp/university/university_003952.html

● スタッフ 職員 9名（うちコーディネーター4名、非正規 2名）

センター委員（教員）8名

聴覚障がい学生 8 名（学部生 8 名 院生 0名） 

視覚障がい学生 4 名（学部生 2 名 院生 2名） 

肢体不自由学生 9 名（学部生 9 名 院生 0名） 

発達障がい学生 36 名（学部生 35 名 院生 1 名） 

精神障がい学生 16 名（学部生 13 名 院生 3 名） 
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提供しているサービス 
■ノートテイク
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利用者数 8 名 
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院生 0 名 
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所在地 （西宮上ケ原キャンパス）〒662－8501 

兵庫県西宮市上ケ原一番町 1－155 

（神戸三田キャンパス）〒669－1337 

兵庫県三田市学園 2－1 

（西宮聖和キャンパス）〒662－0827 

兵庫県西宮市岡田山 7-54 

● 支援組織名称  学生活動支援機構総合支援ｾﾝﾀｰｷｬﾝﾊﾟｽ自立支援室

http://www.kwansei.ac.jp/university/university_003952.html

● スタッフ 職員 9名（うちコーディネーター4名、非正規 2名）

センター委員（教員）8名

聴覚障がい学生 8 名（学部生 8 名 院生 0名） 

視覚障がい学生 4 名（学部生 2 名 院生 2名） 

肢体不自由学生 9 名（学部生 9 名 院生 0名） 

発達障がい学生 36 名（学部生 35 名 院生 1 名） 

精神障がい学生 16 名（学部生 13 名 院生 3 名） 

その他 7 名（学部生 7 名 院生 0名） 

提供しているサービス 
■ノートテイク

■パソコンテイク

利用者数 8 名 
学部生 8 名 

院生 0 名 

ノートテイカー数 195 名（字幕付・実験ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ含む） 

サービス提供時間数 2017 春学期 週 65 コマ 

報酬および経費 1000 円／時間 

募集方法 

募集ポスター・チラシ・立て看板・

教学 WEB サービスにより募集。すで

に参加している学生による口コミも

活用。募集用 DVD の作成。 

コーディネート方法

コーディネーターが、ノートテイカ

ーの配置・連絡・調整を担当。ML を

活用し、代理テイカーの確保・連絡

等を行っている。

養成方法 

学生サポートスタッフ養成講座

（11.5時間）を学期開始前に実施（各

障がいについての講義、実技の部分

は聴覚障がい学生や先輩テイカーが

講師として協力）。各種ミーティング

で各授業支援方法を見直し、改善案

をその学期に活かす。 

本学ノートテイク・パ

ソコンテイクの特徴

基本的な支援として、パソコンテイ

カー2 人に手書きサポート 1 人を加

えた 3 人体制で実施している。授業

の情報保障では、パソコンテイカー

は WORD に単独入力し、10 分程度で

相方テイカーと交替する方式。必要

に応じて授業や講演会、セミナーの

情報保障では、IPTALK を使用するこ

ともある。

毎学期末ごとに意見交換会の場を持

ち、制度運営の見直しを行う。

カウンセラーとの

連携

総合支援センター学生支援相談室のカ

ウンセラーと発達障がい学生支援を中

心に連携し、障がい学生支援を行ってい

る。

手話通訳 
講演会などの学内行事及び研究演習科

目等に必要に応じて手話通訳者を配置。 

キャリアガイダン

ス等各種行事への

手話通訳・ノートテ

イカー・パソコンテ

イカーの派遣

障がい学生から依頼があった場合は派

遣する。 

電磁誘導ループ 大教室を中心に設置している。 

ビデオ文字起こし・ 

字幕付け 
年間 39 本(2016 年度)  

学生フリースペー

ス 

キャンパス自立支援室事務スペースに

隣接して学生の交流スペースを設置。言

語科目として日本手話を選択履修して

いる支援学生もおり、時折、手話による

コミュニケーションが見られる。

聴覚以外の障がい

支援 

発達障がい、視覚障がい、肢体不自由等、

学生の困り具合に応じて個別対応を行

っている。 

その他の支援ノートテイク・パソコンテイク

関西学院大学

参考資料 

関西学院大学 

（学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室） 

http://www.kwansei.ac.jp → キーワード「修学支援」 

で検索 

問い合わせ先 

学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室 

西宮上ケ原キャンパス 

〒662－8501 兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1－155 

電話：0798－54－7034 FAX 0798-54－7044 

E-mail：jiritsu-nuc@kwansei.ac.jp

神戸三田キャンパス 

〒669－1337 兵庫県三田市学園 2－1 

電話：079－565－7903 FAX 079－565－7929 

E-mail：jiritsu-ksc@kwansei.ac.jp

建学の精神に基づいた全学的支援 
大学の掲げるミッションステートメントと障がい学生

支援に関する基本方針、障がい学生支援実施基準（ガイド

ライン）に基づき、全学的な支援体制をとっています。

総合支援センター委員会には 40 名以上の教職員が集ま

って、支援基本方針等を審議します。 

Check! 

 

設置形態 私立大学 

所在地 （西宮上ケ原キャンパス）〒662－8501 

兵庫県西宮市上ケ原一番町 1－155 

（神戸三田キャンパス）〒669－1337 

兵庫県三田市学園 2－1 

（西宮聖和キャンパス）〒662－0827 

兵庫県西宮市岡田山 7-54 

● 支援組織名称  学生活動支援機構総合支援ｾﾝﾀｰｷｬﾝﾊﾟｽ自立支援室

http://www.kwansei.ac.jp/university/university_003952.html

● スタッフ 職員 9名（うちコーディネーター4名、非正規 2名）

センター委員（教員）8名

聴覚障がい学生 8 名（学部生 8 名 院生 0名） 

視覚障がい学生 4 名（学部生 2 名 院生 2名） 

肢体不自由学生 9 名（学部生 9 名 院生 0名） 

発達障がい学生 36 名（学部生 35 名 院生 1 名） 

精神障がい学生 16 名（学部生 13 名 院生 3 名） 

その他 7 名（学部生 7 名 院生 0名） 

提供しているサービス 
■ノートテイク

■パソコンテイク

利用者数 8 名 
学部生 8 名 

院生 0 名 

ノートテイカー数 195 名（字幕付・実験ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ含む） 

サービス提供時間数 2017 春学期 週 65 コマ 

報酬および経費 1000 円／時間 

募集方法 

募集ポスター・チラシ・立て看板・

教学 WEB サービスにより募集。すで

に参加している学生による口コミも

活用。募集用 DVD の作成。 

コーディネート方法

コーディネーターが、ノートテイカ

ーの配置・連絡・調整を担当。ML を

活用し、代理テイカーの確保・連絡

等を行っている。

養成方法 

学生サポートスタッフ養成講座

（11.5時間）を学期開始前に実施（各

障がいについての講義、実技の部分

は聴覚障がい学生や先輩テイカーが

講師として協力）。各種ミーティング

で各授業支援方法を見直し、改善案

をその学期に活かす。 

本学ノートテイク・パ

ソコンテイクの特徴

基本的な支援として、パソコンテイ

カー2 人に手書きサポート 1 人を加

えた 3 人体制で実施している。授業

の情報保障では、パソコンテイカー

は WORD に単独入力し、10 分程度で

相方テイカーと交替する方式。必要

に応じて授業や講演会、セミナーの

情報保障では、IPTALK を使用するこ

ともある。

毎学期末ごとに意見交換会の場を持

ち、制度運営の見直しを行う。

カウンセラーとの

連携

総合支援センター学生支援相談室のカ

ウンセラーと発達障がい学生支援を中

心に連携し、障がい学生支援を行ってい

る。

手話通訳 
講演会などの学内行事及び研究演習科

目等に必要に応じて手話通訳者を配置。 

キャリアガイダン

ス等各種行事への

手話通訳・ノートテ

イカー・パソコンテ

イカーの派遣

障がい学生から依頼があった場合は派

遣する。 

電磁誘導ループ 大教室を中心に設置している。 

ビデオ文字起こし・ 

字幕付け 
年間 39 本(2016 年度)  

学生フリースペー

ス 

キャンパス自立支援室事務スペースに

隣接して学生の交流スペースを設置。言

語科目として日本手話を選択履修して

いる支援学生もおり、時折、手話による

コミュニケーションが見られる。

聴覚以外の障がい

支援 

発達障がい、視覚障がい、肢体不自由等、

学生の困り具合に応じて個別対応を行

っている。 

その他の支援ノートテイク・パソコンテイク

関西学院大学

参考資料 

関西学院大学 

（学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室） 

http://www.kwansei.ac.jp → キーワード「修学支援」 

で検索 

問い合わせ先 

学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室 

西宮上ケ原キャンパス 

〒662－8501 兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1－155 

電話：0798－54－7034 FAX 0798-54－7044 

E-mail：jiritsu-nuc@kwansei.ac.jp

神戸三田キャンパス 

〒669－1337 兵庫県三田市学園 2－1 

電話：079－565－7903 FAX 079－565－7929 

E-mail：jiritsu-ksc@kwansei.ac.jp

建学の精神に基づいた全学的支援 
大学の掲げるミッションステートメントと障がい学生

支援に関する基本方針、障がい学生支援実施基準（ガイド

ライン）に基づき、全学的な支援体制をとっています。

総合支援センター委員会には 40 名以上の教職員が集ま

って、支援基本方針等を審議します。 

Check! 

 

設置形態 私立大学 

所在地 （西宮上ケ原キャンパス）〒662－8501 

兵庫県西宮市上ケ原一番町 1－155 

（神戸三田キャンパス）〒669－1337 

兵庫県三田市学園 2－1 

（西宮聖和キャンパス）〒662－0827 

兵庫県西宮市岡田山 7-54 

● 支援組織名称  学生活動支援機構総合支援ｾﾝﾀｰｷｬﾝﾊﾟｽ自立支援室

http://www.kwansei.ac.jp/university/university_003952.html

● スタッフ 職員 9名（うちコーディネーター4名、非正規 2名）

センター委員（教員）8名

聴覚障がい学生 8 名（学部生 8 名 院生 0名） 

視覚障がい学生 4 名（学部生 2 名 院生 2名） 

肢体不自由学生 9 名（学部生 9 名 院生 0名） 

発達障がい学生 36 名（学部生 35 名 院生 1 名） 

精神障がい学生 16 名（学部生 13 名 院生 3 名） 

その他 7 名（学部生 7 名 院生 0名） 

提供しているサービス 
■ノートテイク

■パソコンテイク

利用者数 8 名 
学部生 8 名 

院生 0 名 

ノートテイカー数 195 名（字幕付・実験ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ含む） 

サービス提供時間数 2017 春学期 週 65 コマ 

報酬および経費 1000 円／時間 

募集方法 

募集ポスター・チラシ・立て看板・

教学 WEB サービスにより募集。すで

に参加している学生による口コミも

活用。募集用 DVD の作成。 

コーディネート方法

コーディネーターが、ノートテイカ

ーの配置・連絡・調整を担当。ML を

活用し、代理テイカーの確保・連絡

等を行っている。

養成方法 

学生サポートスタッフ養成講座

（11.5時間）を学期開始前に実施（各

障がいについての講義、実技の部分

は聴覚障がい学生や先輩テイカーが

講師として協力）。各種ミーティング

で各授業支援方法を見直し、改善案

をその学期に活かす。 

本学ノートテイク・パ

ソコンテイクの特徴

基本的な支援として、パソコンテイ

カー2 人に手書きサポート 1 人を加

えた 3 人体制で実施している。授業

の情報保障では、パソコンテイカー

は WORD に単独入力し、10 分程度で

相方テイカーと交替する方式。必要

に応じて授業や講演会、セミナーの

情報保障では、IPTALK を使用するこ

ともある。

毎学期末ごとに意見交換会の場を持

ち、制度運営の見直しを行う。

カウンセラーとの

連携

総合支援センター学生支援相談室のカ

ウンセラーと発達障がい学生支援を中

心に連携し、障がい学生支援を行ってい

る。

手話通訳 
講演会などの学内行事及び研究演習科

目等に必要に応じて手話通訳者を配置。 

キャリアガイダン

ス等各種行事への

手話通訳・ノートテ

イカー・パソコンテ

イカーの派遣

障がい学生から依頼があった場合は派

遣する。 

電磁誘導ループ 大教室を中心に設置している。 

ビデオ文字起こし・ 

字幕付け 
年間 39 本(2016 年度)  

学生フリースペー

ス 

キャンパス自立支援室事務スペースに

隣接して学生の交流スペースを設置。言

語科目として日本手話を選択履修して

いる支援学生もおり、時折、手話による

コミュニケーションが見られる。

聴覚以外の障がい

支援 

発達障がい、視覚障がい、肢体不自由等、

学生の困り具合に応じて個別対応を行

っている。 

その他の支援ノートテイク・パソコンテイク

関西学院大学

参考資料 

関西学院大学 

（学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室） 

http://www.kwansei.ac.jp → キーワード「修学支援」 

で検索 

問い合わせ先 

学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室 

西宮上ケ原キャンパス 

〒662－8501 兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1－155 

電話：0798－54－7034 FAX 0798-54－7044 

E-mail：jiritsu-nuc@kwansei.ac.jp

神戸三田キャンパス 

〒669－1337 兵庫県三田市学園 2－1 

電話：079－565－7903 FAX 079－565－7929 

E-mail：jiritsu-ksc@kwansei.ac.jp

建学の精神に基づいた全学的支援 
大学の掲げるミッションステートメントと障がい学生

支援に関する基本方針、障がい学生支援実施基準（ガイド

ライン）に基づき、全学的な支援体制をとっています。

総合支援センター委員会には 40 名以上の教職員が集ま

って、支援基本方針等を審議します。 

Check! 

 

設置形態 私立大学 

所在地 （西宮上ケ原キャンパス）〒662－8501 

兵庫県西宮市上ケ原一番町 1－155 

（神戸三田キャンパス）〒669－1337 

兵庫県三田市学園 2－1 

（西宮聖和キャンパス）〒662－0827 

兵庫県西宮市岡田山 7-54 

● 支援組織名称  学生活動支援機構総合支援ｾﾝﾀｰｷｬﾝﾊﾟｽ自立支援室

http://www.kwansei.ac.jp/university/university_003952.html

● スタッフ 職員 9名（うちコーディネーター4名、非正規 2名）

センター委員（教員）8名

聴覚障がい学生 8 名（学部生 8 名 院生 0名） 

視覚障がい学生 4 名（学部生 2 名 院生 2名） 

肢体不自由学生 9 名（学部生 9 名 院生 0名） 

発達障がい学生 36 名（学部生 35 名 院生 1 名） 

精神障がい学生 16 名（学部生 13 名 院生 3 名） 

その他 7 名（学部生 7 名 院生 0名） 

提供しているサービス 
■ノートテイク

■パソコンテイク

利用者数 8 名 
学部生 8 名 

院生 0 名 

ノートテイカー数 195 名（字幕付・実験ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ含む） 

サービス提供時間数 2017 春学期 週 65 コマ 

報酬および経費 1000 円／時間 

募集方法 

募集ポスター・チラシ・立て看板・

教学 WEB サービスにより募集。すで

に参加している学生による口コミも

活用。募集用 DVD の作成。 

コーディネート方法

コーディネーターが、ノートテイカ

ーの配置・連絡・調整を担当。ML を

活用し、代理テイカーの確保・連絡

等を行っている。

養成方法 

学生サポートスタッフ養成講座

（11.5時間）を学期開始前に実施（各

障がいについての講義、実技の部分

は聴覚障がい学生や先輩テイカーが

講師として協力）。各種ミーティング

で各授業支援方法を見直し、改善案

をその学期に活かす。 

本学ノートテイク・パ

ソコンテイクの特徴

基本的な支援として、パソコンテイ

カー2 人に手書きサポート 1 人を加

えた 3 人体制で実施している。授業

の情報保障では、パソコンテイカー

は WORD に単独入力し、10 分程度で

相方テイカーと交替する方式。必要

に応じて授業や講演会、セミナーの

情報保障では、IPTALK を使用するこ

ともある。

毎学期末ごとに意見交換会の場を持

ち、制度運営の見直しを行う。

カウンセラーとの

連携

総合支援センター学生支援相談室のカ

ウンセラーと発達障がい学生支援を中

心に連携し、障がい学生支援を行ってい

る。

手話通訳 
講演会などの学内行事及び研究演習科

目等に必要に応じて手話通訳者を配置。 

キャリアガイダン

ス等各種行事への

手話通訳・ノートテ

イカー・パソコンテ

イカーの派遣

障がい学生から依頼があった場合は派

遣する。 

電磁誘導ループ 大教室を中心に設置している。 

ビデオ文字起こし・ 

字幕付け 
年間 39 本(2016 年度)  

学生フリースペー

ス 

キャンパス自立支援室事務スペースに

隣接して学生の交流スペースを設置。言

語科目として日本手話を選択履修して

いる支援学生もおり、時折、手話による

コミュニケーションが見られる。

聴覚以外の障がい

支援 

発達障がい、視覚障がい、肢体不自由等、

学生の困り具合に応じて個別対応を行

っている。 

その他の支援ノートテイク・パソコンテイク

関西学院大学

参考資料 

関西学院大学 

（学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室） 

http://www.kwansei.ac.jp → キーワード「修学支援」 

で検索 

問い合わせ先 

学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室 

西宮上ケ原キャンパス 

〒662－8501 兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1－155 

電話：0798－54－7034 FAX 0798-54－7044 

E-mail：jiritsu-nuc@kwansei.ac.jp

神戸三田キャンパス 

〒669－1337 兵庫県三田市学園 2－1 

電話：079－565－7903 FAX 079－565－7929 

E-mail：jiritsu-ksc@kwansei.ac.jp

建学の精神に基づいた全学的支援 
大学の掲げるミッションステートメントと障がい学生

支援に関する基本方針、障がい学生支援実施基準（ガイド

ライン）に基づき、全学的な支援体制をとっています。

総合支援センター委員会には 40 名以上の教職員が集ま

って、支援基本方針等を審議します。 

Check! 

 

設置形態 私立大学 

所在地 （西宮上ケ原キャンパス）〒662－8501 

兵庫県西宮市上ケ原一番町 1－155 

（神戸三田キャンパス）〒669－1337 

兵庫県三田市学園 2－1 

（西宮聖和キャンパス）〒662－0827 

兵庫県西宮市岡田山 7-54 

● 支援組織名称  学生活動支援機構総合支援ｾﾝﾀｰｷｬﾝﾊﾟｽ自立支援室

http://www.kwansei.ac.jp/university/university_003952.html

● スタッフ 職員 9名（うちコーディネーター4名、非正規 2名）

センター委員（教員）8名

聴覚障がい学生 8 名（学部生 8 名 院生 0名） 

視覚障がい学生 4 名（学部生 2 名 院生 2名） 

肢体不自由学生 9 名（学部生 9 名 院生 0名） 

発達障がい学生 36 名（学部生 35 名 院生 1 名） 

精神障がい学生 16 名（学部生 13 名 院生 3 名） 

その他 7 名（学部生 7 名 院生 0名） 

提供しているサービス 
■ノートテイク

■パソコンテイク

利用者数 8 名 
学部生 8 名 

院生 0 名 

ノートテイカー数 195 名（字幕付・実験ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ含む） 

サービス提供時間数 2017 春学期 週 65 コマ 

報酬および経費 1000 円／時間 

募集方法 

募集ポスター・チラシ・立て看板・

教学 WEB サービスにより募集。すで

に参加している学生による口コミも

活用。募集用 DVD の作成。 

コーディネート方法

コーディネーターが、ノートテイカ

ーの配置・連絡・調整を担当。ML を

活用し、代理テイカーの確保・連絡

等を行っている。

養成方法 

学生サポートスタッフ養成講座

（11.5時間）を学期開始前に実施（各

障がいについての講義、実技の部分

は聴覚障がい学生や先輩テイカーが

講師として協力）。各種ミーティング

で各授業支援方法を見直し、改善案

をその学期に活かす。 

本学ノートテイク・パ

ソコンテイクの特徴

基本的な支援として、パソコンテイ

カー2 人に手書きサポート 1 人を加

えた 3 人体制で実施している。授業

の情報保障では、パソコンテイカー

は WORD に単独入力し、10 分程度で

相方テイカーと交替する方式。必要

に応じて授業や講演会、セミナーの

情報保障では、IPTALK を使用するこ

ともある。

毎学期末ごとに意見交換会の場を持

ち、制度運営の見直しを行う。

カウンセラーとの

連携

総合支援センター学生支援相談室のカ

ウンセラーと発達障がい学生支援を中

心に連携し、障がい学生支援を行ってい

る。

手話通訳 
講演会などの学内行事及び研究演習科

目等に必要に応じて手話通訳者を配置。 

キャリアガイダン

ス等各種行事への

手話通訳・ノートテ

イカー・パソコンテ

イカーの派遣

障がい学生から依頼があった場合は派

遣する。 

電磁誘導ループ 大教室を中心に設置している。 

ビデオ文字起こし・ 

字幕付け 
年間 39 本(2016 年度)  

学生フリースペー

ス 

キャンパス自立支援室事務スペースに

隣接して学生の交流スペースを設置。言

語科目として日本手話を選択履修して

いる支援学生もおり、時折、手話による

コミュニケーションが見られる。

聴覚以外の障がい

支援 

発達障がい、視覚障がい、肢体不自由等、

学生の困り具合に応じて個別対応を行

っている。 

その他の支援ノートテイク・パソコンテイク

関西学院大学

参考資料 

関西学院大学 

（学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室） 

http://www.kwansei.ac.jp → キーワード「修学支援」 

で検索 

問い合わせ先 

学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室 

西宮上ケ原キャンパス 

〒662－8501 兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1－155 

電話：0798－54－7034 FAX 0798-54－7044 

E-mail：jiritsu-nuc@kwansei.ac.jp

神戸三田キャンパス 

〒669－1337 兵庫県三田市学園 2－1 

電話：079－565－7903 FAX 079－565－7929 

E-mail：jiritsu-ksc@kwansei.ac.jp

建学の精神に基づいた全学的支援 
大学の掲げるミッションステートメントと障がい学生

支援に関する基本方針、障がい学生支援実施基準（ガイド

ライン）に基づき、全学的な支援体制をとっています。

総合支援センター委員会には 40 名以上の教職員が集ま

って、支援基本方針等を審議します。 

Check! 
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設置形態 私立大学 

所在地 （西宮上ケ原キャンパス）〒662－8501 

兵庫県西宮市上ケ原一番町 1－155 

（神戸三田キャンパス）〒669－1337 

兵庫県三田市学園 2－1 

（西宮聖和キャンパス）〒662－0827 

兵庫県西宮市岡田山 7-54 

● 支援組織名称  学生活動支援機構総合支援ｾﾝﾀｰｷｬﾝﾊﾟｽ自立支援室

http://www.kwansei.ac.jp/university/university_003952.html

● スタッフ 職員 9名（うちコーディネーター4名、非正規 2名）

センター委員（教員）8名

聴覚障がい学生 8 名（学部生 8 名 院生 0名） 

視覚障がい学生 4 名（学部生 2 名 院生 2名） 

肢体不自由学生 9 名（学部生 9 名 院生 0名） 

発達障がい学生 36 名（学部生 35 名 院生 1 名） 

精神障がい学生 16 名（学部生 13 名 院生 3 名） 

その他 7 名（学部生 7 名 院生 0名） 

提供しているサービス 
■ノートテイク

■パソコンテイク

利用者数 8 名 
学部生 8 名 

院生 0 名 

ノートテイカー数 195 名（字幕付・実験ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ含む） 

サービス提供時間数 2017 春学期 週 65 コマ 

報酬および経費 1000 円／時間 

募集方法 

募集ポスター・チラシ・立て看板・

教学 WEB サービスにより募集。すで

に参加している学生による口コミも

活用。募集用 DVD の作成。 

コーディネート方法

コーディネーターが、ノートテイカ

ーの配置・連絡・調整を担当。ML を

活用し、代理テイカーの確保・連絡

等を行っている。

養成方法 

学生サポートスタッフ養成講座

（11.5時間）を学期開始前に実施（各

障がいについての講義、実技の部分

は聴覚障がい学生や先輩テイカーが

講師として協力）。各種ミーティング

で各授業支援方法を見直し、改善案

をその学期に活かす。 

本学ノートテイク・パ

ソコンテイクの特徴

基本的な支援として、パソコンテイ

カー2 人に手書きサポート 1 人を加

えた 3 人体制で実施している。授業

の情報保障では、パソコンテイカー

は WORD に単独入力し、10 分程度で

相方テイカーと交替する方式。必要

に応じて授業や講演会、セミナーの

情報保障では、IPTALK を使用するこ

ともある。

毎学期末ごとに意見交換会の場を持

ち、制度運営の見直しを行う。

カウンセラーとの

連携

総合支援センター学生支援相談室のカ

ウンセラーと発達障がい学生支援を中

心に連携し、障がい学生支援を行ってい

る。

手話通訳 
講演会などの学内行事及び研究演習科

目等に必要に応じて手話通訳者を配置。 

キャリアガイダン

ス等各種行事への

手話通訳・ノートテ

イカー・パソコンテ

イカーの派遣

障がい学生から依頼があった場合は派

遣する。 

電磁誘導ループ 大教室を中心に設置している。 

ビデオ文字起こし・ 

字幕付け 
年間 39 本(2016 年度)  

学生フリースペー

ス 

キャンパス自立支援室事務スペースに

隣接して学生の交流スペースを設置。言

語科目として日本手話を選択履修して

いる支援学生もおり、時折、手話による

コミュニケーションが見られる。

聴覚以外の障がい

支援 

発達障がい、視覚障がい、肢体不自由等、

学生の困り具合に応じて個別対応を行

っている。 

その他の支援ノートテイク・パソコンテイク

関西学院大学

参考資料 

関西学院大学 

（学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室） 

http://www.kwansei.ac.jp → キーワード「修学支援」 

で検索 

問い合わせ先 

学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室 

西宮上ケ原キャンパス 

〒662－8501 兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1－155 

電話：0798－54－7034 FAX 0798-54－7044 

E-mail：jiritsu-nuc@kwansei.ac.jp

神戸三田キャンパス 

〒669－1337 兵庫県三田市学園 2－1 

電話：079－565－7903 FAX 079－565－7929 

E-mail：jiritsu-ksc@kwansei.ac.jp

建学の精神に基づいた全学的支援 
大学の掲げるミッションステートメントと障がい学生

支援に関する基本方針、障がい学生支援実施基準（ガイド

ライン）に基づき、全学的な支援体制をとっています。

総合支援センター委員会には 40 名以上の教職員が集ま

って、支援基本方針等を審議します。 

Check! 

 

設置形態 私立大学 

所在地 （西宮上ケ原キャンパス）〒662－8501 

兵庫県西宮市上ケ原一番町 1－155 

（神戸三田キャンパス）〒669－1337 

兵庫県三田市学園 2－1 

（西宮聖和キャンパス）〒662－0827 

兵庫県西宮市岡田山 7-54 

● 支援組織名称  学生活動支援機構総合支援ｾﾝﾀｰｷｬﾝﾊﾟｽ自立支援室

http://www.kwansei.ac.jp/university/university_003952.html

● スタッフ 職員 9名（うちコーディネーター4名、非正規 2名）

センター委員（教員）8名

聴覚障がい学生 8 名（学部生 8 名 院生 0名） 

視覚障がい学生 4 名（学部生 2 名 院生 2名） 

肢体不自由学生 9 名（学部生 9 名 院生 0名） 

発達障がい学生 36 名（学部生 35 名 院生 1 名） 

精神障がい学生 16 名（学部生 13 名 院生 3 名） 

その他 7 名（学部生 7 名 院生 0名） 

提供しているサービス 
■ノートテイク

■パソコンテイク

利用者数 8 名 
学部生 8 名 

院生 0 名 

ノートテイカー数 195 名（字幕付・実験ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ含む） 

サービス提供時間数 2017 春学期 週 65 コマ 

報酬および経費 1000 円／時間 

募集方法 

募集ポスター・チラシ・立て看板・

教学 WEB サービスにより募集。すで

に参加している学生による口コミも

活用。募集用 DVD の作成。 

コーディネート方法

コーディネーターが、ノートテイカ

ーの配置・連絡・調整を担当。ML を

活用し、代理テイカーの確保・連絡

等を行っている。

養成方法 

学生サポートスタッフ養成講座

（11.5時間）を学期開始前に実施（各

障がいについての講義、実技の部分

は聴覚障がい学生や先輩テイカーが

講師として協力）。各種ミーティング

で各授業支援方法を見直し、改善案

をその学期に活かす。 

本学ノートテイク・パ

ソコンテイクの特徴

基本的な支援として、パソコンテイ

カー2 人に手書きサポート 1 人を加

えた 3 人体制で実施している。授業

の情報保障では、パソコンテイカー

は WORD に単独入力し、10 分程度で

相方テイカーと交替する方式。必要

に応じて授業や講演会、セミナーの

情報保障では、IPTALK を使用するこ

ともある。

毎学期末ごとに意見交換会の場を持

ち、制度運営の見直しを行う。

カウンセラーとの

連携

総合支援センター学生支援相談室のカ

ウンセラーと発達障がい学生支援を中

心に連携し、障がい学生支援を行ってい

る。

手話通訳 
講演会などの学内行事及び研究演習科

目等に必要に応じて手話通訳者を配置。 

キャリアガイダン

ス等各種行事への

手話通訳・ノートテ

イカー・パソコンテ

イカーの派遣

障がい学生から依頼があった場合は派

遣する。 

電磁誘導ループ 大教室を中心に設置している。 

ビデオ文字起こし・ 

字幕付け 
年間 39 本(2016 年度)  

学生フリースペー

ス 

キャンパス自立支援室事務スペースに

隣接して学生の交流スペースを設置。言

語科目として日本手話を選択履修して

いる支援学生もおり、時折、手話による

コミュニケーションが見られる。

聴覚以外の障がい

支援 

発達障がい、視覚障がい、肢体不自由等、

学生の困り具合に応じて個別対応を行

っている。 

その他の支援ノートテイク・パソコンテイク

関西学院大学

参考資料 

関西学院大学 

（学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室） 

http://www.kwansei.ac.jp → キーワード「修学支援」 

で検索 

問い合わせ先 

学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室 

西宮上ケ原キャンパス 

〒662－8501 兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1－155 

電話：0798－54－7034 FAX 0798-54－7044 

E-mail：jiritsu-nuc@kwansei.ac.jp

神戸三田キャンパス 

〒669－1337 兵庫県三田市学園 2－1 

電話：079－565－7903 FAX 079－565－7929 

E-mail：jiritsu-ksc@kwansei.ac.jp

建学の精神に基づいた全学的支援 
大学の掲げるミッションステートメントと障がい学生

支援に関する基本方針、障がい学生支援実施基準（ガイド

ライン）に基づき、全学的な支援体制をとっています。

総合支援センター委員会には 40 名以上の教職員が集ま

って、支援基本方針等を審議します。 

Check! 

 

設置形態 私立大学 

所在地 （西宮上ケ原キャンパス）〒662－8501 

兵庫県西宮市上ケ原一番町 1－155 

（神戸三田キャンパス）〒669－1337 

兵庫県三田市学園 2－1 

（西宮聖和キャンパス）〒662－0827 

兵庫県西宮市岡田山 7-54 

● 支援組織名称  学生活動支援機構総合支援ｾﾝﾀｰｷｬﾝﾊﾟｽ自立支援室

http://www.kwansei.ac.jp/university/university_003952.html

● スタッフ 職員 9名（うちコーディネーター4名、非正規 2名）

センター委員（教員）8名

聴覚障がい学生 8 名（学部生 8 名 院生 0名） 

視覚障がい学生 4 名（学部生 2 名 院生 2名） 

肢体不自由学生 9 名（学部生 9 名 院生 0名） 

発達障がい学生 36 名（学部生 35 名 院生 1 名） 

精神障がい学生 16 名（学部生 13 名 院生 3 名） 

その他 7 名（学部生 7 名 院生 0名） 

提供しているサービス 
■ノートテイク

■パソコンテイク

利用者数 8 名 
学部生 8 名 

院生 0 名 

ノートテイカー数 195 名（字幕付・実験ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ含む） 

サービス提供時間数 2017 春学期 週 65 コマ 

報酬および経費 1000 円／時間 

募集方法 

募集ポスター・チラシ・立て看板・

教学 WEB サービスにより募集。すで

に参加している学生による口コミも

活用。募集用 DVD の作成。 

コーディネート方法

コーディネーターが、ノートテイカ

ーの配置・連絡・調整を担当。ML を

活用し、代理テイカーの確保・連絡

等を行っている。

養成方法 

学生サポートスタッフ養成講座

（11.5時間）を学期開始前に実施（各

障がいについての講義、実技の部分

は聴覚障がい学生や先輩テイカーが

講師として協力）。各種ミーティング

で各授業支援方法を見直し、改善案

をその学期に活かす。 

本学ノートテイク・パ

ソコンテイクの特徴

基本的な支援として、パソコンテイ

カー2 人に手書きサポート 1 人を加

えた 3 人体制で実施している。授業

の情報保障では、パソコンテイカー

は WORD に単独入力し、10 分程度で

相方テイカーと交替する方式。必要

に応じて授業や講演会、セミナーの

情報保障では、IPTALK を使用するこ

ともある。

毎学期末ごとに意見交換会の場を持

ち、制度運営の見直しを行う。

カウンセラーとの

連携

総合支援センター学生支援相談室のカ

ウンセラーと発達障がい学生支援を中

心に連携し、障がい学生支援を行ってい

る。

手話通訳 
講演会などの学内行事及び研究演習科

目等に必要に応じて手話通訳者を配置。 

キャリアガイダン

ス等各種行事への

手話通訳・ノートテ

イカー・パソコンテ

イカーの派遣

障がい学生から依頼があった場合は派

遣する。 

電磁誘導ループ 大教室を中心に設置している。 

ビデオ文字起こし・ 

字幕付け 
年間 39 本(2016 年度)  

学生フリースペー

ス 

キャンパス自立支援室事務スペースに

隣接して学生の交流スペースを設置。言

語科目として日本手話を選択履修して

いる支援学生もおり、時折、手話による

コミュニケーションが見られる。

聴覚以外の障がい

支援 

発達障がい、視覚障がい、肢体不自由等、

学生の困り具合に応じて個別対応を行

っている。 

その他の支援ノートテイク・パソコンテイク

関西学院大学

参考資料 

関西学院大学 

（学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室） 

http://www.kwansei.ac.jp → キーワード「修学支援」 

で検索 

問い合わせ先 

学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室 

西宮上ケ原キャンパス 

〒662－8501 兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1－155 

電話：0798－54－7034 FAX 0798-54－7044 

E-mail：jiritsu-nuc@kwansei.ac.jp

神戸三田キャンパス 

〒669－1337 兵庫県三田市学園 2－1 

電話：079－565－7903 FAX 079－565－7929 

E-mail：jiritsu-ksc@kwansei.ac.jp

建学の精神に基づいた全学的支援 
大学の掲げるミッションステートメントと障がい学生

支援に関する基本方針、障がい学生支援実施基準（ガイド

ライン）に基づき、全学的な支援体制をとっています。

総合支援センター委員会には 40 名以上の教職員が集ま

って、支援基本方針等を審議します。 

Check! 

 

設置形態 私立大学 

所在地 （西宮上ケ原キャンパス）〒662－8501 

兵庫県西宮市上ケ原一番町 1－155 

（神戸三田キャンパス）〒669－1337 

兵庫県三田市学園 2－1 

（西宮聖和キャンパス）〒662－0827 

兵庫県西宮市岡田山 7-54 

● 支援組織名称  学生活動支援機構総合支援ｾﾝﾀｰｷｬﾝﾊﾟｽ自立支援室

http://www.kwansei.ac.jp/university/university_003952.html
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発達障がい学生 36 名（学部生 35 名 院生 1 名） 

精神障がい学生 16 名（学部生 13 名 院生 3 名） 

その他 7 名（学部生 7 名 院生 0名） 

提供しているサービス 
■ノートテイク

■パソコンテイク

利用者数 8 名 
学部生 8 名 

院生 0 名 

ノートテイカー数 195 名（字幕付・実験ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ含む） 

サービス提供時間数 2017 春学期 週 65 コマ 

報酬および経費 1000 円／時間 

募集方法 

募集ポスター・チラシ・立て看板・

教学 WEB サービスにより募集。すで

に参加している学生による口コミも

活用。募集用 DVD の作成。 

コーディネート方法

コーディネーターが、ノートテイカ

ーの配置・連絡・調整を担当。ML を

活用し、代理テイカーの確保・連絡

等を行っている。

養成方法 

学生サポートスタッフ養成講座

（11.5時間）を学期開始前に実施（各

障がいについての講義、実技の部分

は聴覚障がい学生や先輩テイカーが

講師として協力）。各種ミーティング

で各授業支援方法を見直し、改善案

をその学期に活かす。 

本学ノートテイク・パ

ソコンテイクの特徴

基本的な支援として、パソコンテイ

カー2 人に手書きサポート 1 人を加

えた 3 人体制で実施している。授業

の情報保障では、パソコンテイカー

は WORD に単独入力し、10 分程度で

相方テイカーと交替する方式。必要

に応じて授業や講演会、セミナーの

情報保障では、IPTALK を使用するこ

ともある。

毎学期末ごとに意見交換会の場を持

ち、制度運営の見直しを行う。

カウンセラーとの

連携

総合支援センター学生支援相談室のカ

ウンセラーと発達障がい学生支援を中

心に連携し、障がい学生支援を行ってい

る。

手話通訳 
講演会などの学内行事及び研究演習科

目等に必要に応じて手話通訳者を配置。 

キャリアガイダン

ス等各種行事への

手話通訳・ノートテ

イカー・パソコンテ

イカーの派遣

障がい学生から依頼があった場合は派

遣する。 

電磁誘導ループ 大教室を中心に設置している。 

ビデオ文字起こし・ 

字幕付け 
年間 39 本(2016 年度)  

学生フリースペー

ス 

キャンパス自立支援室事務スペースに

隣接して学生の交流スペースを設置。言

語科目として日本手話を選択履修して

いる支援学生もおり、時折、手話による

コミュニケーションが見られる。

聴覚以外の障がい

支援 

発達障がい、視覚障がい、肢体不自由等、

学生の困り具合に応じて個別対応を行

っている。 

その他の支援ノートテイク・パソコンテイク

関西学院大学

参考資料 

関西学院大学 

（学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室） 

http://www.kwansei.ac.jp → キーワード「修学支援」 

で検索 

問い合わせ先 

学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室 

西宮上ケ原キャンパス 

〒662－8501 兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1－155 

電話：0798－54－7034 FAX 0798-54－7044 

E-mail：jiritsu-nuc@kwansei.ac.jp

神戸三田キャンパス 

〒669－1337 兵庫県三田市学園 2－1 

電話：079－565－7903 FAX 079－565－7929 

E-mail：jiritsu-ksc@kwansei.ac.jp

建学の精神に基づいた全学的支援 
大学の掲げるミッションステートメントと障がい学生

支援に関する基本方針、障がい学生支援実施基準（ガイド

ライン）に基づき、全学的な支援体制をとっています。

総合支援センター委員会には 40 名以上の教職員が集ま

って、支援基本方針等を審議します。 

Check! 

 

設置形態 私立大学 
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● スタッフ 職員 9名（うちコーディネーター4名、非正規 2名）

センター委員（教員）8名

聴覚障がい学生 8 名（学部生 8 名 院生 0名） 

視覚障がい学生 4 名（学部生 2 名 院生 2名） 

肢体不自由学生 9 名（学部生 9 名 院生 0名） 

発達障がい学生 36 名（学部生 35 名 院生 1 名） 

精神障がい学生 16 名（学部生 13 名 院生 3 名） 

その他 7 名（学部生 7 名 院生 0名） 

提供しているサービス 
■ノートテイク

■パソコンテイク

利用者数 8 名 
学部生 8 名 

院生 0 名 

ノートテイカー数 195 名（字幕付・実験ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ含む） 

サービス提供時間数 2017 春学期 週 65 コマ 

報酬および経費 1000 円／時間 

募集方法 

募集ポスター・チラシ・立て看板・

教学 WEB サービスにより募集。すで

に参加している学生による口コミも

活用。募集用 DVD の作成。 

コーディネート方法

コーディネーターが、ノートテイカ

ーの配置・連絡・調整を担当。ML を

活用し、代理テイカーの確保・連絡

等を行っている。

養成方法 

学生サポートスタッフ養成講座

（11.5時間）を学期開始前に実施（各

障がいについての講義、実技の部分

は聴覚障がい学生や先輩テイカーが

講師として協力）。各種ミーティング

で各授業支援方法を見直し、改善案

をその学期に活かす。 

本学ノートテイク・パ

ソコンテイクの特徴

基本的な支援として、パソコンテイ

カー2 人に手書きサポート 1 人を加

えた 3 人体制で実施している。授業

の情報保障では、パソコンテイカー

は WORD に単独入力し、10 分程度で

相方テイカーと交替する方式。必要

に応じて授業や講演会、セミナーの

情報保障では、IPTALK を使用するこ

ともある。

毎学期末ごとに意見交換会の場を持

ち、制度運営の見直しを行う。

カウンセラーとの

連携

総合支援センター学生支援相談室のカ

ウンセラーと発達障がい学生支援を中

心に連携し、障がい学生支援を行ってい

る。

手話通訳 
講演会などの学内行事及び研究演習科

目等に必要に応じて手話通訳者を配置。 

キャリアガイダン

ス等各種行事への

手話通訳・ノートテ

イカー・パソコンテ

イカーの派遣

障がい学生から依頼があった場合は派

遣する。 

電磁誘導ループ 大教室を中心に設置している。 

ビデオ文字起こし・ 

字幕付け 
年間 39 本(2016 年度)  

学生フリースペー

ス 

キャンパス自立支援室事務スペースに

隣接して学生の交流スペースを設置。言

語科目として日本手話を選択履修して

いる支援学生もおり、時折、手話による

コミュニケーションが見られる。

聴覚以外の障がい

支援 

発達障がい、視覚障がい、肢体不自由等、

学生の困り具合に応じて個別対応を行

っている。 

その他の支援ノートテイク・パソコンテイク

関西学院大学

参考資料 

関西学院大学 

（学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室） 

http://www.kwansei.ac.jp → キーワード「修学支援」 

で検索 

問い合わせ先 

学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室 

西宮上ケ原キャンパス 

〒662－8501 兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1－155 

電話：0798－54－7034 FAX 0798-54－7044 

E-mail：jiritsu-nuc@kwansei.ac.jp

神戸三田キャンパス 

〒669－1337 兵庫県三田市学園 2－1 

電話：079－565－7903 FAX 079－565－7929 

E-mail：jiritsu-ksc@kwansei.ac.jp

建学の精神に基づいた全学的支援 
大学の掲げるミッションステートメントと障がい学生

支援に関する基本方針、障がい学生支援実施基準（ガイド

ライン）に基づき、全学的な支援体制をとっています。

総合支援センター委員会には 40 名以上の教職員が集ま

って、支援基本方針等を審議します。 

Check! 

 

設置形態 私立大学 

所在地 （西宮上ケ原キャンパス）〒662－8501 

兵庫県西宮市上ケ原一番町 1－155 

（神戸三田キャンパス）〒669－1337 

兵庫県三田市学園 2－1 

（西宮聖和キャンパス）〒662－0827 

兵庫県西宮市岡田山 7-54 

● 支援組織名称  学生活動支援機構総合支援ｾﾝﾀｰｷｬﾝﾊﾟｽ自立支援室

http://www.kwansei.ac.jp/university/university_003952.html

● スタッフ 職員 9名（うちコーディネーター4名、非正規 2名）

センター委員（教員）8名

聴覚障がい学生 8 名（学部生 8 名 院生 0名） 

視覚障がい学生 4 名（学部生 2 名 院生 2名） 

肢体不自由学生 9 名（学部生 9 名 院生 0名） 

発達障がい学生 36 名（学部生 35 名 院生 1 名） 

精神障がい学生 16 名（学部生 13 名 院生 3 名） 

その他 7 名（学部生 7 名 院生 0名） 

提供しているサービス 
■ノートテイク

■パソコンテイク

利用者数 8 名 
学部生 8 名 

院生 0 名 

ノートテイカー数 195 名（字幕付・実験ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ含む） 

サービス提供時間数 2017 春学期 週 65 コマ 

報酬および経費 1000 円／時間 

募集方法 

募集ポスター・チラシ・立て看板・

教学 WEB サービスにより募集。すで

に参加している学生による口コミも

活用。募集用 DVD の作成。 

コーディネート方法

コーディネーターが、ノートテイカ

ーの配置・連絡・調整を担当。ML を

活用し、代理テイカーの確保・連絡

等を行っている。

養成方法 

学生サポートスタッフ養成講座

（11.5時間）を学期開始前に実施（各

障がいについての講義、実技の部分

は聴覚障がい学生や先輩テイカーが

講師として協力）。各種ミーティング

で各授業支援方法を見直し、改善案

をその学期に活かす。 

本学ノートテイク・パ

ソコンテイクの特徴

基本的な支援として、パソコンテイ

カー2 人に手書きサポート 1 人を加

えた 3 人体制で実施している。授業

の情報保障では、パソコンテイカー

は WORD に単独入力し、10 分程度で

相方テイカーと交替する方式。必要

に応じて授業や講演会、セミナーの

情報保障では、IPTALK を使用するこ

ともある。

毎学期末ごとに意見交換会の場を持

ち、制度運営の見直しを行う。

カウンセラーとの

連携

総合支援センター学生支援相談室のカ

ウンセラーと発達障がい学生支援を中

心に連携し、障がい学生支援を行ってい

る。

手話通訳 
講演会などの学内行事及び研究演習科

目等に必要に応じて手話通訳者を配置。 

キャリアガイダン

ス等各種行事への

手話通訳・ノートテ

イカー・パソコンテ

イカーの派遣

障がい学生から依頼があった場合は派

遣する。 

電磁誘導ループ 大教室を中心に設置している。 

ビデオ文字起こし・ 

字幕付け 
年間 39 本(2016 年度)  

学生フリースペー

ス 

キャンパス自立支援室事務スペースに

隣接して学生の交流スペースを設置。言

語科目として日本手話を選択履修して

いる支援学生もおり、時折、手話による

コミュニケーションが見られる。

聴覚以外の障がい

支援 

発達障がい、視覚障がい、肢体不自由等、

学生の困り具合に応じて個別対応を行

っている。 

その他の支援ノートテイク・パソコンテイク

関西学院大学

参考資料 

関西学院大学 

（学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室） 

http://www.kwansei.ac.jp → キーワード「修学支援」 

で検索 

問い合わせ先 

学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室 

西宮上ケ原キャンパス 

〒662－8501 兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1－155 

電話：0798－54－7034 FAX 0798-54－7044 

E-mail：jiritsu-nuc@kwansei.ac.jp

神戸三田キャンパス 

〒669－1337 兵庫県三田市学園 2－1 

電話：079－565－7903 FAX 079－565－7929 

E-mail：jiritsu-ksc@kwansei.ac.jp

建学の精神に基づいた全学的支援 
大学の掲げるミッションステートメントと障がい学生

支援に関する基本方針、障がい学生支援実施基準（ガイド

ライン）に基づき、全学的な支援体制をとっています。

総合支援センター委員会には 40 名以上の教職員が集ま

って、支援基本方針等を審議します。 

Check! 
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兵庫県西宮市岡田山 7-54 

● 支援組織名称  学生活動支援機構総合支援ｾﾝﾀｰｷｬﾝﾊﾟｽ自立支援室

http://www.kwansei.ac.jp/university/university_003952.html

● スタッフ 職員 9名（うちコーディネーター4名、非正規 2名）

センター委員（教員）8名

聴覚障がい学生 8 名（学部生 8 名 院生 0名） 

視覚障がい学生 4 名（学部生 2 名 院生 2名） 

肢体不自由学生 9 名（学部生 9 名 院生 0名） 

発達障がい学生 36 名（学部生 35 名 院生 1 名） 

精神障がい学生 16 名（学部生 13 名 院生 3 名） 

その他 7 名（学部生 7 名 院生 0名） 

提供しているサービス 
■ノートテイク

■パソコンテイク

利用者数 8 名 
学部生 8 名 

院生 0 名 

ノートテイカー数 195 名（字幕付・実験ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ含む） 

サービス提供時間数 2017 春学期 週 65 コマ 

報酬および経費 1000 円／時間 

募集方法 

募集ポスター・チラシ・立て看板・

教学 WEB サービスにより募集。すで

に参加している学生による口コミも

活用。募集用 DVD の作成。 

コーディネート方法

コーディネーターが、ノートテイカ

ーの配置・連絡・調整を担当。ML を

活用し、代理テイカーの確保・連絡

等を行っている。

養成方法 

学生サポートスタッフ養成講座

（11.5時間）を学期開始前に実施（各

障がいについての講義、実技の部分

は聴覚障がい学生や先輩テイカーが

講師として協力）。各種ミーティング

で各授業支援方法を見直し、改善案

をその学期に活かす。 

本学ノートテイク・パ

ソコンテイクの特徴

基本的な支援として、パソコンテイ

カー2 人に手書きサポート 1 人を加

えた 3 人体制で実施している。授業

の情報保障では、パソコンテイカー

は WORD に単独入力し、10 分程度で

相方テイカーと交替する方式。必要

に応じて授業や講演会、セミナーの

情報保障では、IPTALK を使用するこ

ともある。

毎学期末ごとに意見交換会の場を持

ち、制度運営の見直しを行う。

カウンセラーとの

連携

総合支援センター学生支援相談室のカ

ウンセラーと発達障がい学生支援を中

心に連携し、障がい学生支援を行ってい

る。

手話通訳 
講演会などの学内行事及び研究演習科

目等に必要に応じて手話通訳者を配置。 

キャリアガイダン

ス等各種行事への

手話通訳・ノートテ

イカー・パソコンテ

イカーの派遣

障がい学生から依頼があった場合は派

遣する。 

電磁誘導ループ 大教室を中心に設置している。 

ビデオ文字起こし・ 

字幕付け 
年間 39 本(2016 年度)  

学生フリースペー

ス 

キャンパス自立支援室事務スペースに

隣接して学生の交流スペースを設置。言

語科目として日本手話を選択履修して

いる支援学生もおり、時折、手話による

コミュニケーションが見られる。

聴覚以外の障がい

支援 

発達障がい、視覚障がい、肢体不自由等、

学生の困り具合に応じて個別対応を行

っている。 

その他の支援ノートテイク・パソコンテイク

関西学院大学

参考資料 

関西学院大学 

（学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室） 

http://www.kwansei.ac.jp → キーワード「修学支援」 

で検索 

問い合わせ先 

学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室 

西宮上ケ原キャンパス 

〒662－8501 兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1－155 

電話：0798－54－7034 FAX 0798-54－7044 

E-mail：jiritsu-nuc@kwansei.ac.jp

神戸三田キャンパス 

〒669－1337 兵庫県三田市学園 2－1 

電話：079－565－7903 FAX 079－565－7929 

E-mail：jiritsu-ksc@kwansei.ac.jp

建学の精神に基づいた全学的支援 
大学の掲げるミッションステートメントと障がい学生

支援に関する基本方針、障がい学生支援実施基準（ガイド

ライン）に基づき、全学的な支援体制をとっています。

総合支援センター委員会には 40 名以上の教職員が集ま

って、支援基本方針等を審議します。 

Check! 

 

設置形態 私立大学 

所在地 （西宮上ケ原キャンパス）〒662－8501 

兵庫県西宮市上ケ原一番町 1－155 

（神戸三田キャンパス）〒669－1337 

兵庫県三田市学園 2－1 

（西宮聖和キャンパス）〒662－0827 

兵庫県西宮市岡田山 7-54 

● 支援組織名称  学生活動支援機構総合支援ｾﾝﾀｰｷｬﾝﾊﾟｽ自立支援室

http://www.kwansei.ac.jp/university/university_003952.html

● スタッフ 職員 9名（うちコーディネーター4名、非正規 2名）

センター委員（教員）8名

聴覚障がい学生 8 名（学部生 8 名 院生 0名） 

視覚障がい学生 4 名（学部生 2 名 院生 2名） 

肢体不自由学生 9 名（学部生 9 名 院生 0名） 

発達障がい学生 36 名（学部生 35 名 院生 1 名） 

精神障がい学生 16 名（学部生 13 名 院生 3 名） 

その他 7 名（学部生 7 名 院生 0名） 

提供しているサービス 
■ノートテイク

■パソコンテイク

利用者数 8 名 
学部生 8 名 

院生 0 名 

ノートテイカー数 195 名（字幕付・実験ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ含む） 

サービス提供時間数 2017 春学期 週 65 コマ 

報酬および経費 1000 円／時間 

募集方法 

募集ポスター・チラシ・立て看板・

教学 WEB サービスにより募集。すで

に参加している学生による口コミも

活用。募集用 DVD の作成。 

コーディネート方法

コーディネーターが、ノートテイカ

ーの配置・連絡・調整を担当。ML を

活用し、代理テイカーの確保・連絡

等を行っている。

養成方法 

学生サポートスタッフ養成講座

（11.5時間）を学期開始前に実施（各

障がいについての講義、実技の部分

は聴覚障がい学生や先輩テイカーが

講師として協力）。各種ミーティング

で各授業支援方法を見直し、改善案

をその学期に活かす。 

本学ノートテイク・パ

ソコンテイクの特徴

基本的な支援として、パソコンテイ

カー2 人に手書きサポート 1 人を加

えた 3 人体制で実施している。授業

の情報保障では、パソコンテイカー

は WORD に単独入力し、10 分程度で

相方テイカーと交替する方式。必要

に応じて授業や講演会、セミナーの

情報保障では、IPTALK を使用するこ

ともある。

毎学期末ごとに意見交換会の場を持

ち、制度運営の見直しを行う。

カウンセラーとの

連携

総合支援センター学生支援相談室のカ

ウンセラーと発達障がい学生支援を中

心に連携し、障がい学生支援を行ってい

る。

手話通訳 
講演会などの学内行事及び研究演習科

目等に必要に応じて手話通訳者を配置。 

キャリアガイダン

ス等各種行事への

手話通訳・ノートテ

イカー・パソコンテ

イカーの派遣

障がい学生から依頼があった場合は派

遣する。 

電磁誘導ループ 大教室を中心に設置している。 

ビデオ文字起こし・ 

字幕付け 
年間 39 本(2016 年度)  

学生フリースペー

ス 

キャンパス自立支援室事務スペースに

隣接して学生の交流スペースを設置。言

語科目として日本手話を選択履修して

いる支援学生もおり、時折、手話による

コミュニケーションが見られる。

聴覚以外の障がい

支援 

発達障がい、視覚障がい、肢体不自由等、

学生の困り具合に応じて個別対応を行

っている。 

その他の支援ノートテイク・パソコンテイク

関西学院大学

参考資料 

関西学院大学 

（学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室） 

http://www.kwansei.ac.jp → キーワード「修学支援」 

で検索 

問い合わせ先 

学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室 

西宮上ケ原キャンパス 

〒662－8501 兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1－155 

電話：0798－54－7034 FAX 0798-54－7044 

E-mail：jiritsu-nuc@kwansei.ac.jp

神戸三田キャンパス 

〒669－1337 兵庫県三田市学園 2－1 

電話：079－565－7903 FAX 079－565－7929 

E-mail：jiritsu-ksc@kwansei.ac.jp

建学の精神に基づいた全学的支援 
大学の掲げるミッションステートメントと障がい学生

支援に関する基本方針、障がい学生支援実施基準（ガイド

ライン）に基づき、全学的な支援体制をとっています。

総合支援センター委員会には 40 名以上の教職員が集ま

って、支援基本方針等を審議します。 

Check! 

 

設置形態 私立大学 

所在地 （西宮上ケ原キャンパス）〒662－8501 

兵庫県西宮市上ケ原一番町 1－155 

（神戸三田キャンパス）〒669－1337 

兵庫県三田市学園 2－1 

（西宮聖和キャンパス）〒662－0827 

兵庫県西宮市岡田山 7-54 

● 支援組織名称  学生活動支援機構総合支援ｾﾝﾀｰｷｬﾝﾊﾟｽ自立支援室

http://www.kwansei.ac.jp/university/university_003952.html

● スタッフ 職員 9名（うちコーディネーター4名、非正規 2名）

センター委員（教員）8名

聴覚障がい学生 8 名（学部生 8 名 院生 0名） 

視覚障がい学生 4 名（学部生 2 名 院生 2名） 

肢体不自由学生 9 名（学部生 9 名 院生 0名） 

発達障がい学生 36 名（学部生 35 名 院生 1 名） 

精神障がい学生 16 名（学部生 13 名 院生 3 名） 

その他 7 名（学部生 7 名 院生 0名） 

提供しているサービス 
■ノートテイク

■パソコンテイク

利用者数 8 名 
学部生 8 名 

院生 0 名 

ノートテイカー数 195 名（字幕付・実験ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ含む） 

サービス提供時間数 2017 春学期 週 65 コマ 

報酬および経費 1000 円／時間 

募集方法 

募集ポスター・チラシ・立て看板・

教学 WEB サービスにより募集。すで

に参加している学生による口コミも

活用。募集用 DVD の作成。 

コーディネート方法

コーディネーターが、ノートテイカ

ーの配置・連絡・調整を担当。ML を

活用し、代理テイカーの確保・連絡

等を行っている。

養成方法 

学生サポートスタッフ養成講座

（11.5時間）を学期開始前に実施（各

障がいについての講義、実技の部分

は聴覚障がい学生や先輩テイカーが

講師として協力）。各種ミーティング

で各授業支援方法を見直し、改善案

をその学期に活かす。 

本学ノートテイク・パ

ソコンテイクの特徴

基本的な支援として、パソコンテイ

カー2 人に手書きサポート 1 人を加

えた 3 人体制で実施している。授業

の情報保障では、パソコンテイカー

は WORD に単独入力し、10 分程度で

相方テイカーと交替する方式。必要

に応じて授業や講演会、セミナーの

情報保障では、IPTALK を使用するこ

ともある。

毎学期末ごとに意見交換会の場を持

ち、制度運営の見直しを行う。

カウンセラーとの

連携

総合支援センター学生支援相談室のカ

ウンセラーと発達障がい学生支援を中

心に連携し、障がい学生支援を行ってい

る。

手話通訳 
講演会などの学内行事及び研究演習科

目等に必要に応じて手話通訳者を配置。 

キャリアガイダン

ス等各種行事への

手話通訳・ノートテ

イカー・パソコンテ

イカーの派遣

障がい学生から依頼があった場合は派

遣する。 

電磁誘導ループ 大教室を中心に設置している。 

ビデオ文字起こし・ 

字幕付け 
年間 39 本(2016 年度)  

学生フリースペー

ス 

キャンパス自立支援室事務スペースに

隣接して学生の交流スペースを設置。言

語科目として日本手話を選択履修して

いる支援学生もおり、時折、手話による

コミュニケーションが見られる。

聴覚以外の障がい

支援 

発達障がい、視覚障がい、肢体不自由等、

学生の困り具合に応じて個別対応を行

っている。 

その他の支援ノートテイク・パソコンテイク

関西学院大学

参考資料 

関西学院大学 

（学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室） 

http://www.kwansei.ac.jp → キーワード「修学支援」 

で検索 

問い合わせ先 

学生活動支援機構総合支援センターキャンパス自立支援室 

西宮上ケ原キャンパス 

〒662－8501 兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1－155 

電話：0798－54－7034 FAX 0798-54－7044 

E-mail：jiritsu-nuc@kwansei.ac.jp

神戸三田キャンパス 

〒669－1337 兵庫県三田市学園 2－1 

電話：079－565－7903 FAX 079－565－7929 

E-mail：jiritsu-ksc@kwansei.ac.jp

建学の精神に基づいた全学的支援 
大学の掲げるミッションステートメントと障がい学生

支援に関する基本方針、障がい学生支援実施基準（ガイド

ライン）に基づき、全学的な支援体制をとっています。

総合支援センター委員会には 40 名以上の教職員が集ま

って、支援基本方針等を審議します。 

Check! 
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●支援組織名称 アクセシビリティセンター

●スタッフ

センター長 1 名、教員 2名、

コーディネーター6名（支援 5、連携 1）、事務補佐員 1名、

学生スタッフ 60～80 名程度

設置形態 国立大学 

学生数 約１５０００人 

所在地 

〒739-8511 

東広島市鏡山一丁目３番２号 

視覚の障害 ２名 

聴覚の障害 ４名 

肢体不自由 ９名 

発達・精神の障害 ３２名 

その他の障害（内部障害等） ３名 

募集方法 

●教養教育科目「障害学生支援ボランティア実

習 A,B（実習）」を開講。

●アクセシビリティ・サポーター（2級 AL 資格

取得＋実習経験者）を採用。

●インターン（1級 AL 資格取得者）を採用。

※AL…アクセシビリティリーダー

コーディネ

ート方法

●配慮願いの送付（支援委員→授業担当教員）

●空きコマ登録（実習生・サポーター・インタ

ーン）

●派遣シフトの連絡・調整（週単位／アクセシ

ビリティセンター）

養成方法 

AL 育成プログラム（ALP）の各段階で養成。 

（スキルアップの例）

●実習→2級 AL 資格→サポーター

●実習→1級 AL 資格→インターン

本学ノート

テイク・パ

ソコン要約

筆記の特徴

●人材育成プログラム（ALP）の実施

●多様な人材の活用

●ICT の積極的活用（ワイヤレス・遠隔・クラ

ウド・タブレット・音声認識など）。

●サポートの最適化（手書き、PC、遠隔、要約

口述筆記等のハイブリッド型サポート）

支援体制 

●各部局（学部・研究科・専攻科）に支

援委員（支援担当教員）を配置。

●アクセシビリティに関する全学委員

会＋規則＋センターを設置。

配慮願いの送付 

●当該部局の支援委員から授業担当教

員や関係教職員に対して「配慮願い」を

送付。

助聴・補聴機器の活用 

●教室備え付けのワイヤレスマイク対

応の補聴用受信機の貸与。

●補聴機材（FM、300MHz、助聴）の在学

中の貸与。

音声認識技術の活用 ●要約口述筆記サポート。

字幕作成支援 ●授業・教材音声のテキストデータ化。 

遠隔サポート 
●遠隔パソコン要約筆記通訳を実施。

●遠隔要約口述筆記通訳を実施。

入学式・卒業式における

情報支援 

●要約筆記を実施。

学生情報システムでの情

報提供 

●電子シラバスで、使用教材・授業スタ

イル等、アクセシビリティに関する情報

提供を行っている。

手話講習会の実施 ●学生・教職員を対象に年 4回実施。

要約筆記講習会の実施 ●学生・教職員を対象に年 4回実施。

教育・人材育成 

●オンラインアクセシビリティ講座を

全学生・教職員に向けて配信。

●平成１８年から学生対象の ALP、平成

２３年から教職員対象の ALP を開始。

問い合わせ先 

アクセシビリティセンター

TEL 082-424-6324, E-mail achu@hiroshima-u.ac.jp

URL http://www.achu.hiroshima-u.ac.jp/

年齢や障害の有無、言語や文化の違い等の多様性に

関わらず、誰もが社会の利便性を享受でき、多様な可

能性を開拓できる社会をリードする人材“アクセシビ

リティリーダー”の育成を推進。

産学官連携の育成協議会を設立し、人材育成と人材

活用を社会に開かれた形で展開。 

広島大学

アクセシビリティリーダー育成
プログラム サービス向上を目指して

Ⅰ）知る機会、学ぶ機会の拡充
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設置形態 私立大学

学生数 約 人

所在地 〒

香川県善通寺市文京町

● 支援組織

人権と文化の多様性に関する委員会
学内支援組織図

● スタッフ 委員 名 事務局 名（うちｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 名）

聴覚障害学生 名
学部生 名

院生 名

視覚障害学生 名

肢体障害学生 名

提供しているサービス

□アテンダント

ノートテイク

□パソコン要約筆記

利用者数 名
学部生 名

院生 名

サービス提供者数 名（ 名／ 名／ 名）

サービス提供時間数 週 コマ コマ／ コマ）

報酬および経費 ～ 円／時間

募集方法

募集チラシを作成して随時募集して

いる。また、新入生オリエンテーシ

ョンでケア・サービス体験をおこな

い、新規の支援者の確保に取り組ん

でいる。

コーディネート方法
学期初めに利用者の登録を確認後、

で組み合わせを決定している。

養成方法

ケア・サービス アテンダント ノー

トテイク に関する講習参加の義務

付けや講義科目「ＰＣ要約筆記」の

受講を積極的に勧めるなどしてい

る。

ケア・サービスに従事する学生の時

給ランクアップの際には必ず面談を

おこない、動機付けの維持と質の向

上に向けた働きかけを行っている。

本学ケア・サービスの特

徴

学生に対する包括的支援の実現を目

指し、教職員はもとより、ケア・サ

ービスに従事する学生と利用する学

生が常時交流を持ちながら活動を行

っている。

利用者数 名
学部生 名

院生 名

手話通訳者数 名（手話通訳士に依頼）

サービス提供時間数 週 コマ

報酬および経費 円／時間

募集方法 外部委託

コーディネート方法

学期初めに利用者の登録を確認後、

必修、選択必修の順に受講者数の多

い科目や、 年生の演習等に が

調整を行い派遣している。

養成方法

直接的養成ではないが、カリキュラ

ムとして実施しており、教養科目の

語学講義に前期に日本手話Ⅰを ｸ

ﾗｽ、後期に日本手話Ⅱを ｸﾗｽ設け

ている。

本学手話通訳の特徴

講義のみならず、学内行事において

は、入学式、卒業式、各種講演会な

ど手話通訳の配置が常態化してい

る。

ケア・サービス

四国学院大学

手話通訳

人権啓発に取り組んでいます。

本学では、建学理念を具現化する試みの一つとして 年度

入試から「特別推薦入学選考制度」を導入している。近年は、

本学に入学を希望する生徒に対して、ケア・サービスのデモン

ストレーションを行うなどして、大学入学に抱く不安解消へ向

けた取り組みを行っている。

サービス向上を目指して

障害のみに焦点を当てた活動するのではなく、異文化・多

文化を理解するといった広い視野に立ってサービスの向

上に努めている。

問い合わせ先 四国学院大学 センター

学生コモンズ支援課内 センター

℡ 内線

マイノリティ（被差別少数者）が直面する問題や課題につい

て考え、共生の道を探るための１週間としてマイノリティ・

ウィークを毎年実施しており、今年で 年目を迎えた。講演

会や特別講義などの催し物をとおして、人権や文化の多様性

について考える機会を提供している。
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上に努めている。

問い合わせ先 四国学院大学 センター

学生コモンズ支援課内 センター

℡ 内線

マイノリティ（被差別少数者）が直面する問題や課題につい

て考え、共生の道を探るための１週間としてマイノリティ・

ウィークを毎年実施しており、今年で 年目を迎えた。講演

会や特別講義などの催し物をとおして、人権や文化の多様性

について考える機会を提供している。
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受講を積極的に勧めるなどしてい

る。
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文化を理解するといった広い視野に立ってサービスの向
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℡ 内線

マイノリティ（被差別少数者）が直面する問題や課題につい

て考え、共生の道を探るための１週間としてマイノリティ・

ウィークを毎年実施しており、今年で 年目を迎えた。講演

会や特別講義などの催し物をとおして、人権や文化の多様性
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マイノリティ（被差別少数者）が直面する問題や課題につい

て考え、共生の道を探るための１週間としてマイノリティ・

ウィークを毎年実施しており、今年で 年目を迎えた。講演

会や特別講義などの催し物をとおして、人権や文化の多様性

について考える機会を提供している。

 

 
 
 
 

設置形態 私立大学

学生数 約 人

所在地 〒

香川県善通寺市文京町

● 支援組織

人権と文化の多様性に関する委員会
学内支援組織図

● スタッフ 委員 名 事務局 名（うちｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 名）

聴覚障害学生 名
学部生 名

院生 名

視覚障害学生 名

肢体障害学生 名

提供しているサービス

□アテンダント

ノートテイク

□パソコン要約筆記

利用者数 名
学部生 名

院生 名

サービス提供者数 名（ 名／ 名／ 名）

サービス提供時間数 週 コマ コマ／ コマ）

報酬および経費 ～ 円／時間

募集方法

募集チラシを作成して随時募集して

いる。また、新入生オリエンテーシ

ョンでケア・サービス体験をおこな

い、新規の支援者の確保に取り組ん

でいる。

コーディネート方法
学期初めに利用者の登録を確認後、

で組み合わせを決定している。

養成方法

ケア・サービス アテンダント ノー

トテイク に関する講習参加の義務

付けや講義科目「ＰＣ要約筆記」の

受講を積極的に勧めるなどしてい

る。

ケア・サービスに従事する学生の時

給ランクアップの際には必ず面談を

おこない、動機付けの維持と質の向

上に向けた働きかけを行っている。

本学ケア・サービスの特

徴

学生に対する包括的支援の実現を目

指し、教職員はもとより、ケア・サ

ービスに従事する学生と利用する学

生が常時交流を持ちながら活動を行

っている。

利用者数 名
学部生 名

院生 名

手話通訳者数 名（手話通訳士に依頼）

サービス提供時間数 週 コマ

報酬および経費 円／時間

募集方法 外部委託

コーディネート方法

学期初めに利用者の登録を確認後、

必修、選択必修の順に受講者数の多

い科目や、 年生の演習等に が

調整を行い派遣している。

養成方法

直接的養成ではないが、カリキュラ

ムとして実施しており、教養科目の

語学講義に前期に日本手話Ⅰを ｸ

ﾗｽ、後期に日本手話Ⅱを ｸﾗｽ設け

ている。

本学手話通訳の特徴

講義のみならず、学内行事において

は、入学式、卒業式、各種講演会な

ど手話通訳の配置が常態化してい

る。

ケア・サービス

四国学院大学

手話通訳

人権啓発に取り組んでいます。

本学では、建学理念を具現化する試みの一つとして 年度

入試から「特別推薦入学選考制度」を導入している。近年は、

本学に入学を希望する生徒に対して、ケア・サービスのデモン

ストレーションを行うなどして、大学入学に抱く不安解消へ向

けた取り組みを行っている。

サービス向上を目指して

障害のみに焦点を当てた活動するのではなく、異文化・多

文化を理解するといった広い視野に立ってサービスの向

上に努めている。

問い合わせ先 四国学院大学 センター

学生コモンズ支援課内 センター

℡ 内線

マイノリティ（被差別少数者）が直面する問題や課題につい

て考え、共生の道を探るための１週間としてマイノリティ・

ウィークを毎年実施しており、今年で 年目を迎えた。講演

会や特別講義などの催し物をとおして、人権や文化の多様性

について考える機会を提供している。

 

 
 
 
 

設置形態 私立大学

学生数 約 人

所在地 〒

香川県善通寺市文京町

● 支援組織

人権と文化の多様性に関する委員会
学内支援組織図

● スタッフ 委員 名 事務局 名（うちｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 名）

聴覚障害学生 名
学部生 名

院生 名

視覚障害学生 名

肢体障害学生 名

提供しているサービス

□アテンダント

ノートテイク

□パソコン要約筆記

利用者数 名
学部生 名

院生 名

サービス提供者数 名（ 名／ 名／ 名）

サービス提供時間数 週 コマ コマ／ コマ）

報酬および経費 ～ 円／時間

募集方法

募集チラシを作成して随時募集して

いる。また、新入生オリエンテーシ

ョンでケア・サービス体験をおこな

い、新規の支援者の確保に取り組ん

でいる。

コーディネート方法
学期初めに利用者の登録を確認後、

で組み合わせを決定している。

養成方法

ケア・サービス アテンダント ノー

トテイク に関する講習参加の義務

付けや講義科目「ＰＣ要約筆記」の

受講を積極的に勧めるなどしてい

る。

ケア・サービスに従事する学生の時

給ランクアップの際には必ず面談を

おこない、動機付けの維持と質の向

上に向けた働きかけを行っている。

本学ケア・サービスの特

徴

学生に対する包括的支援の実現を目

指し、教職員はもとより、ケア・サ

ービスに従事する学生と利用する学

生が常時交流を持ちながら活動を行

っている。

利用者数 名
学部生 名

院生 名

手話通訳者数 名（手話通訳士に依頼）

サービス提供時間数 週 コマ

報酬および経費 円／時間

募集方法 外部委託

コーディネート方法

学期初めに利用者の登録を確認後、

必修、選択必修の順に受講者数の多

い科目や、 年生の演習等に が

調整を行い派遣している。

養成方法

直接的養成ではないが、カリキュラ

ムとして実施しており、教養科目の

語学講義に前期に日本手話Ⅰを ｸ

ﾗｽ、後期に日本手話Ⅱを ｸﾗｽ設け

ている。

本学手話通訳の特徴

講義のみならず、学内行事において

は、入学式、卒業式、各種講演会な

ど手話通訳の配置が常態化してい

る。

ケア・サービス

四国学院大学

手話通訳

人権啓発に取り組んでいます。

本学では、建学理念を具現化する試みの一つとして 年度

入試から「特別推薦入学選考制度」を導入している。近年は、

本学に入学を希望する生徒に対して、ケア・サービスのデモン

ストレーションを行うなどして、大学入学に抱く不安解消へ向

けた取り組みを行っている。

サービス向上を目指して

障害のみに焦点を当てた活動するのではなく、異文化・多

文化を理解するといった広い視野に立ってサービスの向

上に努めている。

問い合わせ先 四国学院大学 センター

学生コモンズ支援課内 センター

℡ 内線

マイノリティ（被差別少数者）が直面する問題や課題につい

て考え、共生の道を探るための１週間としてマイノリティ・

ウィークを毎年実施しており、今年で 年目を迎えた。講演

会や特別講義などの催し物をとおして、人権や文化の多様性

について考える機会を提供している。
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設置形態 国立大学法人 

学生数 9574人（大学院生・研究生含む） 

所在地 

〒790－8577 

愛媛県松山市文京町３ 

http://bfree.office.ehime-u.ac.jp/ 

●支援組織名称（スタッフ数）

バリアフリー推進室（3）

教育・学生支援機構 学生支援センター（5）

障がい者修学支援委員会（11）

障がい学生支援ボランティア(Campus Barrier-free Promoters:29）

●支援組織図

聴覚障がい学生 ８名 

視覚障がい学生 １名 

肢体障がい学生 ２名 

発達障がい学生 １４名 

その他学生 １３名 

提供している 

サービス

■パソコンノートテイク

■ノートテイク

■手話通訳

■UDトーク支援

■代筆（聴覚・視覚・肢体不自由）

■講義支援・生活支援（肢体不自由）

■生活支援（聴覚・視覚・肢体不自由）

■上記の支援に当てはまらない支援が必要

な場合は、職員と相談し、支援の提供を行っ

ている。

支援者数 130名 

サービス提供時間数 希望する全ての講義に支援を提供 

報酬 900円／時間（障がい学生支援経費) 

募集方法 
入学式などで活動紹介。 

全学メールで全学生に募集。 

コーディネート方法

バリアフリー推進室の職員３名（正１非２）

が調整を行っている。利用者と支援者の調整

を行い、可能な範囲で専門性、経験のある学

生を配置している。ノートテイクは１人の利

用学生に対して２人つく事を原則としてお

り、一方を経験者にするなど、よりよい情報

保障が提供できるよう心がけている。 

養成方法 

障害学生支援ボランティア（ＣＢＰ）の学生

による、ノートテイク基礎講座及びパソコン

ノートテイク基礎講座を学期始めに開催し

ている。

支援者に年 2 回以上の練習会参加を義務づ

けており、随時、スキルアップの機会を設け

ている。

入学式・卒業式の 

情報保障 

パソコン通訳と手話通訳を用意してい

る。 

語学科目の支援 

リスニングが講義及び試験に含まれてい

る場合は、聴覚障害学生の希望を確認を

行って、主に下記の支援方法を選択して

もらう。

１． リスニング免除

２． スクリプトで試験を行う

３． 通常の学生と同じスタイルで受講

文字起こし・字幕入れ 

講義等で使用する映像資料に字幕がない

場合、字幕挿入ソフトを使用して字幕を

入れている。 

盲ろう学生への対策 

盲ろう学生・肢体不自由学生向けの電子

資料作成及び展示資料の作成が可能であ

る。 

障がい学生支援ボラン 

ティアとの協力

学生ボランティア（SCV）は９つのグルー

プより構成されており、その中の障がい

学生支援ボランティア（CBP）が支援活動

を担っている。  また、講座の開講及

び利用学生と支援学生の意見交換会等も

学生が企画・実行している。 

支援機器の貸し出し 

聴覚障害学生向けに、文字通訳及び支援

ログをを見るための iPadを貸し出してい

る。視覚障がい、聴覚障がい、肢体障が

い等、多様なニーズに対応する生活支援

機器の紹介、貸し出し、フィッティング

を行っている。

愛媛大学

◆参考資料
 バリアフリー推進室ホームページ

URL: http://www.ehime-u.ac.jp/section/bfree/

 バリアフリー推進室 Facebookページ
URL: https://www.facebook.com/bfreeehimeu

 愛媛大学 SCV（Students Campus Volunteer）
URL：http://www.ehime-u.ac.jp/SCV/

 学生支援センター
URL:http://web.csaa.ehime-u.ac.jp/

◆問い合わせ先 バリアフリー推進室

TEL／FAX：089-927-8114  E-Mail：bfree@stu.ehime-u.ac.jp

● 愛媛大学の特色は、大学組織である障がい者修学支援

委員会・学生支援センター、バリアフリー推進室・CBP

による、多方向からなる支援が挙げられる。

● 利用学生や支援学生の意見を大きく反映するととも

に、双方の学生の育成に貢献することを目指してい

る。

● 障がい者修学支援委員会メンバーは、各学部から議題

に応じて対応出来るよう、専門教員を中心に構成され

ている。

● 幅広い障がい学生に柔軟に対応できる支援システム

構築に向けて、大学全体で取り組んでいる。

障害学生の意思表明を主体とした支援提供

希望に応じて柔軟に支援が変更出来る体制作り 
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設置形態 国立大学法人

学生数
学部 人、大学院 人

専攻科 人

所在地
〒８１１－４１９２

福岡県宗像市赤間文教町１－１

●支援組織名称 障害学生支援センター 学内支援組織図

●スタッフ センター長、副センター長、支援担当教員、

コーディネーター２名 非常勤 、事務補佐員１名（非常勤）

聴覚障害学生 ４名
学部生 ４名

院生 ０名

肢体障害学生 ０名

その他 ２名

提供しているサービス ノートテイク、パソコン要約筆記

利用者数 ３名
学部生 ３名

院生 ０名

ノートテイカー数 ６１名（ ･ 名／ のみ 名）

サービス提供時間数 利用者が希望するすべての授業

報酬および経費 ８００円／時間

募集方法
入学時に新入生向けに案内を配布。

掲示板に募集ポスターを掲示。

コーディネート方法
障害学生支援センターと学生とが連

絡調整を担当。

養成方法
ノートテイク入門講座・スキルアッ

プ講座を実施。

本学ノートテイク・パ

ソコン要約筆記の特徴

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ を導入し、無線でのテイク

を実施。

入学式・卒業式での手話

通訳者設置、字幕提示

有り 手話通訳士が対応。字幕は学

生による支援

磁気ループの敷設 なし

聴力検査、補聴器の調整
言語聴覚士の資格を持つ教員が対

応。

補聴器の貸出 有り

その他の支援

福岡教育大学

平成 年 月 日より、障害のある学生への教育及び学生生

活の支援を行っていた「障害学生支援室」を更なる支援の充実を

図るため発展･拡充し、「障害学生支援センター」として発足した。

主な取り組み

学生によるバリアフリーマップ作成 （平成 年度～）

会議システムを使って、九大と手話の合同学習会を実施

（平成 年 月～）

開催（共催）研修会等

日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

（平成 年 月 日～ 日）

主 催 ： 日 本 聴 覚 障 害 学 生 高 等 教 育 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク

（ ）国立大学法人筑波技術大学

共催：福岡教育大学

研修会における発表等

「平成 年度 体制整備セミナー（九州・沖縄地区）

・福岡教育大学における障害学生支援の取り組みについて

（平成 年 月 日）

「 年次報告会」

・学生の力を生かした障害学生支援（平成 年 月 日）

日本学生支援機構の「障害学生修学支援ネットワーク」の

拠点校にも選ばれており、セミナー、講習会等も実施している。

サービス向上を目指して

・授業担当者による視覚的情報や資料の準備がかなりの程

度なされるようになり、以前と比べるとノートテイカーの

負担も軽減されるようになったが、より理解しやすい提示

法や説明を行えるように 研修等を実施したい。

・支援対象の授業の既履修者、学生の専門に合わせてノー

トテイカーとして授業に配置することで、より容易に内容

理解ができるようにしたい。

・全学的に取り組めるように、支援組織を充実させたい。

・より有効な支援を支援学生、利用学生がともに考えるこ

とのできるように、学生対象のスキルアップ講習会、支援

室登録学生同士のミーティングを充実させたい。

問い合わせ先

障害学生支援センター

：

参考

福岡教育大学障害学生支援センター ホームページ

トピック

ノートテイク・パソコン要約筆記

聴覚障害教育専攻があるため、専門的知識・技術を持つ学生が多い
Check!
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設置形態 国立大学法人

学生数
学部 人、大学院 人

専攻科 人

所在地
〒８１１－４１９２

福岡県宗像市赤間文教町１－１

●支援組織名称 障害学生支援センター 学内支援組織図

●スタッフ センター長、副センター長、支援担当教員、

コーディネーター２名 非常勤 、事務補佐員１名（非常勤）

聴覚障害学生 ４名
学部生 ４名

院生 ０名

肢体障害学生 ０名

その他 ２名

提供しているサービス ノートテイク、パソコン要約筆記

利用者数 ３名
学部生 ３名

院生 ０名

ノートテイカー数 ６１名（ ･ 名／ のみ 名）

サービス提供時間数 利用者が希望するすべての授業

報酬および経費 ８００円／時間

募集方法
入学時に新入生向けに案内を配布。

掲示板に募集ポスターを掲示。

コーディネート方法
障害学生支援センターと学生とが連

絡調整を担当。

養成方法
ノートテイク入門講座・スキルアッ

プ講座を実施。

本学ノートテイク・パ

ソコン要約筆記の特徴

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ を導入し、無線でのテイク

を実施。

入学式・卒業式での手話

通訳者設置、字幕提示

有り 手話通訳士が対応。字幕は学

生による支援

磁気ループの敷設 なし

聴力検査、補聴器の調整
言語聴覚士の資格を持つ教員が対

応。

補聴器の貸出 有り

その他の支援

福岡教育大学

平成 年 月 日より、障害のある学生への教育及び学生生

活の支援を行っていた「障害学生支援室」を更なる支援の充実を

図るため発展･拡充し、「障害学生支援センター」として発足した。

主な取り組み

学生によるバリアフリーマップ作成 （平成 年度～）

会議システムを使って、九大と手話の合同学習会を実施

（平成 年 月～）

開催（共催）研修会等

日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

（平成 年 月 日～ 日）

主 催 ： 日 本 聴 覚 障 害 学 生 高 等 教 育 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク

（ ）国立大学法人筑波技術大学

共催：福岡教育大学

研修会における発表等

「平成 年度 体制整備セミナー（九州・沖縄地区）

・福岡教育大学における障害学生支援の取り組みについて

（平成 年 月 日）

「 年次報告会」

・学生の力を生かした障害学生支援（平成 年 月 日）

日本学生支援機構の「障害学生修学支援ネットワーク」の

拠点校にも選ばれており、セミナー、講習会等も実施している。

サービス向上を目指して

・授業担当者による視覚的情報や資料の準備がかなりの程

度なされるようになり、以前と比べるとノートテイカーの

負担も軽減されるようになったが、より理解しやすい提示

法や説明を行えるように 研修等を実施したい。

・支援対象の授業の既履修者、学生の専門に合わせてノー

トテイカーとして授業に配置することで、より容易に内容

理解ができるようにしたい。

・全学的に取り組めるように、支援組織を充実させたい。

・より有効な支援を支援学生、利用学生がともに考えるこ

とのできるように、学生対象のスキルアップ講習会、支援

室登録学生同士のミーティングを充実させたい。

問い合わせ先

障害学生支援センター

：

参考

福岡教育大学障害学生支援センター ホームページ

トピック

ノートテイク・パソコン要約筆記

聴覚障害教育専攻があるため、専門的知識・技術を持つ学生が多い
Check!
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設置形態 私立大学

学生数
名（学部生 名、院生 名、

その他： 名）

所在地
〒

沖縄県那覇市字国場 番地

●支援組織名称 学生支援課 障がい学生支援コーディネーター 学内支援組織図

学生部学生支援課の障がい学生支援コーディネーターが

実務を担う。全学科から選出される学生生活支援委員会が

上部決定機関である。教員との連携は学生生活支援委員

会、学生部を通じて全学教員会議により行う。

●スタッフ 名（専従非正規雇用）

聴覚障害学生 名
学部生 名

院生 名

視覚障害学生 名

肢体障害学生 名

提供しているサービス ■ノートテイク■パソコン要約筆記

利用者数 名
学部生 名

院生

ノートテイカー数 登録者数 名

サービス提供時間数 週 コマ（ コマ）

報酬および経費 円／コマ

募集方法

～ 月の講義の冒頭の時間での告

知、オリエンテーションでの募集。

ポスターでの掲示。

コーディネート方法
情報共有はメーリングリストを使

用。

養成方法
勉強会への参加後、講義にて実体験

の見学を経てサポートに入る。

本学ノートテイク・パ

ソコン要約筆記の特徴
地域の要約筆記者１名実動

入学試験
・試験時間の延長

・別室受験の実施

授業時 大学生活

・情報保障者の配置

・教室変更

・座席位置の配慮

就職に関する支援
・障害者求人の情報収集と学生への

紹介

教職員への理解啓発
・配慮依頼書を「合理的配慮申請書」

として様式化

障がい学生・聴覚障がい学生支援は個別の取り組

みとなるため、現場での状況を把握しづらいことが

ある。また学生も問題を感じていたとしても、周囲

に伝えられないことがある。

そのため、全体で集まる機会を定期的に作り、問

題を共有できるよう心がけている。具体的な企画と

しては、交流系の企画と勉強系の企画である。技術、

コミュニケーションともに至らぬ点も多いが、課題

を大切にして学生と教職員でよりよい支援活動を

作っていきたい。そして、沖縄の聴覚障がい学生支

援を担う人物が育つことを願っている。

沖縄のキーパーソンが育つことを願って 

沖縄大学 

ノートテイク・パソコン要約筆記 その他の支援 

問い合わせ先

部課：学生部学生支援課 障がい学生支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

担当者：西村

学生と教職員でともにつくる活動
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設置形態 国立大学法人 

学生数 371 名（学部生 346 名、院生 25 名） 

（平成 29 年 4 月 1日現在） 

所在地 【産業技術学部（聴覚障害系）】 

〒305-8520 茨城県つくば市天久保 4-3-15 

【保健科学部（視覚障害系）】 

〒305-8521 茨城県つくば市春日 4-12-7 

聴覚障害学生  221 名 
(盲ろう含む) 

学部生 209 名 

院生 12 名 

視覚障害学生  146 名 
学部生 137 名 

院生 9 名 

 

手話指導 

学生は 1 年次の必修科目として手話の指

導を受けるほか、職員や新任教員を対象

とした手話研修も行っている。 

聴覚管理・ 

補聴相談 

補聴器フィッティングに関する相談や、

自らきこえの程度を把握し、補聴器の自

己管理ができるよう最新の聴力測定シス

テムを配備した指導プログラムを提供。 

発音・コミュニ

ケーション指導 

学生のニーズやコミュニケーション特性

に合わせて、指導を受けることができる。

３～４年次の就職活動の際には、就職面

接に合わせたコミュニケーション指導も

提供している。 

目で分かる連絡・ 

広報 

ケーブルテレビシステムを用いて学内の

各所に設置されたテレビモニタに文字ま

たは画像を配信し、学内広報・各種ニュー

スを伝達している。 

字幕入りビデオ 

教材 

本学で開発された字幕挿入システムを用

い、字幕入りビデオを多数作成。聴覚障

害系図書館に配架している。 

就職支援 

学生の大半が「聴覚障害と就労」の授業

を受講するほか、学生および卒業生に対

して就職試験や面接、職場実習、職場適

応に関する指導や支援を行っている。企

業との連携を深めるための諸活動を実

施。 

さまざまな方法で 

情報獲得 

視覚教材、手話、口話、板書等、授業で

はさまざまな伝達方法を用いて、内容を

伝える工夫をしている。 

対話を重視した 

授業 

専任教員は手話をはじめとして、学生に

適したコミュニケーション方法で直接

的に教育。少人数授業で、すべての学生

が教員と意思疎通しながら学ぶことが

できる。 

障害関係科目の 

開設 

「デフコミュニティと社会参加」、「聴覚

障害教育と心理」など聴覚障害について

学ぶ科目が多数設置され、学生が自己の

確立や社会との関わり方を知る機会と

なっている。 

チューター制度 

高等学校までの学習が不十分な場合、

チューター（個人指導者）が放課後など

を利用して、マンツーマンで指導。 

できる力を養う 

演習 

講義で得た知識の定着や、正しい理解の

促進のため、演習、実習、実験を多数配

置し、実際の作業を通しての学習に重き

を置いている。 

非常勤講師の 

授業も分かる 

直接的なコミュニケーションが難しい

非常勤講師の授業は、リアルタイム字幕

提示システム等により情報を保障。 

情報保障のある 

外国語の授業 

原語の投影ならびに日本語による解説

時の情報保障などにより、ドイツ語やフ

ランス語を学ぶことができる。本学なら

ではのアメリカ手話の授業もあり。 

筑波技術大学 

本専攻は聴覚・視覚障害者の社会的自立・参画に貢献するため

の障害者支援に関する専門的・系統的な知識と技術を有し、社会

において障害者支援の中核的な役割を担いうる高度専門職業人及

び研究者の養成を目指し、平成 26 年度に設置された。障害による

出願資格はなく、障害のない人も入学できる。 

障害者支援（聴覚障害）コース、障害者支援（視覚障害）コー

ス、手話教育コースの３コースを設定し、情報保障及び障害特性

に関する科目や、障害に関わる課題を科学的に把握し主体的に対

応する力を養う科目で編成されている。 

 本専攻を修了すると、修士（情報保障学）の学位が取得できる。 

大学院 技術科学研究科情報アクセシビリティ専攻の設置 

サービス向上を目指して 

文字通訳に関するさまざまなシステムとして、ルビ付き字幕や

シースルーメガネへの字幕表示のほか、遠隔地からの文字通訳

を可能にする遠隔情報保障システムの開発、運用および改良を

進めている。また、今年度から盲ろう学生への支援として、触

手話通訳の配置や、文字通訳をピンディスプレイへ表示するシ

ステムの運用等に取り組んでいる。 

問い合わせ先 

障害者高等教育研究支援センター 

障害者支援研究部（聴覚障害部門） 

TEL/FAX： 029-858-9438 

E-mail: t-tac@a.tsukuba-tech.ac.jp 

※聴覚障害学生支援に関する相談も受け付けています。 

 

参考資料 

筑波技術大学 Web サイト http://www.tsukuba-tech.ac.jp/ 

 詳しい資料やイベントの案内などを見ることができます。 

写真：障害者支援（聴覚障害）

コースでの授業の様子 

障害に配慮した授業 その他の指導・サービス 

本学は、聴覚及び視覚障害者の 

ために創られた我が国唯一の 

国立大学です 
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設置形態 国立大学法人 

学生数 371 名（学部生 346 名、院生 25 名） 

（平成 29 年 4 月 1日現在） 

所在地 【産業技術学部（聴覚障害系）】 

〒305-8520 茨城県つくば市天久保 4-3-15 

【保健科学部（視覚障害系）】 

〒305-8521 茨城県つくば市春日 4-12-7 

聴覚障害学生  221 名 
(盲ろう含む) 

学部生 209 名 

院生 12 名 

視覚障害学生  146 名 
学部生 137 名 

院生 9 名 

 

手話指導 

学生は 1 年次の必修科目として手話の指

導を受けるほか、職員や新任教員を対象

とした手話研修も行っている。 

聴覚管理・ 

補聴相談 

補聴器フィッティングに関する相談や、

自らきこえの程度を把握し、補聴器の自

己管理ができるよう最新の聴力測定シス

テムを配備した指導プログラムを提供。 

発音・コミュニ

ケーション指導 

学生のニーズやコミュニケーション特性

に合わせて、指導を受けることができる。

３～４年次の就職活動の際には、就職面

接に合わせたコミュニケーション指導も

提供している。 

目で分かる連絡・ 

広報 

ケーブルテレビシステムを用いて学内の

各所に設置されたテレビモニタに文字ま

たは画像を配信し、学内広報・各種ニュー

スを伝達している。 

字幕入りビデオ 

教材 

本学で開発された字幕挿入システムを用

い、字幕入りビデオを多数作成。聴覚障

害系図書館に配架している。 

就職支援 

学生の大半が「聴覚障害と就労」の授業

を受講するほか、学生および卒業生に対

して就職試験や面接、職場実習、職場適

応に関する指導や支援を行っている。企

業との連携を深めるための諸活動を実

施。 

さまざまな方法で 

情報獲得 

視覚教材、手話、口話、板書等、授業で

はさまざまな伝達方法を用いて、内容を

伝える工夫をしている。 

対話を重視した 

授業 

専任教員は手話をはじめとして、学生に

適したコミュニケーション方法で直接

的に教育。少人数授業で、すべての学生

が教員と意思疎通しながら学ぶことが

できる。 

障害関係科目の 

開設 

「デフコミュニティと社会参加」、「聴覚

障害教育と心理」など聴覚障害について

学ぶ科目が多数設置され、学生が自己の

確立や社会との関わり方を知る機会と

なっている。 

チューター制度 

高等学校までの学習が不十分な場合、

チューター（個人指導者）が放課後など

を利用して、マンツーマンで指導。 

できる力を養う 

演習 

講義で得た知識の定着や、正しい理解の

促進のため、演習、実習、実験を多数配

置し、実際の作業を通しての学習に重き

を置いている。 

非常勤講師の 

授業も分かる 

直接的なコミュニケーションが難しい

非常勤講師の授業は、リアルタイム字幕

提示システム等により情報を保障。 

情報保障のある 

外国語の授業 

原語の投影ならびに日本語による解説

時の情報保障などにより、ドイツ語やフ

ランス語を学ぶことができる。本学なら

ではのアメリカ手話の授業もあり。 

筑波技術大学 

本専攻は聴覚・視覚障害者の社会的自立・参画に貢献するため

の障害者支援に関する専門的・系統的な知識と技術を有し、社会

において障害者支援の中核的な役割を担いうる高度専門職業人及

び研究者の養成を目指し、平成 26 年度に設置された。障害による

出願資格はなく、障害のない人も入学できる。 

障害者支援（聴覚障害）コース、障害者支援（視覚障害）コー

ス、手話教育コースの３コースを設定し、情報保障及び障害特性

に関する科目や、障害に関わる課題を科学的に把握し主体的に対

応する力を養う科目で編成されている。 

 本専攻を修了すると、修士（情報保障学）の学位が取得できる。 

大学院 技術科学研究科情報アクセシビリティ専攻の設置 

サービス向上を目指して 

文字通訳に関するさまざまなシステムとして、ルビ付き字幕や

シースルーメガネへの字幕表示のほか、遠隔地からの文字通訳

を可能にする遠隔情報保障システムの開発、運用および改良を

進めている。また、今年度から盲ろう学生への支援として、触

手話通訳の配置や、文字通訳をピンディスプレイへ表示するシ

ステムの運用等に取り組んでいる。 

問い合わせ先 

障害者高等教育研究支援センター 

障害者支援研究部（聴覚障害部門） 

TEL/FAX： 029-858-9438 

E-mail: t-tac@a.tsukuba-tech.ac.jp 

※聴覚障害学生支援に関する相談も受け付けています。 

 

参考資料 

筑波技術大学 Web サイト http://www.tsukuba-tech.ac.jp/ 

 詳しい資料やイベントの案内などを見ることができます。 

写真：障害者支援（聴覚障害）

コースでの授業の様子 

障害に配慮した授業 その他の指導・サービス 

本学は、聴覚及び視覚障害者の 

ために創られた我が国唯一の 

国立大学です 
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北海道地区大学における 

聴覚障害学生支援 

活動紹介 

掲載大学一覧 

●北海道大学 

●北海学園大学 

●北星学園大学 

●北翔大学 

●酪農学園大学 
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聴覚障害学生支援 

活動紹介 

掲載大学一覧 

●北海道大学 

●北海学園大学 

●北星学園大学 

●北翔大学 

●酪農学園大学 
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北海道地区大学における 

聴覚障害学生支援 

活動紹介 

掲載大学一覧 

●北海道大学 

●北海学園大学 

●北星学園大学 

●北翔大学 

●酪農学園大学 

  

114

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

設置形態 国立大学法人（12学部 17学院 1教育部） 

学生数 17,522人 

所在地 〒060-0817 

北海道札幌市北区北 17条西 8丁目 

●支援組織名称  北海道大学特別修学支援室 

学内支援組織図 

●スタッフ 室長 1名、専任相談員 1名、兼任相談員 4名 

コーディネーター1名、事務職員 1名 

支援学生 74名 

聴覚障害学生 公表せず 
学部生 公表せず 

院生 公表せず 

視覚障害学生 公表せず 

肢体障害学生 公表せず 

 

入学式・卒業式 

・入学式は字幕提示。 

・卒業式は対象者がいれば、パソコ

ンノートテイクを実施。 

補聴支援機器の貸与 ・パソコンノートテイクが不要な場

合、パソコンノートテイクが難しい

環境の場合、パソコンノートテイク

と併用することで、より効果が得ら

れる場合等に補聴支援機器を貸与。 

（2016年度利用学生 2名） 

他大学との遠隔情報保

障実験 

・他大学からの依頼を受け、遠隔情

報保障実験に参加。 

動画字幕用テキスト作

成 

・オープンコースウェアの授業動画

の字幕作成補助。報酬はノートテイ

クと同額。 

代筆支援 ・代筆支援の講座を受講後、活動。

（2016 年度利用学生 1 名）報酬は

ノートテイクと同額。 

提供しているサービス ノートテイク（パソコン・手書き） 

利用者数 

・2016 年度 3 名（学部生 2 名、院

生 1名） 

・オープンキャンパス 3名（高校生

2名、保護者 1名）  

ノートテイカー数 ・2016年度 74名 

サービス提供時間数 
・授業、集中講義、各種ガイダンス、

各種フォーラム等 

報酬および経費 ・820円～1,120円 

募集方法 ・ポスター掲示 ・電光掲示板 

・三角ポップ（各食堂）  

・新入生ガイダンスでの説明 

コーディネート方法 ・特別修学支援室スタッフがコーデ

ィネートを担当。テイカーの負担を

考え、活動は上限週 2コマ（同日不

可）を基本としている。 

養成方法 ・養成講座を実施。時期を問わず、

支援学生希望者に合わせて不定期

に開催している。講師は、特別修学

支援室の相談員の教員とコーディ

ネーター。受講終了後に実際の講義

での研修も行う。 

本学ノートテイク・パ

ソコン要約筆記の特徴 

・講義内容により、3人同時の連携

入力を行い、情報の質と量を維持。 

・スキルアップのため、利用学生・

支援学生が協力して研修や練習会

を不定期に行っている。 

障害のある学生の理解と 

支援学生の育成 

サービス向上を目指して 

障害のある学生に対する理解啓発と質の高い修学支援

を推進するためには、支援学生の育成が不可欠です。 

北海道大学では、一昨年度から全学教育部の授業科目の

中で「キャンパス・アクセシビリティ入門」（昨年度まで

「学びのユニバーサルデザイン入門」）を開講し、支援学

生の育成に努めています。 

問い合わせ先 北海道大学特別修学支援室 

電話/FAX：011-706-7473 

E-mail：udl@academic.hokudai.ac.jp 

参考資料 特別修学支援室ＨＰ 

https://www.hokudai.ac.jp/gakusei/campus-life/suppo

rt/tokubetsu-shien.html 

 

ノートテイク・パソコン要約筆記 

北海道大学 

その他の支援 

『英語テイカーの養成の試み』 

北海道大学では、語学の授業だけでなく、英語による講義、演

習が実施されることがあります。また、ゼミや研究室での報告会

においても、留学生が英語で研究発表をする場合があります。 

北大の支援学生は、とても優秀な人材が揃っていますが、英語

によるパソコンノートテイクとなると、日本語でのテイクとは勝

手が違い、戸惑うこともあるようです。 

そこで、今年度は、国際連携機構と協力して、英語でパソコン

ノートテイクのできる支援学生の養成を試行してみました。 
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設置形態 私立大学 

学生数 約８，０００人 

所在地 〒062-8605 

札幌市豊平区旭町４－１－４０ 

●支援組織名称 北海学園大学障害学生支援委員会  北海学園大学には５つの学部(経済学部/経営学部/法

学部/工学部/人文学部)がありますので、各学部から教員

１名・職員１名が障害学生支援委員となり、授業担当者

や関係教職員への配慮依頼や連絡調整を行なっていま

す。障害学生支援委員会事務局の学生部は、情報の蓄積

やコーディネート、相談受付などのサポートを行なって

おり、加えて入試課・キャリア支援センター・図書館な

どの各部局からも委員が選出され、連携して支援にあ

たっています。 

●スタッフ 教職員１６名 

聴覚障害学生 １名  
学部生 １名 

院生  

視覚障害学生  

肢体障害学生 ５名 

 

提供しているサービス ノートテイク、パソコン要約筆記を短期間試験的に行なっている 

利用者数 １名  
学部生 １名 

院生  

ノートテイカー数 １０名程度 

募集方法 

必要なときに、利用学生当人および関係教員からゼミ生などに呼びかけ募集し

ている。講習会の募集はポスター掲示。 

コーディネート方法 

聴覚障害学生の所属している学科の障害学生員が連絡調整を行い、障害学生支

援委員会委員長および、学生課職員がサポートしている。 

 

養成方法 
必要なときに、ノートテイカー養成講座を実施している近隣の大学にお願いし

て、養成講座を開催している。 

ノートテイク・パソコン要約筆記 

北海学園大学 

相談・問い合わせはＨＰ窓口から 

いつでも受け付けています！ 

これまでの聴覚障害学生支援とこれから 

 北海学園大学にはこれまで聴覚障害学生は２名しか在籍していません。最初の学生さんが入学した時には、支援のためのサー

クルを作り、何度も講習会を開催しサポートしましたが、当該学生が卒業後はサークルも休眠状態となってしまいました。今、

短期的に情報保障が必要となり、札幌学院大学のご支援を得て講習会を開催し要請を行なっています。今後はサークルを中心

に持続的に支援体制を整えていきつつ、FD等の機会を利用して障害学生支援の理解啓発を行いたいと考えています。 

問い合わせ先 

障害学生支援委員会委員長 鈴木美佐子（csc@hgu.jp） 
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設置形態 私立大学 

学生数 約８，０００人 

所在地 〒062-8605 

札幌市豊平区旭町４－１－４０ 

●支援組織名称 北海学園大学障害学生支援委員会  北海学園大学には５つの学部(経済学部/経営学部/法

学部/工学部/人文学部)がありますので、各学部から教員

１名・職員１名が障害学生支援委員となり、授業担当者

や関係教職員への配慮依頼や連絡調整を行なっていま

す。障害学生支援委員会事務局の学生部は、情報の蓄積

やコーディネート、相談受付などのサポートを行なって

おり、加えて入試課・キャリア支援センター・図書館な

どの各部局からも委員が選出され、連携して支援にあ

たっています。 

●スタッフ 教職員１６名 

聴覚障害学生 １名  
学部生 １名 

院生  

視覚障害学生  

肢体障害学生 ５名 

 

提供しているサービス ノートテイク、パソコン要約筆記を短期間試験的に行なっている 

利用者数 １名  
学部生 １名 

院生  

ノートテイカー数 １０名程度 

募集方法 

必要なときに、利用学生当人および関係教員からゼミ生などに呼びかけ募集し

ている。講習会の募集はポスター掲示。 

コーディネート方法 

聴覚障害学生の所属している学科の障害学生員が連絡調整を行い、障害学生支

援委員会委員長および、学生課職員がサポートしている。 

 

養成方法 
必要なときに、ノートテイカー養成講座を実施している近隣の大学にお願いし

て、養成講座を開催している。 

ノートテイク・パソコン要約筆記 

北海学園大学 

相談・問い合わせはＨＰ窓口から 

いつでも受け付けています！ 

これまでの聴覚障害学生支援とこれから 

 北海学園大学にはこれまで聴覚障害学生は２名しか在籍していません。最初の学生さんが入学した時には、支援のためのサー

クルを作り、何度も講習会を開催しサポートしましたが、当該学生が卒業後はサークルも休眠状態となってしまいました。今、

短期的に情報保障が必要となり、札幌学院大学のご支援を得て講習会を開催し要請を行なっています。今後はサークルを中心

に持続的に支援体制を整えていきつつ、FD等の機会を利用して障害学生支援の理解啓発を行いたいと考えています。 

問い合わせ先 

障害学生支援委員会委員長 鈴木美佐子（csc@hgu.jp） 
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設置形態 私立大学 

学生数 ４３９８人 

所在地 〒００４－８６３１ 

札幌市厚別区大谷地西２丁目３番１号 

●支援組織名称 ① 北星学園大学アクセシビリティ支援室 

② 北星学園大学アクセシビリティ支援委員会 
 

●スタッフ   ① 教員 2名（うち臨床心理士 1名）、職員 4名 

        ② 教員 3名 職員 3名 

聴覚障害学生 4 名  
学部生 4 名 

院生 0 名 

視覚障害学生 2 名 

肢体障害学生 1 名 

 

入学式・卒業式での 

字幕提示、原稿提供 

対象者がいれば字幕提示を実施して

いる。（今年度の入学式で実施） 

補聴機器の貸与 大・中教室で利用可能なデジタルワ

イヤレス補聴援助システムを導入。 

（ゼミや討論時に使用可能なサブマ

イクも複数台あり。） 

オープンキャンパ

スにおけるノート

テイク支援 

オープンキャンパスでノートテイク

を希望する方に対して情報保障とし

てノートテイカーを配置。 

視覚教材（映像）へ

の字幕付け支援 

授業内で映像を使用する際に事前に

教員から映像を借りて映像に字幕付

を行っている。 

提供しているサービ

ス 

ノートテイク（手書き） 

ノートテイク（ポイントテイク） 

パソコンテイク 

利用者数 5 名 
学部生 5 名 

院生 0 名 

ノートテイカー数 31 名（NT 5 名／PC 25 名） 

サービス提供時間数 週 35 コマ（NT 3 コマ／PC 32 コマ） 

募集方法 掲示板に募集ポスターを掲示、教員か

らの呼びかけを行ってもらうほか他

言語のテイカーが不在の場合には個

別に案内を行う。 

コーディネート方法 アクセシビリティ支援室のコーディ

ネーターが配置等を実施する。利用学

生・支援学生と定期的に話し合い、よ

り良い支援を目指している。 

養成方法 ノートテイカー養成講座を前期と後

期（春休み期間）に各全 8 回実施。 

レベルにより、スキルアップ講習会や

自主練習も随時行っている。 

本学ノートテイク・ 

パソコンテイクの特

徴 

前期と後期に報告会を開催し、利用学

生・支援学生が話し合う機会を設けて

いる。本学のノートテイクの特徴とし

て、他言語、グループワーク、ガイダ

ンス等の移動しながらの支援も行っ

ている。 

ノートテイク・パソコンテイク 

北星学園大学 

その他の支援 

学内支援組織図 
 

 

他言語の修得やグループワークなど 

利用学生と話し合いながら最大限の 

支援を決定しています。 

学長 

副学長 

アクセシビリティ支援室 

☆★本学の取り組み★☆ 
 

サービス向上を目指して 

これまでも障害学生支援は行っていましたが、アクセシ

ビリティ支援室が発足して２年が経ちました。 

 学生をはじめ教員にもアクセシビリティ支援室で行っ

ている支援活動について広く知ってもらうために、アクセ

シビリティ支援室ガイドやリーフレット、支援機器の使い

方などをわかりやすく説明する資料を作成しています。 

問い合わせ先 北星学園大学 アクセシビリティ支援室 

電話 011-891-2731／FAX011-895-2500 

E-mail：acc-support@hokusei.ac.jp 

参考資料 

教職員のためのアクセシビリティ支援室ガイド 

北星学園大学アクセシビリティ支援室リーフレット 
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 設置形態 私立大学 

学生数 2,104人（短大・大学院含） 

所在地 〒069-8511 

北海道江別市文京台 23番地 

●支援組織名称  

北翔大学 障がい学生支援室（特別サポートルーム） 

URL http://www.hokusho-u.ac.jp/studentlife/supportroom/ 

学内支援 

今年度より新たに「障がい学生支援室」を設置。 

障がいその他の理由によって大学生活を送ることに困難

を感じる学生に対して、より充実した学生生活を送れるよ

う、必要な支援を提案、提供している。 

また、テイカーをはじめ、各学科の教員や、 

その他大学職員と協働し、障がいを持つ学生一人一人の

ニーズに応えていく。 

●スタッフ 教職員 3名 学生スタッフ 31名 

聴覚障害学生 3名  
学部生 3名 

院生 0名 

視覚障害学生 0名 

肢体障害学生 2名 

 

提供しているサービス ノートテイク・パソコンテイク 

利用者数 2名  
学部生 2名 

院生 0名 

ノートテイカー数 31名（NT、PC） 

サービス提供時間数 週 21コマ（今年度前期） 

報酬および経費 
800円/1回 

※内容による変動有 

募集方法 
・校内掲示板に募集ポスターを掲示 

・新入生・前期・後期オリエンテー

ション時に活動紹介と募集告知 

・口コミによる勧誘 

コーディネート方法 ・障がい学生支援室スタッフによる

依頼相談・受付、配置等の連絡調

整を行う。 

 

養成方法 先輩テイカーが講師となり、 

下記講座を実施 

〇4月 既存テイカー対象講座 

〇年 2回（前期と後期） 

・新人養成講座 9時間 

(実技 3時間含） 

・PCテイカー養成講座 9時間 

（実技 3時間含） 

入学式での手話通訳者

設置 

入学式、卒業式及び各種式典におい

て手話通訳によるサポート有 

（外部委託） 

その他 

 

 

・オープンキャンパスでのサポート

対応可（NT・PC） 

※事前連絡要 

 

本学特徴 ・教室での通常授業、及び、グルー

プワークに対し、ノートテイクや

PC テイクを行うほか、校内での

移動授業に対しても可能な限り

対応する。 

 

養成への取り組み 今年度は特に PC テイクに力をい

れ、既存テイカーだけでなく、新人

テイカーにも講習を行う（参加は自

由）。また、新人テイカーに対して

は、先輩テイカーによる実技指導や

アドバイス等の機会を設け、育成に

も力をいれている。 

 

ノートテイク・パソコンテイク 

北翔大学 

その他の支援 

学生と教職員の連携による、 

きめ細やかなサポート！ 

 

今年度からの新たな取り組みとして、オープンキャ

ンパス開催時、（要請により）パソコン及び ipad、ま

たはノートテイクと場所に応じて最適な形で支援を

行う。 

 

新規取り組み サービス向上を目指して 

学生の主体性を尊重し、先輩テイカーや、外部

講師指導によるノートテイク、パソコンテイク

等の講習会を定期的に行い、技術の向上を目指

すとともに、各種支援機器の充実も図り、利用

学生のニーズに応えていく体制を整える。 

 

 

問い合わせ先 

北翔大学 障がい学生支援室 

(特別サポートルーム) 

電話：011-387-3392 

mail：tokusapo@hokusho-u.ac.jp 
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 設置形態 私立大学 

学生数 2,104人（短大・大学院含） 

所在地 〒069-8511 

北海道江別市文京台 23番地 

●支援組織名称  

北翔大学 障がい学生支援室（特別サポートルーム） 

URL http://www.hokusho-u.ac.jp/studentlife/supportroom/ 

学内支援 

今年度より新たに「障がい学生支援室」を設置。 

障がいその他の理由によって大学生活を送ることに困難

を感じる学生に対して、より充実した学生生活を送れるよ

う、必要な支援を提案、提供している。 

また、テイカーをはじめ、各学科の教員や、 

その他大学職員と協働し、障がいを持つ学生一人一人の

ニーズに応えていく。 

●スタッフ 教職員 3名 学生スタッフ 31名 

聴覚障害学生 3名  
学部生 3名 

院生 0名 

視覚障害学生 0名 

肢体障害学生 2名 

 

提供しているサービス ノートテイク・パソコンテイク 

利用者数 2名  
学部生 2名 

院生 0名 

ノートテイカー数 31名（NT、PC） 

サービス提供時間数 週 21コマ（今年度前期） 

報酬および経費 
800円/1回 

※内容による変動有 

募集方法 
・校内掲示板に募集ポスターを掲示 

・新入生・前期・後期オリエンテー

ション時に活動紹介と募集告知 

・口コミによる勧誘 

コーディネート方法 ・障がい学生支援室スタッフによる

依頼相談・受付、配置等の連絡調

整を行う。 

 

養成方法 先輩テイカーが講師となり、 

下記講座を実施 

〇4月 既存テイカー対象講座 

〇年 2回（前期と後期） 

・新人養成講座 9時間 

(実技 3時間含） 

・PCテイカー養成講座 9時間 

（実技 3時間含） 

入学式での手話通訳者

設置 

入学式、卒業式及び各種式典におい

て手話通訳によるサポート有 

（外部委託） 

その他 

 

 

・オープンキャンパスでのサポート

対応可（NT・PC） 

※事前連絡要 

 

本学特徴 ・教室での通常授業、及び、グルー

プワークに対し、ノートテイクや

PC テイクを行うほか、校内での

移動授業に対しても可能な限り

対応する。 

 

養成への取り組み 今年度は特に PC テイクに力をい

れ、既存テイカーだけでなく、新人

テイカーにも講習を行う（参加は自

由）。また、新人テイカーに対して

は、先輩テイカーによる実技指導や

アドバイス等の機会を設け、育成に

も力をいれている。 

 

ノートテイク・パソコンテイク 

北翔大学 

その他の支援 

学生と教職員の連携による、 

きめ細やかなサポート！ 

 

今年度からの新たな取り組みとして、オープンキャ

ンパス開催時、（要請により）パソコン及び ipad、ま

たはノートテイクと場所に応じて最適な形で支援を

行う。 

 

新規取り組み サービス向上を目指して 

学生の主体性を尊重し、先輩テイカーや、外部

講師指導によるノートテイク、パソコンテイク

等の講習会を定期的に行い、技術の向上を目指

すとともに、各種支援機器の充実も図り、利用
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電話：011-387-3392 

mail：tokusapo@hokusho-u.ac.jp 
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設置形態 私立大学 
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●札幌学院大学 Ａ 学外実習 

●札幌学院大学 Ｃ ノートテイク育成講習会 

●北星学園大学 アクセシビリティ支援室 Note Takers 

●北翔大学 

●宮城教育大学 Ｂ 学生運営スタッフ 

●首都大学東京 ダイバーシティ推進室 

●愛知教育大学 情報保障支援学生団体「てくてく」 

●立命館大学 つながる 

●東北福祉大学 障害学生サポートチーム 

●大阪教育大学 障がい学生修学支援ルーム 

 

聴覚障害学生支援に関する 

実践事例コンテスト 2017 

発表内容紹介 
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ケーキやお菓子を食べながら手話
を用いたゲームやおしゃべりをし
ます。 

 

新人テイカーを育成するため、 
春休み、前期、後期と講習会を行います。 
テイカーデビューへの第一歩！ 

入学した利用学生と顔合わせも含めた歓迎会。お菓子を食べながらお
しゃべりやゲームをします！今年は絵の伝言ゲームを行いました！ 
 

教員が作ったカレーを食べながら、前期の支援活動を労い、支援の振
り返りを行います。おしゃべりする時間も！ 

前期にテイク講習会を受講し、新たに支
援に携わる学生の任命式を行います。

アクセシビリティ・学生スタッフ：大学が支援活動を公的に認める活動として、支援活動に関わ
る学生(支援学生と利用学生)全員を示す名称。 
交流の目的：支援活動に関わる学生同士交流するためのきっかけづくりを行う。 

 連絡先 札幌学院大学サポートセンター(e-mail:shien@ims.sgu.ac.jp) 
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盲ろう学生の授業における

筑波技術大学 大学院 技術科学研究科 情報アクセシビリティ専攻

意思表明

大学側の準備

情報保障

フォロー

①触手話通訳

②パソコン通訳

・聴覚障害者向けの手話通訳者とは別に、触手話通訳者を配置

・専門性の高い通訳者の養成

・パソコン文字通訳の点字表示対応

・視覚的情報（板書や資料などの情報）

・パソコン通訳では
対応できない情報（学生の発言など）のサポート

触手話通訳 パソコン通訳

ノートテイク その他

✧資料等の代読、図・写真の解説

✧教職員・学生とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの支援 通訳

✧学内での移動支援

筑波技術大学大学院 技術科学研究科 情報アクセシビリティ専攻 特別支援ＷＧ
お問い合わせ先

独自の学修支援体制の構築

利用者の声： 皆さんの盲ろう学生に対する理解と丁寧な支援のおかげで充実して学生生活を過ごせています。後輩のためにもできることは、

これからも大学側と一緒に盲ろう学生にあるべき支援体制を考えていきたいと思います。

支援者の声： 支援を始めてまだ半年で、今も色々試みていることがありますが、利用者のニーズにきちんと応えられているか確認しながら、

利用者が満足できる支援ができるよう努めたいと思います。

教職員の声： 盲ろう者の入学をきっかけに新しい世界がひらけました。本学の威信と誇りをかけて、今できるベストな支援体制を作り上げて

いきたいです。
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 障がい学生支援チーム 

★手話サークル 

講義中にはサポートしてもらっているろう学

生が先生となり、全国手話検定合格へ向けて

オリジナルゲームをしながら楽しく手話を勉

強しています。昨年は3級 1人、4級1

人、5級2人と全員で合格を掴みました☆彡 

★授業サポート 

今年度から無線のパソコンを使えるようにな

り、ろう学生も健常学生同様に受講する席を

自由に選べるようになりました。 

ろう学生のサポートをしたいという仲間が新

しく9人集い、支援が厚くなりました。 

【CONTACT】金沢星稜大学 学生支援課 

ADDRESS:石川県金沢市御所町丑10-1 TEL:076-253-3925 E-mail: gakusei@seiryo-u.ac.jp 

森光佑矢にとって大学陸上の集大成となった第 23 回夏季デフリンピッ

ク競技大会。男子800m準決勝では、1分54秒 56で 2着。自らが持

つ日本ろう記録を更新しました。中長距離で圧倒的な強さを示す南アメ

リカやアフリカの選手の中で、出場したすべての競技で決勝に進出し、レ

ースを重ねるごとに自身との違いを痛感。2年後からのアジア大会、世界

選手権、デフリンピックで今回の悔しさを晴らすと意気込んでいます。 

★ろう学生・授業サポート学生が抱える課題 

手書きノートテイクでは話し手のスピードになかなか着いていけず拾える情報量に限りがあります。

聞いたことのない専門用語を急に聞くと慌ててしまいます。雑談も聞きたいです。 

★改善方法 

①障がい学生も健常学生と同程度の情報を得られる・同程度に楽しめる権利があるということを周知

する・心得ておく。（ポスター・SNSの活用・教員に直接訴える） 

②講義で出る専門用語を事前に教員から教えてもらい講義前の予習時間にキーワード化しておく。 

③「健常学生にとって楽しい雑談はろう学生も好きなはず」雑談もかかさずノートテイクする。 

人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
学
科
・
４
年
次 

１
５
０
０
ｍ 

８
０
０
ｍ 
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ｍ
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宮城教育大学 大学院
－音声認識アプリ ＵＤトーク の実践報告－

本大学院に在籍している聴覚しょうがい学生は、講義やゼミ等で教育機関プランで法人契約をしているＵＤトーク
株式会社 を活用している。今回は、本学で行っている実践事例を報告する。

１．事例紹介
１ 講義の場面
少人数による講義と 対 の講義に分けて、音声認識アプリを活用している。どの講義においても修正者をつけている。修

正方法は、 による修正と に 接続したキーボードによる修正の二通りがある。

 
 
 
 
 
 
２ ゼミの場面

教員 名、学生 名で、学生が一人ずつ研究経過を発表した上で質疑応答や議論を行っている。全員が音声認識アプリを使
用し、誤認識・誤変換の修正もしくは入力は話者以外の学生が担当するというルールで進めている。

２．音声認識アプリを使用しての支援の良い点と課題点

３．話し手と受け手の在り方

問い合わせ：宮城教育大学しょうがい学生支援室 ：
大学院教育学研究科 年 三森伸一朗 発表代表者

少人数による講義 名前後 対 の講義

聴覚しょうがい学生 修正者 話者

情報量が多い

人の手で文字に起こすより速い

手話ができなくても、
文字を起こしてくれる

話し方を意識できる

ＵＤトークの調子が悪い時の対応が難しい

誤認識・誤変換が多いと、
内容がわからない

専門用語の修正も含め
全ての誤認識・誤変換の修正は難しい

自分の認識率が低い時、
心理的ダメージを受ける

良
い
点

課
題
点

話者の認識率が高いと
負担が少ない

ゼミでの接続方法 ルール 実際の様子 ※修正者なし

実際の様子 ※修正者あり

＜受け手＞
話し手の話を理解するために、
自ら環境を変革する意識をもつ

＜話し手＞
自分の話を受け手に伝えるために、
資源を最大限活用する意識をもつ

＜理想＞

話し手と受け手が対等に話し合うことのできる環境を創る

行動 例 ・ルールを作る
・参加者から意見等を聴く

例 ・話し方に気を付ける
・話す時は挙手する

行動
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宮城教育大学 大学院
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用し、誤認識・誤変換の修正もしくは入力は話者以外の学生が担当するというルールで進めている。

２．音声認識アプリを使用しての支援の良い点と課題点

３．話し手と受け手の在り方

問い合わせ：宮城教育大学しょうがい学生支援室 ：
大学院教育学研究科 年 三森伸一朗 発表代表者

少人数による講義 名前後 対 の講義

聴覚しょうがい学生 修正者 話者

情報量が多い

人の手で文字に起こすより速い

手話ができなくても、
文字を起こしてくれる

話し方を意識できる

ＵＤトークの調子が悪い時の対応が難しい

誤認識・誤変換が多いと、
内容がわからない

専門用語の修正も含め
全ての誤認識・誤変換の修正は難しい

自分の認識率が低い時、
心理的ダメージを受ける

良
い
点

課
題
点

話者の認識率が高いと
負担が少ない

ゼミでの接続方法 ルール 実際の様子 ※修正者なし

実際の様子 ※修正者あり

＜受け手＞
話し手の話を理解するために、
自ら環境を変革する意識をもつ

＜話し手＞
自分の話を受け手に伝えるために、
資源を最大限活用する意識をもつ

＜理想＞

話し手と受け手が対等に話し合うことのできる環境を創る

行動 例 ・ルールを作る
・参加者から意見等を聴く

例 ・話し方に気を付ける
・話す時は挙手する

行動
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HP: http://ntkai.skr.jp 
Twitter: @chiba_ntkai 
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利用者 推進室

すいませーん！僕が受けている
支援についてお願いがあるんで
す……

なになに、どうしたの？

次回、道の駅で講義があるんです
けど…歩きながらの講義なので
NTは難しそうです…

そうなんだ…どういう支援だった
ら受講しやすくなる？

手話通訳とかお願いできますか？

分かりました！一度、手話
通訳で試してみましょう！

試してみて、今後似たような講義
があるときの対応方法も考えて行
きましょう。 (^^♪

愛媛大学 CBP（障がい学生支援ボランティア）

それなら、もう一度
PCNTの見直しができる

練習会を開こう
(^^♪

化学実験があるんですけど、化学記号
とか構造式が、ある程度わかる人が

いいなぁ…

古文書を読む講義で、書き下し文
とかPCで打ちにくそうだし、
先生の喋る量が多すぎて…

僕、理学部化学科
だから、化学は
任せて！

では、PCNT２人で情報量は
カバーして、書き下し文は

代筆支援１人という、3名体制は
どう？

たくさんの支援者に
会えて意見が言える、
意見交換会が〇月×日
にありますよ♪

専門用語や難しい単語などを
辞書登録していない
支援者もいて…

支援について支援者に直接
伝えたいことがあるんだけど、
機会がなかなか取れんのよ…

聴覚障害や、私たち聴覚障害学生
について、
もっとみんなに知ってほしい！
「利用者企画」って形で、合理的
配慮に関した事例を用いて、みん
なに考えてもらう企画をやってみ
るのは！？

支援のイメージが掴めなくて、
支援登録に悩んでいる人がいる
みたい。模擬テイクを開催して、
支援の体験できる企画を作って
みない？

【 愛媛大学 CBP（障がい学生支援ボランティア） ＆ 教育学生支援部 学生生活支援課バリアフリー推進室】
〒790-8577 愛媛県松山市文京町3番

TEL/FAX：089-927-8114 E-mail：bfree@stu.ehime-u.ac.jp

支援方法は利用者の意志を尊重して、
決定されます‼

C

C

支
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●  
・実施期間：2016年 8月 9日～8月 16日 
・実習内容：発掘調査 
・聴覚障害学生1名 
・テイカー：3名 
・屋外発掘調査：ノートテイク 
・屋内のミーティング：パソコンテイク 
・移動：2日、実習：6日 
 

学外実習における情報保障 
～ 考古学実習 in 置戸(おけと) ～ 

札幌学院大学 
（江別市） 
 

発掘調査現場 
（置戸町） 

ノートテイクの様子 
（遺物包含層観察） 

屋外で使用した道具 
ノートテイク・筆談に使用 

パソコンテイクの様子 
（成果報告ミーティング） 

連絡先 札幌学院大学サポートセンター(e-mail:shien@ims.sgu.ac.jp) 

・実習担当者との事前打ち合わせによる事前準備の実施要領の理解 
・学外実習におけるテイク手法の蓄積 
・情報保障に対する理解が不十分な環境における対応方法の蓄積 
・テイク講習の充実(学外での情報保障対応) 

・テイカーの専門知識 ➡ 学外実習固有の専門用語の理解 
・交代要員の必要性 ➡ 通常と異なる環境での疲労蓄積 
・屋外でのテイク環境の事前調査の必要性 ➡ 自然環境・テイク環境の違い 

 
 



129

 

●  
・実施期間：2016年 8月 9日～8月 16日 
・実習内容：発掘調査 
・聴覚障害学生1名 
・テイカー：3名 
・屋外発掘調査：ノートテイク 
・屋内のミーティング：パソコンテイク 
・移動：2日、実習：6日 
 

学外実習における情報保障 
～ 考古学実習 in 置戸(おけと) ～ 

札幌学院大学 
（江別市） 
 

発掘調査現場 
（置戸町） 

ノートテイクの様子 
（遺物包含層観察） 

屋外で使用した道具 
ノートテイク・筆談に使用 

パソコンテイクの様子 
（成果報告ミーティング） 

連絡先 札幌学院大学サポートセンター(e-mail:shien@ims.sgu.ac.jp) 

・実習担当者との事前打ち合わせによる事前準備の実施要領の理解 
・学外実習におけるテイク手法の蓄積 
・情報保障に対する理解が不十分な環境における対応方法の蓄積 
・テイク講習の充実(学外での情報保障対応) 

・テイカーの専門知識 ➡ 学外実習固有の専門用語の理解 
・交代要員の必要性 ➡ 通常と異なる環境での疲労蓄積 
・屋外でのテイク環境の事前調査の必要性 ➡ 自然環境・テイク環境の違い 

 
 

130

学生による 学生のための

テイカー育成講習会
第0回目 PT･NT合同会

・聴覚障害について
・筆談＆テイク体験

テイクってそもそも何？
という疑問を解消できるよう

説明していきます！

連絡先 札幌学院大学サポートセンター(e-mail:shien@ims.sgu.ac.jp)

実際の講義でテイクを行い、伝わりやすいテ
イクができているか先輩学生がチェック！

でも自信がない…
見極めで上手く

いかない…
そんなときは…

メンター練習！

先輩と実際の講義でテイク
練習を行い、見極め合格に
向けてアドバイスを受けます！

見極めに2回合格

デビュー！

見極め

第1回 入力時のコツ･基本操作

まずはお互いの緊張を解くため、
肩の力を抜いて講習をしています！

第2回 IPtalk･パソコンテイクのルール

自由にパソコンを操作する時間を
設け、次世代テイカーの
自主性を育みます！

第3回 準備と片付け･連携入力

実践的な内容も始まるので、

ここからが本番！

第4回 ログの保存方法

慣れてきた頃だと思うので、
速さと正確さを両立できるように

指導していきます！！

第5回 模擬講義テイク

実際に先生に来ていただき、
講義をしてもらいます！

今まで培った力を発揮する時！

第1回 要約の仕方

第2回 ノートテイクのルール

第3回 補記について

第4回 模擬講義

第5回 英語の模擬講義テイク

ルールを身に着けて貰えるよう、
練習文章を学生自ら作成し、

使用しています！

筆記に慣れてもらえるよう、
受講生の手の動きを確認しながら、
できるだけゆっくり進めています！

資料の他に実際のテイクで
遭遇したトラブルがあれば、
対処法も伝えています！

情報量が増えているかなど、
利用学生に伝わりやすいテイクが
できているかを見ています！

英語の講義は教員によって進め方が
異なるため、講師学生の経験を
共有するようにしています！

PT NT
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コミュニ 

ケーション 

授業外の

支援 

北星の 

とりくみ 

 

北星学園大学 Note Takers 

北星学園大学アクセシビリティ支援室 

〒004-8631 札幌市厚別区大谷地西 2 丁目３番 1 号 

電話：011-891-2731(代表)  

E-mail：acc-support@hokusei.ac.jp 

 

より良いサポート活動のために… 

テイカー・利用学生・支援課の 

円滑なコミュニケーションが重要 

↓ 

前期・後期報告会を開催 

活動の報告や反省、ゲームなどで

親睦を深め、より円滑なコミュニ

ケーションが可能に 

 

他言語 

より良いサポート活動のために… 

・ノートテイカー 

PC テイク、手書きテイク 

ポイントテイク 

・その他 

補聴援助システム、電子ノート 

などの支援が充実 

多種多様な

支援 

より良いサポート活動のために… 

幅広い言語に対応可能 

英語、韓国語、中国語 

フランス語、ドイツ語 

↓ 
状況に応じた目で見て内容が理解

できるようなサポート体制 

より良いサポート活動のために… 

課外活動、宿泊オリエンテーション、

チャペル礼拝、キャンパス説明会など

多様なニーズに応じた支援の充実 

↓ 

入学希望の本学生以外の利用者への

支援体制も整備 
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学生と特別サポートルームの協働による
情報保障支援活動の発展～テイク講習会を通して～

北翔大学

11
10 10

9

7 7 7 7
6 6

5
4

0

Q3.テイク講習会に参加して学んだこと
(複数回答)

Q3-8 「ノートテイクの表記方法」について
Q3-1 「聴覚障害」について
Q3-4 「ノートテイク」について
Q3-7 「要約の方法」について
Q3-2 「支援」について
Q3-3 「情報保障」について
Q3-9 「連携入力の方法」について
Q3-12 「支援者として活動するということ」について
Q3-5 「パソコンテイク」について
Q3-11 「自分の苦手なところ」について
Q3-6 「北翔大学の聴覚障害学生支援」について
Q3-10 「トラブルへの対処方法」について
Q3-13 その他

問い合わせ先
北翔大学 障がい学生支援室(特別サポートルーム)
担当 入江・鈴木 TEL：011-387-3392 ／メール：tokusapo@hokusho-u.ac.jp

今後の展望・課題
(「Q6.テイク講習会の改善点」の回答を含む)
• ユーザーの声(「もっとこうしてほしい」な
どのニーズや感じていること)を知りたい。

• 今後は、講師を担当できる学生も養成して
いかなくてはならない。

• 講師が一方的に話すだけではなく、スライ
ドの穴埋めなどを用いて、双方向のやりと
りをして楽しく受講できるような工夫をし
ていかなくてはならない。

考察
• 講習会を行うことで、テイクの基本的な方
法やユーザーがどのような人なのかという
ことを理解して現場に臨むことができる。

• 学生が主体となって行う講習会では、現場
での経験談やアドバイスを学生から直接聞
くことができる。そして、それらをふまえ
た実践や経験を現場で重ねることで、テイ
カーの技術や自信を育むことにつながる。

結果・成果
①学生(テイカー・ユーザー)の休講や補講、
代理テイクの依頼といった連絡をリアルタ
イムで行うことができた。

②16名の学生からテイクの活動を行いたいと
いう申し出があった。

③講習会を受講した13名の学生が新人テイ
カーとしてデビューすることができた。

④15名の学生から回答を得ることができた。

• 2016年4月1日より特別サポートルームが
設置された。

目的
• 学生と大学(特別サポートルーム)が連携し
て取り組んだ情報保障支援活動における工
夫とその発展について考察していく。

背景・目的
背景

方法(取り組んだ内容)
①LINEグループの作成
②オリエンテーションでの新規テイカー募集
③テイク講習会の実施
④テイク講習会受講者へのアンケートの実施

参加者の声
「Q5.テイク講習会の感想」(一部抜粋)

• ユーザーが見やすい・わかりやすいと感じられる
書き方やユーザーへの気配りについて意識できる
ようになった。

• 自分にテイカーが務まるか不安だったが、講習会
で練習を重ねるうちにテイクが楽しいと思えた。

テイク講習会の内容
ノートテイク講習会 パソコンテイク講習会
①支援・聴覚障害
②要約・省略
③実際の授業に対応
するために

①タイピング
②IPtalkの使い方
③連携入力
※2017年度前期は、すでにノートテイカー
として活動している学生を対象に行ったた
め、「支援・聴覚障害」については免除。

模擬テイク(見極め試験)
合格

デビュー
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宮城教育⼤学しょうがい学⽣⽀援室
聴覚しょうがい部会 学⽣運営スタッフ

聴覚しょうがい学⽣と⽀援学⽣が
体験を踏まえながら
PR活動を⾏うことで…
全員がテイクについて
知ることができる︕

【募集】
・新⼊⽣オリエンテーション
・必修の講義でのPR活動
（アンケート配布）

〜問い合わせ先〜 宮城教育⼤学 しょうがい学⽣⽀援室
TEL・FAX ０２２－２１４－３６５１
E-mail csd＠adm.miyakyo-u.ac.jp

マニュアルを配布し、
実際にテイク体験をすることで、

テイクの具体的な
イメージをもつことができ…

登録者が増える︕

【登録】
・ノートテイク説明会
・テイク体験

テイク経験が豊富な⼈や
聴覚しょうがい学⽣から

アドバイスをもらうことで…
テイク技術の向上に

つながる︕

【養成】
・⽉に２回程度のテイク練習

聴覚しょうがい学⽣・⽀援学⽣同⼠
の出会いの場を設けることで…
よりよい関係性の向上に

つながる︕

【交流】
・顔合わせ会
・芋煮会
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宮城教育⼤学しょうがい学⽣⽀援室
聴覚しょうがい部会 学⽣運営スタッフ
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E-mail csd＠adm.miyakyo-u.ac.jp
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～支援の準備から軌道にのせるまでの半年間の取り組み～

↓支援学生募集説明会

【助走期間】

 

 問い合わせ先 首都大学東京 ダイバーシティ推進室 〒 東京都八王子市南大沢

： （直通） ： ：

【 年度までの状況】
聴覚障がい
学生
０人

支援学生の経験
支援学生の人数
支援のイメージ

※手話講習会、 テイク・ノートテイクの講習会は開催していた
※障がい学生支援制度はあった

でも…
実践の場が無かった！！

視覚障がい
学生の活躍

↑

月 入学式・新入生歓迎会（学生主催）での支援
月 入学前学習会での テイク

↑（合格） 入学する障がい学生を交えた講習会
月 オープンキャンパスでの テイク

不足

【課題】
 支援学生不足
 主催者・教員との情報共有不十分

（特に主催者が学生のときは困難だった）

・ ガイダンスで障がい学生が
呼びかける

・ 支援学生募集説明会
・ 募集用パンフレットの作成

① 事前ガイダンス
② テイク・ノートテイク講習会
③ 支援見学・体験

①～③受講後、支援開始
・ タイピング練習
・ 支援学生勉強会

・定例会の開催
・授業申し送りノートの作成
・メーリスや の活用
・コミュニケーションボードの活用
・ダイバーシティ推進室の存在
・教員への配慮依頼

学生の意見が

反映しやすい

障がい学生が

全プロセスに関与

とりあえずやって

みる姿勢

フラットな関係

（相談しやすい雰囲気）

私たちの

強み

【振り返り】
・ 登録人数が増え、層が厚くなった
・ 半年で支援体制を整えることができた
【課題】
・ 支援学生の活動を学生、教員に知ってもらう
・ 他キャンパスでの支援体制の構築
・ 支援学生間の情報共有の仕組みづくり
・ グループディスカッションや理系科目の支援

募集 共有育成

テイク→

↓交流会

支援学生間の
技術差

↑
定
例
会

支援学生
約 名

（ ）
⇒約 名
（ ） 

利用学生
５名

うち聴覚障がい
学生２名

前期支援
（授業・授業外）

約 回
 
【支援メニュー】
・ テイク
・ノートテイク
・文字起こし
・音声認識
（ トーク）

・手話通訳※

※外部委託

テーラ
（支援学生作成マスコット）
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支援技術研修会

○情報保障に対する心得
○大阪大学中野先生による講義
○テイクの記録，再生による検討
○情報保障体験

理解啓発活動

○タイピング速度大会
○イヤーマフを用いた筆談
○合理的配慮に関するパネル展示
○パンフレットの作成・配布

愛知教育大学
情報保障支援学生団体「てくてく」

支援学生の養成

○月2回 練習会実施
○練習会用の教材作成
○運営学生による各種講座の開催
（パソコンテイク，ノートテイク
遠隔テイク，字幕付け）

支援の質の比較

問い合わせ先
情報保障支援学生団体「てくてく」mail：tekuteku@t.ics.aichi-edu.ac.jp

原文 2人打ち

1人打ち(全文)1人打ち(要約)
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全国の大学進学率は約60％。(平成29年度)
一方、ろう学校からの大学進学率は

約36％。(平成29年度)
【参考データ】文部科学省 学校基本調査

(平成24年度～29年度より)

どう思いますか？

現状

課題企画

聴覚障がいを持っている学生をはじめ、障害学生支援室の学生スタッフ、手話サークルのメンバー、
聾学校でのボランティア活動に参加しているメンバーで構成されています。

『大学と聾学校、健聴者とろう・難聴者をつなげ、橋渡しをしたい！』
そんな思いから生まれた団体「つながる」。

【お問い合わせ先】つながる 連絡先：tsunagaru17.rits@outlook.com

この団体って？

ミニ・オープンキャンパスとは？

オープンキャンパス…
で・す・が

少し変わった企画なんです！

それは何かというと・・・
☆ろう学校の中等部・高等部を

対象としている！
☆PCテイクを使った情報保障を体験！
（キャンパスツアーでは手話通訳も！）

現在は京都府立聾学校を中心に
参加して頂いています♪

詳しい企画内容は、ブースにあります、
動画・レジュメをご覧ください！

大学進学を考えない？
考えることが出来ない？

0%
15%
30%
45%
60%
75%

大学進学率

全体 ろう学校

課題も・・・

▶進学に関する情報が不足している。
⇒規模を広げ、参加校を増やす？
（本企画に他学校も参加してもらい、
進学を考える生徒との交流を通して、進
学に関する情報交換の場を提供する。）

▶大学での学びや情報保障の体験をす
る機会が不足している。

⇒様々な大学を知るために、
本企画を全国区に広げる？

▶ろう学校と大学との連携が取れて
いない？



137

東北福祉大学 障がい学生サポートチーム

障サポに所属するメンバーすべての声を、
どう取り入れ活動につなげていくか…

〔お問い合わせ先〕 東北福祉大学 障がい学生支援室
住所：宮城県仙台市青葉区国見1-8-1
TEL:022-301-1291 FAX:022-207-1839 E-mail：support@tfu-mail.tfu.ac.jp

これからは？

昨年 今年

今年度、4年ぶりに利用学生が入学して、今までのサポーター養成方法を見直し
ました。さらにサポーターが活動に参加しやすい環境づくりも目指してきました。

結びつきを大切に

課題

みんなの声が見える＝情報共有が大事
参加しやすい雰囲気、環境づくりにより、
ひとりひとりの役割を生かした活動にする。

講習会
90分
1回

不安…
テイクなんて、
できるのかな？

学内
テイク
活動
減少

前期は週19コマテイク
派遣できた！！

障がい
理解の
強化

授業内
実践
練習

講習会
90分
2回

希望に
合わせた
講習

コミュニ
ケーション
タイム
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東北福祉大学 障がい学生サポートチーム

障サポに所属するメンバーすべての声を、
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TEL:022-301-1291 FAX:022-207-1839 E-mail：support@tfu-mail.tfu.ac.jp

これからは？

昨年 今年

今年度、4年ぶりに利用学生が入学して、今までのサポーター養成方法を見直し
ました。さらにサポーターが活動に参加しやすい環境づくりも目指してきました。

結びつきを大切に

課題

みんなの声が見える＝情報共有が大事
参加しやすい雰囲気、環境づくりにより、
ひとりひとりの役割を生かした活動にする。

講習会
90分
1回

不安…
テイクなんて、
できるのかな？

学内
テイク
活動
減少

前期は週19コマテイク
派遣できた！！

障がい
理解の
強化

授業内
実践
練習

講習会
90分
2回

希望に
合わせた
講習

コミュニ
ケーション
タイム
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今 ま で 、 ル ー ム に

集まってきた人　　
今 、 ル ー ム に

集まる人
そ し て 、 こ れ か ら も

集まり続ける人

た く さ ん の 人 が 集 ま り 、 活 動 や 雰 囲 気 を
創 り 出 す ル ー ム を ハ チ の 巣 の イ メ ー ジ で
表 現 し ま し た 。
ハ チ は 集 ま っ て 部 屋 を 作 り 、 巣 を 発 展 さ
せ ま す 。 今 あ る も の 、 今 足 り な い も の を
可 視 化 し 、 ル ー ム の 更 な る 成 長・ 発 展 に
繋 げ た い と 考 え て い ま す 。

障がい学生修学支援ルーム
E-mail: sienroom@cc.osaka-kyoiku.ac.jp
TEL:072-978-3479

気軽に来れる！
気楽な交流の場
お茶も完備！！

交
流

利
用
学
生

研
修

支援ルーム
支えているのは、

優しい教職員さん、
卒業生や学生たち、

フリースペースです！

新入生歓迎会
4 月半ばにやります！

…が広報不足で、
認知度が低いです。

テイカー募集
チラシ、HP、
スカウトなど

始まりはいろいろ

手話講座
利用学生が講座形式で

教えます。
短期間で手話力 UP !

手話わいわい
手話をやってみる、

楽しむきっかけに…

利用学生との
面談

利用学生への
ガイダンスと

ニーズ把握

特待生
先輩テイカーが

テイクのコツを熱く
伝授します！

応用研修
支援について、
実践も含めて

詳しく学びます！

利用学生の
意思表明

もっと自分の言葉で
伝えたい！

もっと教員と
話したい！

利用学生の
意思表明

もっと自分の言葉で
伝えたい！

もっと教員と
話したい！

手話支援
授業形態によっては

手話支援も行いますが
現状できる人が少なく

研修もありません。

利用学生も支援を
もっと知りたい！学びの場

利用学生も支援の
内容やシステム
などを学べる。

遠隔支援

 active

 inactive

 

 

教職員による 

聴覚障害学生支援 

実践発表 2017 

【前半発表】 

●北海道大学大学院 情報科学研究科 

●東北福祉大学 障がい学生支援室 

●明治学院大学 学生サポートセンター 

●関西学院大学 総合支援センタ― 

●大阪大学 キャンパスライフ健康支援センター Ａ 

●日本学生支援機構 学生生活部 障害学生支援課 

【後半発表】 

●宮城教育大学 しょうがい学生支援室／東北福祉大学 障がい学生支援室 

●筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 

●東京学芸大学 障がい学生支援室 

●首都大学東京 ダイバーシティ推進室 

●群馬大学 学生支援センタ― 障害学生支援室 

●大阪大学 キャンパスライフ健康支援センター Ｂ 

●公益財団法人 大学コンソーシアム京都 学生交流事業部 
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PC ノートテイク分析による 

アシスタントシステムの検討 
 

北海道大学大学院 情報科学研究科 

平井 康義  伊藤敏彦 

 

 北海道大学において，筆者は利用学生として PC ノートテイクを利用している．講義音声を

単独で PC ノートテイクする実験を行い，利用者の観点から，工学的に補助できるかどうか

を示し，システム案を提示する． 

1. PC ノートテイクデータの収集 

 実験として，本学の学生 10 名（テイカー5名，一般学生 5名）に対して講義音声のテイク

を実施した．講義音声は，日本語講義音声コンテンツコーパスi中の 1音声ファイルを 10 分

程の長さに切り取って用いた．また， IPtalk を模倣した単独 PC テイク Web システムを構

築し，音声の再生，発話に対する打鍵キー，入力文，入力時間の記録を行った． 

2. 収集データ分析 

 分析結果から，テイカーと一般学生を比較したとこ

ろ，テイカーは誤り訂正を行うよりも，利用学生に提

示する情報量を増やすことを優先する． 

 そこで収集データ分析のうち，テイカーが入力した

入力文に含まれる入力誤りに着目した．どのような

入力誤りが存在するかを明らかにするため，入力誤

り種別を表 1 のように定義した．定義した入力誤り

数をテイカー毎に集計した結果，表 2 のようになっ

た．表 2 から，変換誤りと不明単語が入力誤り全体

のうち大きな割合を占めることが判明した． 

3. アシスタントシステムの検討 

 分析結果より，変換誤りを改善，もしくは不明単語の検知・補正を行うアシスタントシス

テムが存在すれば，テイクの労力を削減できる可能性があることが判明した． 

変換誤りの改善に直結するものとして，「IME が行うかな漢字変換の最適化」がある．入力

者の欲する変換候補が現れやすいように，講義に用いる教科書の索引やスライドからシス

テム辞書を生成し適用する手法が有効な可能性がある． 

また，不明単語の検出・補正について，テイク文からの関連単語を生成する手法が挙げられ

る．word2vec 等を用い，意味的に類似している単語群を自動生成しテイカーに提示するこ

とによって，不明単語を類推できる可能性がある． 

i豊橋技術科学大学，http://www.slp.ics.tut.ac.jp/CJLC/ 
                                                  

誤り種別 例 

変換誤り 「私」→「渡し」 

置換誤り 「だいぶ」→「たいぶ」 

脱落誤り 「かならず」→「かな r ず」 

不明単語 「？？？」「・・」等 

挿入誤り 「実は」→「d実は」 

多重誤り 「あらわす」→「あらわあす」 

入れかわり 「ところ」→「ことろ」 

意味誤り 「定義した」→「提案した」 

表 1 - 入力誤り種別の定義 

被験者 変換誤り 置換誤り 脱落誤り 不明単語 挿入誤り 多重誤り 入れかわり 意味誤り 合計 

テイカー1 22 8 11 13 2 2 5 1 64 

テイカー2 38 1 5 18 8 4 0 0 74 

テイカー3 35 7 3 4 2 0 0 0 51 

テイカー4 30 3 1 43 2 0 0 0 79 

テイカー5 12 3 5 3 9 3 2 0 37 

表 2 - 被験者毎の入力誤り数 

問合せ先: 北海道大学大学院 情報科学研究科 平井 康義（yasu_h_@eis.hokudai.ac.jp） 

障がい学生支援活動を担う学生団体の育成 
 

東北福祉大学 障がい学生支援室 

笠岡 望（現東北学院大学、元東北福祉大学職員） 

伊藤 博子  遠藤 順子（現東北福祉大学職員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北福祉大学の障がい学生支援  → 学生団体「障がい学生サポートチーム」と連携して支援を展開 

学生団体が機能するために 
必要な運営能力 

・活動目的の制定 
・会員、備品、活動費の管理 
・活動計画の策定 
・サポート技術等活動内容の継承 

職員による後方支援 

・情報集約 

・必要物品の手配 
・学生の状態像に合わせた活動提供 
・「いつでも誰でも welcome」な 

雰囲気の醸成 

問い合わせ先 

東北福祉大学 障がい学生支援室   TEL/022-301-1291    E-mail/support@tfu-mail.tfu.ac.jp 

今後の課題 

・在籍する障がい学生に対応した支援展開のための取り組み（会員数確保、サポーターの支援技術定着等） 

・学生教育力を持った教職員の配置及び障がい学生支援に携わる教職員に対する研修体制の整備 

学生団体活動によって養成 

学生のみで 

すべてを行うことは 

負担が大きい！ 

学生の輝きが際立つ活動へ 

・学生の発想を生かしたサポーター養成講習内容の設定、イベントの実現 
・障がいの有無、種別、学年の違いを生かし、共通点を探った活動の実施 
・失敗と成功の体験から、達成感、充実感を得る 

・学生一人一人の特性に合った活動の展開 
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PC ノートテイク分析による 

アシスタントシステムの検討 
 

北海道大学大学院 情報科学研究科 

平井 康義  伊藤敏彦 

 

 北海道大学において，筆者は利用学生として PC ノートテイクを利用している．講義音声を

単独で PC ノートテイクする実験を行い，利用者の観点から，工学的に補助できるかどうか

を示し，システム案を提示する． 

1. PC ノートテイクデータの収集 

 実験として，本学の学生 10 名（テイカー5名，一般学生 5名）に対して講義音声のテイク

を実施した．講義音声は，日本語講義音声コンテンツコーパスi中の 1音声ファイルを 10 分

程の長さに切り取って用いた．また， IPtalk を模倣した単独 PC テイク Web システムを構

築し，音声の再生，発話に対する打鍵キー，入力文，入力時間の記録を行った． 

2. 収集データ分析 

 分析結果から，テイカーと一般学生を比較したとこ

ろ，テイカーは誤り訂正を行うよりも，利用学生に提

示する情報量を増やすことを優先する． 

 そこで収集データ分析のうち，テイカーが入力した

入力文に含まれる入力誤りに着目した．どのような

入力誤りが存在するかを明らかにするため，入力誤

り種別を表 1 のように定義した．定義した入力誤り

数をテイカー毎に集計した結果，表 2 のようになっ

た．表 2 から，変換誤りと不明単語が入力誤り全体

のうち大きな割合を占めることが判明した． 

3. アシスタントシステムの検討 

 分析結果より，変換誤りを改善，もしくは不明単語の検知・補正を行うアシスタントシス

テムが存在すれば，テイクの労力を削減できる可能性があることが判明した． 

変換誤りの改善に直結するものとして，「IME が行うかな漢字変換の最適化」がある．入力

者の欲する変換候補が現れやすいように，講義に用いる教科書の索引やスライドからシス

テム辞書を生成し適用する手法が有効な可能性がある． 

また，不明単語の検出・補正について，テイク文からの関連単語を生成する手法が挙げられ

る．word2vec 等を用い，意味的に類似している単語群を自動生成しテイカーに提示するこ

とによって，不明単語を類推できる可能性がある． 

i豊橋技術科学大学，http://www.slp.ics.tut.ac.jp/CJLC/ 
                                                  

誤り種別 例 

変換誤り 「私」→「渡し」 

置換誤り 「だいぶ」→「たいぶ」 

脱落誤り 「かならず」→「かな r ず」 

不明単語 「？？？」「・・」等 

挿入誤り 「実は」→「d実は」 

多重誤り 「あらわす」→「あらわあす」 

入れかわり 「ところ」→「ことろ」 

意味誤り 「定義した」→「提案した」 

表 1 - 入力誤り種別の定義 

被験者 変換誤り 置換誤り 脱落誤り 不明単語 挿入誤り 多重誤り 入れかわり 意味誤り 合計 

テイカー1 22 8 11 13 2 2 5 1 64 

テイカー2 38 1 5 18 8 4 0 0 74 

テイカー3 35 7 3 4 2 0 0 0 51 

テイカー4 30 3 1 43 2 0 0 0 79 

テイカー5 12 3 5 3 9 3 2 0 37 

表 2 - 被験者毎の入力誤り数 

問合せ先: 北海道大学大学院 情報科学研究科 平井 康義（yasu_h_@eis.hokudai.ac.jp） 

障がい学生支援活動を担う学生団体の育成 
 

東北福祉大学 障がい学生支援室 

笠岡 望（現東北学院大学、元東北福祉大学職員） 

伊藤 博子  遠藤 順子（現東北福祉大学職員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北福祉大学の障がい学生支援  → 学生団体「障がい学生サポートチーム」と連携して支援を展開 

学生団体が機能するために 
必要な運営能力 

・活動目的の制定 
・会員、備品、活動費の管理 
・活動計画の策定 
・サポート技術等活動内容の継承 

職員による後方支援 

・情報集約 

・必要物品の手配 
・学生の状態像に合わせた活動提供 
・「いつでも誰でも welcome」な 

雰囲気の醸成 

問い合わせ先 

東北福祉大学 障がい学生支援室   TEL/022-301-1291    E-mail/support@tfu-mail.tfu.ac.jp 

今後の課題 

・在籍する障がい学生に対応した支援展開のための取り組み（会員数確保、サポーターの支援技術定着等） 

・学生教育力を持った教職員の配置及び障がい学生支援に携わる教職員に対する研修体制の整備 

学生団体活動によって養成 

学生のみで 

すべてを行うことは 

負担が大きい！ 

学生の輝きが際立つ活動へ 

・学生の発想を生かしたサポーター養成講習内容の設定、イベントの実現 
・障がいの有無、種別、学年の違いを生かし、共通点を探った活動の実施 
・失敗と成功の体験から、達成感、充実感を得る 

・学生一人一人の特性に合った活動の展開 
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PC ノートテイク分析による 

アシスタントシステムの検討 
 

北海道大学大学院 情報科学研究科 

平井 康義  伊藤敏彦 

 

 北海道大学において，筆者は利用学生として PC ノートテイクを利用している．講義音声を

単独で PC ノートテイクする実験を行い，利用者の観点から，工学的に補助できるかどうか

を示し，システム案を提示する． 
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ろ，テイカーは誤り訂正を行うよりも，利用学生に提

示する情報量を増やすことを優先する． 
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り種別を表 1 のように定義した．定義した入力誤り

数をテイカー毎に集計した結果，表 2 のようになっ

た．表 2 から，変換誤りと不明単語が入力誤り全体

のうち大きな割合を占めることが判明した． 
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 分析結果より，変換誤りを改善，もしくは不明単語の検知・補正を行うアシスタントシス

テムが存在すれば，テイクの労力を削減できる可能性があることが判明した． 

変換誤りの改善に直結するものとして，「IME が行うかな漢字変換の最適化」がある．入力

者の欲する変換候補が現れやすいように，講義に用いる教科書の索引やスライドからシス

テム辞書を生成し適用する手法が有効な可能性がある． 

また，不明単語の検出・補正について，テイク文からの関連単語を生成する手法が挙げられ

る．word2vec 等を用い，意味的に類似している単語群を自動生成しテイカーに提示するこ

とによって，不明単語を類推できる可能性がある． 
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誤り種別 例 

変換誤り 「私」→「渡し」 

置換誤り 「だいぶ」→「たいぶ」 

脱落誤り 「かならず」→「かな r ず」 

不明単語 「？？？」「・・」等 

挿入誤り 「実は」→「d実は」 

多重誤り 「あらわす」→「あらわあす」 

入れかわり 「ところ」→「ことろ」 

意味誤り 「定義した」→「提案した」 

表 1 - 入力誤り種別の定義 

被験者 変換誤り 置換誤り 脱落誤り 不明単語 挿入誤り 多重誤り 入れかわり 意味誤り 合計 

テイカー1 22 8 11 13 2 2 5 1 64 

テイカー2 38 1 5 18 8 4 0 0 74 

テイカー3 35 7 3 4 2 0 0 0 51 

テイカー4 30 3 1 43 2 0 0 0 79 

テイカー5 12 3 5 3 9 3 2 0 37 

表 2 - 被験者毎の入力誤り数 

問合せ先: 北海道大学大学院 情報科学研究科 平井 康義（yasu_h_@eis.hokudai.ac.jp） 

障がい学生支援活動を担う学生団体の育成 
 

東北福祉大学 障がい学生支援室 

笠岡 望（現東北学院大学、元東北福祉大学職員） 

伊藤 博子  遠藤 順子（現東北福祉大学職員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北福祉大学の障がい学生支援  → 学生団体「障がい学生サポートチーム」と連携して支援を展開 

学生団体が機能するために 
必要な運営能力 

・活動目的の制定 
・会員、備品、活動費の管理 
・活動計画の策定 
・サポート技術等活動内容の継承 

職員による後方支援 

・情報集約 

・必要物品の手配 
・学生の状態像に合わせた活動提供 
・「いつでも誰でも welcome」な 

雰囲気の醸成 

問い合わせ先 

東北福祉大学 障がい学生支援室   TEL/022-301-1291    E-mail/support@tfu-mail.tfu.ac.jp 

今後の課題 

・在籍する障がい学生に対応した支援展開のための取り組み（会員数確保、サポーターの支援技術定着等） 

・学生教育力を持った教職員の配置及び障がい学生支援に携わる教職員に対する研修体制の整備 

学生団体活動によって養成 

学生のみで 

すべてを行うことは 

負担が大きい！ 

学生の輝きが際立つ活動へ 

・学生の発想を生かしたサポーター養成講習内容の設定、イベントの実現 
・障がいの有無、種別、学年の違いを生かし、共通点を探った活動の実施 
・失敗と成功の体験から、達成感、充実感を得る 

・学生一人一人の特性に合った活動の展開 
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ノートテイカー養成における 

オンライントレーニング導入の試み 
 

明治学院大学 学生サポートセンター 

岡田 孝和  冨岡 美紀子  親松 紗知 

 

現在、本学では、ノートテイカーの養成にあたり、手書き・パソコン両方に共通する基

本的な知識・スキルを学ぶ「手書き・PC 共通基礎講座（5.5 時間程度）」、パソコンでの活

動を希望する学生を対象にした「パソコンノートテイク基礎講座（3 時間程度）」を行って

いる。さらに、これらの講座に加え、ノートテイカーデビューに向けて、スタッフと練習

を繰り返す「個別練習（90 分ないしは 2時間）」、実際の授業での練習を行う「授業内練習」

を行っている。すなわちノートテイカーとして活動する前には、9時間程度の講習会を受け、

かつコーディネーターが一定のレベルに到達したと判断できるまで個別練習や授業内練習

を繰り返し、しっかりと研鑽を積んでから現場にデビューするというプログラムになって

いる。こうしたプログラムは、以下のようなメリットがあると思われる。 

 初めて聴覚障がいやノートテイクに触れる「共通基礎講座」が 5.5 時間程度のプログ

ラムとなっており、初期の段階からある程度の体系的なプログラムで養成できる。 

 パソコンノートテイクでの活動を想定している学生も必ず「共通基礎講座」で手書き

NT の練習をするため、タイピングしながら情報を要約・整文する感覚を理解しやすく、

スキルの習得・定着につながりやすい。 

 「共通基礎講座」で様々な授業場面への対応方法等についても学ぶため、パソコンノ

ートテイクを行うときもタイピング一辺倒にはなりにくく、支援現場で柔軟に対応す

ることも含めて、「求められている役割は支援をすること」という姿勢を養成しやすい。 

 ノートテイカーとしてデビューする前に時間をかけて養成を行うため、一定以上の質

を担保できる。 

 ノートテイカーとして活動を開始するまでに楽ではないプロセスを踏むため、支援に

真摯にコミットメントする集団を形成しやすい。 

 しかし同時に、ネガティブな側面もある。まず、①多くの労力を要するということであ

る。例えば、2017 年 3 月～5月上旬に行った「講座」は、15 回に達した。また、「個別練習」

「授業内練習」は、学期を通して 2 キャンパスそれぞれで週 2～5 回程度行った。しかし、

それでも、②すべての学生の都合に添うことは難しい。特に「共通基礎講座」が長時間の

構成になっていることもあって都合が合わずに参加できない学生や、講座後の「個別練習」

にスムーズに移行できない学生もいる。そして、こうしたことは、デビューする前に想定

している「到達度」が低くはないこととも相俟って、③ノートテイカー不足と背中合わせ

の状況となっている。2017 年 10 月時点で、ノートテイクを要する授業は週 40 コマ程度で

ある。ただし、初回のみ配置した授業もあるため学期開始時点では 50 コマ強あり、また今

年度は複数の学生が同授業を履修するケースが多いために支援を要する授業数は減っては

いるが、例年 60 コマ程度でノートテイク支援を要している。コーディネーターや他のスタ

ッフが支援に入るなどで日々の支援には対応してはいるものの、ノートテイカーの数が慢

性的に不足している状況は改善する必要性を感じている。 

さらには、より充実した支援制度の構築のために、④活動後のフォローアップの機会の

拡充や、⑤ノートテイカー各自が振り返りと自己研鑽を積めるシステムの構築、⑥ノート

テイカー「集団」として、またコーディネーターや他のスタッフの間でノウハウや経験を

継続・蓄積できる仕組み作りなども目指していくことも必要と感じている。 

 このような、現状で課題となっている点を解消し、質的拡充を図っていく一つの方策と

して、ノートテイカー養成プログラムの一部オンライン化、および併用を試みている。現

在、まだ試行の段階であるが、現況を報告する。 

問い合わせ先 

学生サポートセンター・岡田 孝和 （gakusapo@mguad.meijigakuin.ac.jp） 

関西学院大学における修学支援が必要な 

身体障がい学生の入学までの支援プロセス 
～学内外支援機関との連携について～ 

 

関西学院大学 学生活動支援機構事務部 総合支援センター キャンパス自立支援室 

松浦 考佑  生野 茜 

 

 

 関西学院大学キャンパス自立支援室では、入学を希望する障がい学生に対し、入学前面

談から学内外関係機関との連携を経て、様々な支援を実施している。近年では、障がい学

生の増加、多様化、重度化といった様々なケースがあり、入学後、大学が提供しうる合理

的配慮だけでは修学が困難なケースも増加傾向にある。 

 本ポスターでは、身体障がい学生の入学に至るまでの支援プロセスについて、入学前面

談と学内外関係機関との連携の取り組みを紹介し、今後の課題について考察していく。 

 まず、入学前面談は、障がい学生の入学が確定した段階から実施することが多いが、実

際には入学確定後に動いても、授業開始時にスムーズな修学支援を提供できないことがあ

った。そのため、できるだけ早い段階で、修学に際してのニーズについて聞き取りを行う

とともに、提供できる支援について検討を行うことが必要不可欠である。また、高校と大

学の学習スタイルの違いを伝え、高校までと違う学習スタイルと本学の障がい学生支援の

考え方や方法を知ってもらい、心構えと準備が出来るように促していく必要がある。 

たとえば、聴覚障がい学生の場合は、高校生にとって利用機会の少ないノートテイクや

字幕付け等のデモンストレーションやプレ利用をすることで、入学後のスムーズな利用に

つなげていく。視覚障がい学生の場合は、支援機器の選定やアクセシブルな資料提供等を

学部・教員等と一緒に調整していく。また、肢体不自由学生の場合は、事前に提供できる

支援の内容を明確に伝えること、そしてその上で大学だけでは不足する生活支援に資する

情報提供（特に公的な福祉サービスの利用）を行い、本人が自立した学生生活を送ること

を基本として支援を検討していく。 

次に、支援を行う上では関係部署・機関との連携がなければ支援は成り立たない。その

中でも、障がい学生の所属する学部の協力が不可欠であり、学部の担当者と常に連絡を取

り合いながら、具体的な支援の検討を行っている。また、学内の支援だけでは不足する生

活支援に資する情報を提供したことは非常に有効であった。 

 今後の課題としては、いかに早い段階（オープンキャンパスや出願前）から、大学で提

供できる支援について、具体的かつ正確な理解とイメージをもってもらえるか、というこ

とである。そして、支援における合意形成を得るには、大学だけでは不足する部分を補う

ほかの資源の利用を示唆する情報提供が必要であった。公的な福祉サービスを利用したこ

とがない学生も多く、その利用の可能性も含め、それらのサービスへのアクセスを促すこ

とがスムーズな大学生活を送るためのポイントと考える。そして大学と学外支援機関との

一層の連携・調整が望まれる。本ポスターにて、さらに詳しく記載していきたい。 
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現在、本学では、ノートテイカーの養成にあたり、手書き・パソコン両方に共通する基

本的な知識・スキルを学ぶ「手書き・PC 共通基礎講座（5.5 時間程度）」、パソコンでの活

動を希望する学生を対象にした「パソコンノートテイク基礎講座（3 時間程度）」を行って

いる。さらに、これらの講座に加え、ノートテイカーデビューに向けて、スタッフと練習

を繰り返す「個別練習（90 分ないしは 2時間）」、実際の授業での練習を行う「授業内練習」

を行っている。すなわちノートテイカーとして活動する前には、9時間程度の講習会を受け、

かつコーディネーターが一定のレベルに到達したと判断できるまで個別練習や授業内練習

を繰り返し、しっかりと研鑽を積んでから現場にデビューするというプログラムになって

いる。こうしたプログラムは、以下のようなメリットがあると思われる。 

 初めて聴覚障がいやノートテイクに触れる「共通基礎講座」が 5.5 時間程度のプログ

ラムとなっており、初期の段階からある程度の体系的なプログラムで養成できる。 

 パソコンノートテイクでの活動を想定している学生も必ず「共通基礎講座」で手書き

NT の練習をするため、タイピングしながら情報を要約・整文する感覚を理解しやすく、

スキルの習得・定着につながりやすい。 

 「共通基礎講座」で様々な授業場面への対応方法等についても学ぶため、パソコンノ

ートテイクを行うときもタイピング一辺倒にはなりにくく、支援現場で柔軟に対応す

ることも含めて、「求められている役割は支援をすること」という姿勢を養成しやすい。 

 ノートテイカーとしてデビューする前に時間をかけて養成を行うため、一定以上の質

を担保できる。 

 ノートテイカーとして活動を開始するまでに楽ではないプロセスを踏むため、支援に

真摯にコミットメントする集団を形成しやすい。 

 しかし同時に、ネガティブな側面もある。まず、①多くの労力を要するということであ

る。例えば、2017 年 3 月～5月上旬に行った「講座」は、15 回に達した。また、「個別練習」

「授業内練習」は、学期を通して 2 キャンパスそれぞれで週 2～5 回程度行った。しかし、

それでも、②すべての学生の都合に添うことは難しい。特に「共通基礎講座」が長時間の

構成になっていることもあって都合が合わずに参加できない学生や、講座後の「個別練習」

にスムーズに移行できない学生もいる。そして、こうしたことは、デビューする前に想定

している「到達度」が低くはないこととも相俟って、③ノートテイカー不足と背中合わせ

の状況となっている。2017 年 10 月時点で、ノートテイクを要する授業は週 40 コマ程度で

ある。ただし、初回のみ配置した授業もあるため学期開始時点では 50 コマ強あり、また今

年度は複数の学生が同授業を履修するケースが多いために支援を要する授業数は減っては

いるが、例年 60 コマ程度でノートテイク支援を要している。コーディネーターや他のスタ

ッフが支援に入るなどで日々の支援には対応してはいるものの、ノートテイカーの数が慢

性的に不足している状況は改善する必要性を感じている。 

さらには、より充実した支援制度の構築のために、④活動後のフォローアップの機会の

拡充や、⑤ノートテイカー各自が振り返りと自己研鑽を積めるシステムの構築、⑥ノート

テイカー「集団」として、またコーディネーターや他のスタッフの間でノウハウや経験を

継続・蓄積できる仕組み作りなども目指していくことも必要と感じている。 

 このような、現状で課題となっている点を解消し、質的拡充を図っていく一つの方策と

して、ノートテイカー養成プログラムの一部オンライン化、および併用を試みている。現

在、まだ試行の段階であるが、現況を報告する。 

問い合わせ先 
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談から学内外関係機関との連携を経て、様々な支援を実施している。近年では、障がい学

生の増加、多様化、重度化といった様々なケースがあり、入学後、大学が提供しうる合理

的配慮だけでは修学が困難なケースも増加傾向にある。 

 本ポスターでは、身体障がい学生の入学に至るまでの支援プロセスについて、入学前面

談と学内外関係機関との連携の取り組みを紹介し、今後の課題について考察していく。 
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った。そのため、できるだけ早い段階で、修学に際してのニーズについて聞き取りを行う

とともに、提供できる支援について検討を行うことが必要不可欠である。また、高校と大
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学部・教員等と一緒に調整していく。また、肢体不自由学生の場合は、事前に提供できる

支援の内容を明確に伝えること、そしてその上で大学だけでは不足する生活支援に資する

情報提供（特に公的な福祉サービスの利用）を行い、本人が自立した学生生活を送ること

を基本として支援を検討していく。 
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中でも、障がい学生の所属する学部の協力が不可欠であり、学部の担当者と常に連絡を取

り合いながら、具体的な支援の検討を行っている。また、学内の支援だけでは不足する生

活支援に資する情報を提供したことは非常に有効であった。 
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供できる支援について、具体的かつ正確な理解とイメージをもってもらえるか、というこ

とである。そして、支援における合意形成を得るには、大学だけでは不足する部分を補う

ほかの資源の利用を示唆する情報提供が必要であった。公的な福祉サービスを利用したこ

とがない学生も多く、その利用の可能性も含め、それらのサービスへのアクセスを促すこ

とがスムーズな大学生活を送るためのポイントと考える。そして大学と学外支援機関との

一層の連携・調整が望まれる。本ポスターにて、さらに詳しく記載していきたい。 
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包括的なノートテイク支援ガイドラインの作成 

-トラブル防止と支援の質の向上を目指して- 

大阪大学 キャンパスライフ健康支援センター 

中野聡子・楠敬太・望月直人・諏訪絵里子・吉田裕子 

 

 本発表は、一般社団法人 全国高等教育障害学生支援協議会 第 3回大会（2017 年 6 月 17

日〜18 日、同志社大学）で行ったポスター発表を一部改編したものである。 

 大阪大学では、重度の聴覚障がい学生に対し、連係入力を中心としたパソコンノートテ

イクおよび手書きノートテイクによる支援を合理的配慮として提供している。合理的配慮

の提供が、単位取得や卒業を保証するものでないことは明白である。しかし、教育の参加

の平等を実現させなければならず、情報のアクセシビリティに関する支援では、支援者の

配置や支援機器の利用のみならず情報保障の質にも目を向けていく必要がある。本学では

従来から支援学生向けのマニュアルは存在していたが、一定レベル以上の質の情報保障を

提供することは大学の義務であるという考え方を共有し、教育の参加の平等を実現させる

ノートテイク支援を円滑に実施するために、「1.部局・アクセシビリティ支援室」、「2.利用

学生」、「3.支援学生」、「4.教員」が取り組むべきこと、守るべきことを明らかにした包括

的なノートテイク支援ガイドラインを作成した。 

 なお、本ガイドラインは、米国教育省の特別支援教育プログラム、テネシー大学ノック

スビル校の中等教育コンソーシアム、PEPNet-South が開発した Notetaker Handbook 

Template(2011)を参考としている。 

1.部局・アクセシビリティ支援室 

 本学では、障がい学生が在籍する学部・研究科において、支援にかかわる費用を負担す

ることとなっている。アクセシビリティ支援室で行っているノートテイカー派遣コーディ

ネートの基本方針やルールを公開することで、従来に比べて若干の予算アップとなるもの

の、情報保障の質の担保は経済性よりも優先されるべきであるという認識を共有すること

ができた。 

2.利用学生 

 ノートテイクの合理的配慮を受けるにあたって、利用学生にも一定の責務が生じ、また

ルールに従ってサービスを利用することとなる。【利用申請・派遣】【連絡・報告】【質の高

い支援】【ログの扱い】【情報保護】の 5 つのカテゴリーに分けて、利用学生の責務及びル

ールを明文化した。また、利用学生はノートテイクに関して積極的に要望を出し、フィー

ドバックすることを義務とするが、原則としてコーディネートそのものに介入できないこ

ととした。利用学生と支援学生間のトラブルを防止し、利用者としてのニーズの主張と合

理的理由や妥当性にもとづいたコーディネートを切り分けるためである。 

3.支援学生 

 支援学生の責務およびルールは【基本の方法】【厳守・厳禁事項】【質の高い支援の実施】

【雇用について】の 4 つのカテゴリーに分けて記した。ノートテイクの質を高めることに

関して、入力スキルだけで解決するものではなく、利用学生を通して授業担当教員や一般

の学生に協力を求めていくことが必要であるとした。また、ノートテイク派遣コーディネ

ートの基本方針に基づき、健康被害防止や質の担保の観点から、支援学生の希望のとおり

にならないことを具体的に示した。 

4.教員 

 ノートテイク支援が入る際の配慮について、これまでは配慮依頼文書の中で数行記され

ているだけであったが、質の高い支援を提供するために、【資料の提供】【教室環境】【授業

の進行】について授業担当教員が取り組むべきことを記している。 

 また、利用学生の成績不振や授業理解の低さなどの問題がみられる場合、ログを確認し

ていただくことによって、本人の学力の問題なのか情報保障の質の問題なのかを見極め、

支援の妥当性を判断し、対応策をとれるようにした。 
問い合わせ先 

大阪大学キャンパスライフ健康支援センター 相談支援部門     

   電話・FAX （06）6850-6107      E-mail：campuslifekenkou-acs@office.osaka-u.ac.jp 

Fig .1 主な支援内容の実施率の推移 

「障害のある学生の修学支援に関する実態調査」に 

おける聴覚障害学生への授業支援に関する分析報告 
 

 

日本学生支援機構 学生生活部 障害学生支援課 

湯浅哲也（コーディネーター） 周英實（コーディネーター） 名川勝（客員研究員） 

 

１ はじめに 

 日本学生支援機構は、例年「大学、短期大学及び高等専門学校における障害のある学生

の修学支援に関する実態調査」を実施している。その調査項目のうち、聴覚障害学生への

「主な授業支援内容」に着目して、経年変化や規模別等に支援状況の検討を行なった。 

 

２ 高等教育機関に在籍している聴覚障害学生の実態 

修学支援実態調査が開始された、平成 18 年度からの聴覚障害学生の推移を概観すると、

聴覚障害学生数及び何らかの支援を受けている支援聴覚障害学生数が増加していることが

確認された。また、聴覚障害学生在籍学校構成比を在籍学生数別に見ると、学生数が 2,000

人以上の大学等の半数以上に、聴覚障害学生が在籍していることが示唆された。 

 

３ 高等教育機関に在籍している聴覚障害学生への支援の現状 

１）支援実施率の経年変化 

聴覚障害学生への支援実施率は、平成 19 年度以降

70％前後で推移している。支援内容に関して、「配慮依

頼文書の配布」「教室内座席配慮」「注意事項等文書伝

達」を除くと、「手話通訳」「ノートテイク」「パソコン

テイク」「ビデオ教材字幕付け」「FM 補聴器・マイク使

用」が多い。その 5 つの支援に関する聴覚障害学生全

体の動向としては、平成 18 年度以降ノートテイクが主

な支援方法であるが下降傾向にあり、代わりに FM 補聴

器やパソコンテイクが徐々に上昇していることが示さ

れた。さらに、在籍学生数別に見ると、在籍学生数 2,000 人未満の大学等のノートテイ

ク実施率が 10 年前に比して、約半数になっていることが確認された。 

 ２）平成 28 年度聴覚障害学生支援の実態 

平成 28 年度の授業支援実施状況で、聴覚・言語障害は全障害種の中でも視覚障害に次

いで、実施率が高い。支援聾学生の場合は、1校あたり 1人の在籍でも授業支援実施率が

80％であり、6人を超えると 100％に達している。また、支援聾学生が 6人以上在籍して

いる大学等では、全ての学校においてノートテイクが実施されており、支援聾学生 11 人

以上在籍校では手話通訳、支援聾学生 21 人以上在籍校ではパソコンテイクが 100％にな

っている。また、聴覚障害学生が 6 人を超える大学等では、学校側が運営する組織に入

っている支援学生が 7割前後の在籍率を示しており、聾学生が 1人以上在籍すると、5割

以上の大学等に支援学生が存在していることが明らかになった。 

 

４ 今後の課題 

 今回は、様々な変数を用いた単純集計による傾向把握にとどまった。今後は体制等の変

数も加えて、表出された数値が示す要因を追究し、聴覚障害学生支援の課題や改善点を解

明していく必要があるとともに、より支援の実態を把握できる質問項目の作成、調査に繋

げていくことが求められる。 

 問い合わせ先 日本学生支援機構 学生生活部 障害学生支援課 

TEL:03-5520-6176 FAX:03-5520-6051 E-mail:tokubetsushien@jasso.go.jp 
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 支援学生の責務およびルールは【基本の方法】【厳守・厳禁事項】【質の高い支援の実施】

【雇用について】の 4 つのカテゴリーに分けて記した。ノートテイクの質を高めることに

関して、入力スキルだけで解決するものではなく、利用学生を通して授業担当教員や一般

の学生に協力を求めていくことが必要であるとした。また、ノートテイク派遣コーディネ

ートの基本方針に基づき、健康被害防止や質の担保の観点から、支援学生の希望のとおり

にならないことを具体的に示した。 

4.教員 

 ノートテイク支援が入る際の配慮について、これまでは配慮依頼文書の中で数行記され

ているだけであったが、質の高い支援を提供するために、【資料の提供】【教室環境】【授業

の進行】について授業担当教員が取り組むべきことを記している。 

 また、利用学生の成績不振や授業理解の低さなどの問題がみられる場合、ログを確認し

ていただくことによって、本人の学力の問題なのか情報保障の質の問題なのかを見極め、

支援の妥当性を判断し、対応策をとれるようにした。 
問い合わせ先 

大阪大学キャンパスライフ健康支援センター 相談支援部門     

   電話・FAX （06）6850-6107      E-mail：campuslifekenkou-acs@office.osaka-u.ac.jp 

Fig .1 主な支援内容の実施率の推移 

「障害のある学生の修学支援に関する実態調査」に 

おける聴覚障害学生への授業支援に関する分析報告 
 

 

日本学生支援機構 学生生活部 障害学生支援課 

湯浅哲也（コーディネーター） 周英實（コーディネーター） 名川勝（客員研究員） 

 

１ はじめに 

 日本学生支援機構は、例年「大学、短期大学及び高等専門学校における障害のある学生

の修学支援に関する実態調査」を実施している。その調査項目のうち、聴覚障害学生への

「主な授業支援内容」に着目して、経年変化や規模別等に支援状況の検討を行なった。 

 

２ 高等教育機関に在籍している聴覚障害学生の実態 

修学支援実態調査が開始された、平成 18 年度からの聴覚障害学生の推移を概観すると、

聴覚障害学生数及び何らかの支援を受けている支援聴覚障害学生数が増加していることが

確認された。また、聴覚障害学生在籍学校構成比を在籍学生数別に見ると、学生数が 2,000

人以上の大学等の半数以上に、聴覚障害学生が在籍していることが示唆された。 

 

３ 高等教育機関に在籍している聴覚障害学生への支援の現状 

１）支援実施率の経年変化 

聴覚障害学生への支援実施率は、平成 19 年度以降

70％前後で推移している。支援内容に関して、「配慮依

頼文書の配布」「教室内座席配慮」「注意事項等文書伝

達」を除くと、「手話通訳」「ノートテイク」「パソコン

テイク」「ビデオ教材字幕付け」「FM 補聴器・マイク使

用」が多い。その 5 つの支援に関する聴覚障害学生全

体の動向としては、平成 18 年度以降ノートテイクが主

な支援方法であるが下降傾向にあり、代わりに FM 補聴

器やパソコンテイクが徐々に上昇していることが示さ

れた。さらに、在籍学生数別に見ると、在籍学生数 2,000 人未満の大学等のノートテイ

ク実施率が 10 年前に比して、約半数になっていることが確認された。 

 ２）平成 28 年度聴覚障害学生支援の実態 

平成 28 年度の授業支援実施状況で、聴覚・言語障害は全障害種の中でも視覚障害に次

いで、実施率が高い。支援聾学生の場合は、1校あたり 1人の在籍でも授業支援実施率が

80％であり、6人を超えると 100％に達している。また、支援聾学生が 6人以上在籍して

いる大学等では、全ての学校においてノートテイクが実施されており、支援聾学生 11 人

以上在籍校では手話通訳、支援聾学生 21 人以上在籍校ではパソコンテイクが 100％にな
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以上の大学等に支援学生が存在していることが明らかになった。 

 

４ 今後の課題 

 今回は、様々な変数を用いた単純集計による傾向把握にとどまった。今後は体制等の変

数も加えて、表出された数値が示す要因を追究し、聴覚障害学生支援の課題や改善点を解

明していく必要があるとともに、より支援の実態を把握できる質問項目の作成、調査に繋

げていくことが求められる。 

 問い合わせ先 日本学生支援機構 学生生活部 障害学生支援課 

TEL:03-5520-6176 FAX:03-5520-6051 E-mail:tokubetsushien@jasso.go.jp 
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大学間支援がもたらす効果 
～双方の課題解消につながる取り組み～ 

（1行空ける） 

宮城教育大学 しょうがい学生支援室 前原明日香 及川麻衣子 佐藤晴菜 

東北福祉大学 学生生活支援センター 障がい学生支援室 伊藤博子 

（1行空ける） 

 学内の支援の充実を目指して、宮城教育大学は、教育実習先へのノートテイカーの派遣が抱える課題

解消の方法として、平成 21 年から遠隔情報保障支援を実施している。また、東北福祉大学も平成 23 年

に起こった東日本大震災における東北支援を機に自学の支援として同支援を実施している。 

 そして、平成 26 年度からは仙台地域の大学のしょうがい学生支援の質を高めることを目的に、「在仙

大学しょうがい学生支援大学間ネットワーク情報交換会」が行われ、地域連携のあり方が検討されてい

る。こうした現状を踏まえ、大学の垣根を超えた連携のあり方について実践を通して考えていきたい。 

 

１. さぁ、大学間支援をしよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 支援開始までの道のり ～大学間のルールの差をどう埋めるか!?～ 

１）謝金…どうする!?  
 双方とも、日常的な支援で学生への謝金などの支払いを行っていない。  

 

 

 

 

２）支援…どうする!? 

これまでの実践により、現場（宮教大）と支援先（福祉大）双方に支援者を配置することの効果を確認。 

３）調整スケジュール、実施回数  

平成 28 年 9 月  大学間で実施について検討、両大学内での合意を得る、支援候補日の調整 

     10 月  支援実施講義の決定、機材接続確認 

     11 月～1月 支援の実施（10 回）、練習会（1回）、交流会（1回） 

 

３． 今後に向けて ～学生の豊かな学びのために大学が行えることは？～ 

しょうがいのある学生の継続的な在籍や支援の利用がない中で、すべての大学が全しょうがいに対応

しうるノウハウや一定数の支援力を保持することは難しい。「地域連携」を元にした支援体制の構築の

ために、大学間支援を行うときに影響する大学ごとのルールや考えを尊重した地域連携の具体的な実践

について、今後も考えていきたい。 

◆慢性的な支援者不足を補いたい。 

◆遠隔情報保障支援に関するスキルを 

   維持したい。 

   ◆大学間支援によって、学生 

   同士の育ちあいがあることを確認して 

   いた。 

◆地域ネットワークの構築にあたり、支援者の

共有の検討をはかりたい。 

     ◆平成 28 年度前期に熊本支援を行い 

     遠隔情報保障支援の素地ができた。 

     ◆支援室開室以降、初めて支 

     援を利用する学生がいなくな 

     ったため、支援者のスキル保 

持、モチベーション維持のための対策が 

必要になった。 

  支援学生のスキルを保持することができる   支援機会の提供 

 
支援者の提供   情報保障を実施することができる 

問い合わせ先 

宮城教育大学 しょうがい学生支援室  

TEL/FAX：022-214-3651 ／ e-mail：csd@adm.miyakyo-u.ac.jp 
東北福祉大学 学生生活支援センター 障がい学生支援室 

         TEL：022-301-1291 ／ e-mail：support@tfu-mail.tfu.tfu.ac.jp 

両大学に

とって、

謝金に代

わる価値

を確認。 

パソコンノートテイカー養成の実践 
～「障害者高等教育拠点」の取組から～ 

 

筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 

宇都野 康子 

 

 筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センターは、文部科学省より教育関係共同利用拠

点「障害者高等教育拠点」として平成 22 年度より認定を受けており、平成 27 年度より第

二期の事業を展開している。 

 本事業は、本学がこれまで蓄積してきた聴覚・視覚障害学生支援に関する指導・支援ノ

ウハウを全国の高等教育機関に提供することを目的とし、他大学の教職員を対象とした

FD/SD 研修会の開催のほか、他大学で開催される各種講習会への講師派遣、情報保障技術の

提供を行うとともに、聴覚・視覚障害学生が在籍する大学等からの相談に対応している。 

 これから聴覚・視覚障害学生支援を開始する大学等においても、本事業の教育的リソー

スが全国の大学等で活用されることにより、情報授受のバリアのない修学環境構築や教育

アクセシビリティ向上の実現を目指している。 

 本事業の一環として実施している「情報保障」の取組では、聴覚障害学生支援の体制の

充実を目指し、他大学で開催されるパソコンノートテイク講習会等への講師派遣を行って

いる。講習会ではパソコンノートテイクを基礎から学ぶほか、二人一組で入力する連係入

力の実技時間を多く設け、聴覚障害学生が受講する講義への支援を想定して、カリキュラ

ムを作成している。 

 パソコンノートテイク講習会は 2コマ（180 分）で実施することが多いため、1コマ目の

前半はパソコンノートテイクで使用するソフトウェア（IPtalk）の入力方法、基本操作の

ほか、「情報保障の目的」について学ぶ。次に連係入力実技の導入として、IPtalk を用いて

ペアとチャット等を行う。2 コマ目は、フリーソフトを使用して、元の教材の 85～90％程

度の話速にした音声教材を聞きながら連係入力を行うとともに、話しことば特有の表現な

ども、例文を用意して書きことばに変換するアドバイスをしながら複数回の入力を行う。 

 このほか、受講生 2 名が連係入力している状況をスクリーン等に提示し、入力していな

い受講生は音声が聞こえない状態で、提示される字幕からのみ情報を取得する利用者体験

を取り入れ、読みやすさや提示される情報の量や内容などについて考える機会とする。そ

れぞれの体験から「読みやすさ・見やすさ」に関する感想を発表してもらう。 

 本発表では、これまで講師派遣を行ってきたパソコンノートテイク講習会のタイムスケ

ジュール例や実践を想定した講習会のカリキュラム、活用しているソフトウェア、教材等

を紹介する。 

 また、初心者を対象とした講習会以外にも、スキルアップ講習会の内容等について紹介

を行うほか、支援経験年数等が異なる学生が参加する講習会における支援経験のある学生

の役割など、他大学で開催されるパソコンノートテイク講習会への講師を担当した経験か

ら発表を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
教育関係共同利用拠点「障害者高等教育拠点」事務局 

担当者：宇都野康子 E-mail：yautsuno@a.tsukuba-tech.ac.jp   TEL/FAX：029-858-9483 

他大学におけるパソコンノートテイク講習会の様子 講習会で使用している資料

（一部） 
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大学間支援がもたらす効果 
～双方の課題解消につながる取り組み～ 

（1行空ける） 

宮城教育大学 しょうがい学生支援室 前原明日香 及川麻衣子 佐藤晴菜 

東北福祉大学 学生生活支援センター 障がい学生支援室 伊藤博子 

（1行空ける） 
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に起こった東日本大震災における東北支援を機に自学の支援として同支援を実施している。 

 そして、平成 26 年度からは仙台地域の大学のしょうがい学生支援の質を高めることを目的に、「在仙

大学しょうがい学生支援大学間ネットワーク情報交換会」が行われ、地域連携のあり方が検討されてい

る。こうした現状を踏まえ、大学の垣根を超えた連携のあり方について実践を通して考えていきたい。 

 

１. さぁ、大学間支援をしよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 支援開始までの道のり ～大学間のルールの差をどう埋めるか!?～ 

１）謝金…どうする!?  
 双方とも、日常的な支援で学生への謝金などの支払いを行っていない。  

 

 

 

 

２）支援…どうする!? 

これまでの実践により、現場（宮教大）と支援先（福祉大）双方に支援者を配置することの効果を確認。 

３）調整スケジュール、実施回数  

平成 28 年 9 月  大学間で実施について検討、両大学内での合意を得る、支援候補日の調整 

     10 月  支援実施講義の決定、機材接続確認 

     11 月～1月 支援の実施（10 回）、練習会（1回）、交流会（1回） 

 

３． 今後に向けて ～学生の豊かな学びのために大学が行えることは？～ 

しょうがいのある学生の継続的な在籍や支援の利用がない中で、すべての大学が全しょうがいに対応

しうるノウハウや一定数の支援力を保持することは難しい。「地域連携」を元にした支援体制の構築の

ために、大学間支援を行うときに影響する大学ごとのルールや考えを尊重した地域連携の具体的な実践

について、今後も考えていきたい。 

◆慢性的な支援者不足を補いたい。 

◆遠隔情報保障支援に関するスキルを 

   維持したい。 

   ◆大学間支援によって、学生 

   同士の育ちあいがあることを確認して 

   いた。 

◆地域ネットワークの構築にあたり、支援者の

共有の検討をはかりたい。 

     ◆平成 28 年度前期に熊本支援を行い 

     遠隔情報保障支援の素地ができた。 

     ◆支援室開室以降、初めて支 

     援を利用する学生がいなくな 

     ったため、支援者のスキル保 

持、モチベーション維持のための対策が 

必要になった。 

  支援学生のスキルを保持することができる   支援機会の提供 

 
支援者の提供   情報保障を実施することができる 

問い合わせ先 

宮城教育大学 しょうがい学生支援室  
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東北福祉大学 学生生活支援センター 障がい学生支援室 
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両大学に

とって、

謝金に代

わる価値

を確認。 

パソコンノートテイカー養成の実践 
～「障害者高等教育拠点」の取組から～ 

 

筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 

宇都野 康子 

 

 筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センターは、文部科学省より教育関係共同利用拠

点「障害者高等教育拠点」として平成 22 年度より認定を受けており、平成 27 年度より第

二期の事業を展開している。 

 本事業は、本学がこれまで蓄積してきた聴覚・視覚障害学生支援に関する指導・支援ノ

ウハウを全国の高等教育機関に提供することを目的とし、他大学の教職員を対象とした
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提供を行うとともに、聴覚・視覚障害学生が在籍する大学等からの相談に対応している。 

 これから聴覚・視覚障害学生支援を開始する大学等においても、本事業の教育的リソー

スが全国の大学等で活用されることにより、情報授受のバリアのない修学環境構築や教育

アクセシビリティ向上の実現を目指している。 
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前半はパソコンノートテイクで使用するソフトウェア（IPtalk）の入力方法、基本操作の

ほか、「情報保障の目的」について学ぶ。次に連係入力実技の導入として、IPtalk を用いて

ペアとチャット等を行う。2 コマ目は、フリーソフトを使用して、元の教材の 85～90％程

度の話速にした音声教材を聞きながら連係入力を行うとともに、話しことば特有の表現な

ども、例文を用意して書きことばに変換するアドバイスをしながら複数回の入力を行う。 

 このほか、受講生 2 名が連係入力している状況をスクリーン等に提示し、入力していな

い受講生は音声が聞こえない状態で、提示される字幕からのみ情報を取得する利用者体験

を取り入れ、読みやすさや提示される情報の量や内容などについて考える機会とする。そ

れぞれの体験から「読みやすさ・見やすさ」に関する感想を発表してもらう。 

 本発表では、これまで講師派遣を行ってきたパソコンノートテイク講習会のタイムスケ

ジュール例や実践を想定した講習会のカリキュラム、活用しているソフトウェア、教材等

を紹介する。 

 また、初心者を対象とした講習会以外にも、スキルアップ講習会の内容等について紹介

を行うほか、支援経験年数等が異なる学生が参加する講習会における支援経験のある学生

の役割など、他大学で開催されるパソコンノートテイク講習会への講師を担当した経験か

ら発表を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
教育関係共同利用拠点「障害者高等教育拠点」事務局 

担当者：宇都野康子 E-mail：yautsuno@a.tsukuba-tech.ac.jp   TEL/FAX：029-858-9483 

他大学におけるパソコンノートテイク講習会の様子 講習会で使用している資料
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大学間支援がもたらす効果 
～双方の課題解消につながる取り組み～ 

（1行空ける） 

宮城教育大学 しょうがい学生支援室 前原明日香 及川麻衣子 佐藤晴菜 

東北福祉大学 学生生活支援センター 障がい学生支援室 伊藤博子 

（1行空ける） 

 学内の支援の充実を目指して、宮城教育大学は、教育実習先へのノートテイカーの派遣が抱える課題

解消の方法として、平成 21 年から遠隔情報保障支援を実施している。また、東北福祉大学も平成 23 年

に起こった東日本大震災における東北支援を機に自学の支援として同支援を実施している。 

 そして、平成 26 年度からは仙台地域の大学のしょうがい学生支援の質を高めることを目的に、「在仙

大学しょうがい学生支援大学間ネットワーク情報交換会」が行われ、地域連携のあり方が検討されてい

る。こうした現状を踏まえ、大学の垣根を超えた連携のあり方について実践を通して考えていきたい。 

 

１. さぁ、大学間支援をしよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 支援開始までの道のり ～大学間のルールの差をどう埋めるか!?～ 

１）謝金…どうする!?  
 双方とも、日常的な支援で学生への謝金などの支払いを行っていない。  

 

 

 

 

２）支援…どうする!? 

これまでの実践により、現場（宮教大）と支援先（福祉大）双方に支援者を配置することの効果を確認。 
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     11 月～1月 支援の実施（10 回）、練習会（1回）、交流会（1回） 

 

３． 今後に向けて ～学生の豊かな学びのために大学が行えることは？～ 
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◆慢性的な支援者不足を補いたい。 

◆遠隔情報保障支援に関するスキルを 

   維持したい。 

   ◆大学間支援によって、学生 

   同士の育ちあいがあることを確認して 

   いた。 

◆地域ネットワークの構築にあたり、支援者の
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     ◆支援室開室以降、初めて支 
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必要になった。 

  支援学生のスキルを保持することができる   支援機会の提供 

 
支援者の提供   情報保障を実施することができる 

問い合わせ先 

宮城教育大学 しょうがい学生支援室  

TEL/FAX：022-214-3651 ／ e-mail：csd@adm.miyakyo-u.ac.jp 
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         TEL：022-301-1291 ／ e-mail：support@tfu-mail.tfu.tfu.ac.jp 

両大学に

とって、

謝金に代

わる価値

を確認。 

パソコンノートテイカー養成の実践 
～「障害者高等教育拠点」の取組から～ 

 

筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 

宇都野 康子 
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を取り入れ、読みやすさや提示される情報の量や内容などについて考える機会とする。そ

れぞれの体験から「読みやすさ・見やすさ」に関する感想を発表してもらう。 

 本発表では、これまで講師派遣を行ってきたパソコンノートテイク講習会のタイムスケ

ジュール例や実践を想定した講習会のカリキュラム、活用しているソフトウェア、教材等
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 また、初心者を対象とした講習会以外にも、スキルアップ講習会の内容等について紹介

を行うほか、支援経験年数等が異なる学生が参加する講習会における支援経験のある学生

の役割など、他大学で開催されるパソコンノートテイク講習会への講師を担当した経験か

ら発表を行う。 
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学校教員養成課程における 
聴覚障害学生支援の成果と課題 

 
東京学芸大学 学生支援センター 障がい学生支援室 

森脇 愛子   林 安紀子 
 

【１．本学の障害学生支援体制】 
本学は教育学部単独の中規模国立大学・大学院（修士・教職・博士課程）で、約 6000 名

の学生のうち学校教員など教育専門職を目指す者が大半である。障害学生に対する支援は

学内の部会・委員会を中心に個別対応という形で継続的に行われてきたが、2013（平成 25
年）年度『障がい学生支援室』として独立した組織と部屋ができた。障がい学生支援室構

成員は、室長 1 名、各学系専修教員 4 名、室委嘱専門教員 3 名、支援コーディネート専任

教員 1 名、事務部（学務課・学生課）である。年間数十人の障害学生からの申し出を受け

て相談や支援・配慮を行うなかで、申請書等の提出を経て個別支援チームを設置し、教職

員の情報共有と合理的配慮・支援決定のプロセスの円滑化を図っている。また実際の支援

活動に従事する学生サポーターの養成も行うが、毎年 150～200 名の登録者がおり、学生全

般の特別支援教育コンピテンスの向上にも貢献している。 
【２．学校教員養成課程における聴覚障害学生支援】 
１）現状： 聴覚障害学生は、学部・大学院を合わせて例年 3～6 名程度在籍する。情報保

障方法は、主に講義ではパソコンテイクと字幕文字起こし、演習や実技科目は手話通訳（学

サポ）、観察・実習等は個別状況に応じて対応している。また教職・就職支援では手話通訳

士派遣等により、本番に近い環境を作れるように工夫している。 
２）成果： 
情報保障などの支援活動も広く実践されてきた結果、全学的に 

聴覚障害学生が学内にいることやその支援方法、相談先についても

周知されるようになってきた。特に、聴覚障害学生とテイカーが  

話合いを重ねて作成した授業担当教員向け配慮依頼のリーフレッ

ト（右写真）は、教職員の意識向上にも効果的であった。 
◎聴覚障害学生本人 ➡ 意志表明⼒の向上、 
◎学生サポーター➡支援スキルの向上、ナチュラル・サポート 
◎教職員 ➡ 合理的配慮から事前の教育環境整備へ 

３）教員採用試験等における合理的配慮の状況： 
大半の学生が受験する教員採用選考における合理的

配慮は、全国 68 県市の自治体裁量範囲である。文科省

が毎年取りまとめる『教員採用等に改善に係る取組み事

例』には、聴覚障害のある受験者に対する「特別の選考」

と一般枠での合理的配慮状況が報告される。平成 28 年

度は 68 県市全てで何らかの支援実施が確認された。 
聴覚障害を含む全種別で、障害のある受験者は約 300 名、 

うち採用者は 70 名弱と、一般受験者に比べて低い採用率が 10 年程度続いている。 
４）課題 
 聴覚障害学生が継続的に入学・在学することで、学内の支援体制や情報保障の質も徐々

に向上してきた。学校教員養成課程のカリキュラム特性、教育実習等に応じた有効な配慮・

対応のノウハウも蓄積されてきたが、一方で、教員採用選考や就職後の情報保障状況との

乖離もある。この差を埋めるため、学内支援の調整と、社会への改善要求も必要だろう。 

▲H28 年度実施合理的配慮内訳（68 県市中） 

【問い合わせ先】 
東京学芸大学 学生支援センター 障がい学生支援室 
Tel/fax: 042-329-7905   mail: gsupport@u-gakugei.ac.jp 

➡➡➡学生サポーターが活動状況を日々配信中（twitter/Facebook）   
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学校教員養成課程における 
聴覚障害学生支援の成果と課題 
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年）年度『障がい学生支援室』として独立した組織と部屋ができた。障がい学生支援室構

成員は、室長 1 名、各学系専修教員 4 名、室委嘱専門教員 3 名、支援コーディネート専任
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て相談や支援・配慮を行うなかで、申請書等の提出を経て個別支援チームを設置し、教職
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【２．学校教員養成課程における聴覚障害学生支援】 
１）現状： 聴覚障害学生は、学部・大学院を合わせて例年 3～6 名程度在籍する。情報保
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大半の学生が受験する教員採用選考における合理的

配慮は、全国 68 県市の自治体裁量範囲である。文科省
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例』には、聴覚障害のある受験者に対する「特別の選考」
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度は 68 県市全てで何らかの支援実施が確認された。 
聴覚障害を含む全種別で、障害のある受験者は約 300 名、 

うち採用者は 70 名弱と、一般受験者に比べて低い採用率が 10 年程度続いている。 
４）課題 
 聴覚障害学生が継続的に入学・在学することで、学内の支援体制や情報保障の質も徐々

に向上してきた。学校教員養成課程のカリキュラム特性、教育実習等に応じた有効な配慮・
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多 様性を踏まえた構成員支援

男 女共同参画推進

障 がいのある構成員支援

ダイバーシティ推進体制
（組織図）

01

02

03

04

・ ・ ・ ・ ・ ・

学長

（事務局 ： 学長室）

（事務局 ： 学長室）

部局 事務組織

ダイバーシティ推進室

ダイバーシティ推進委員会

首都大学東京 ダイバーシティ推進室　http://www.comp.tmu.ac.jp/diversity/

 〒192-0397  東京都八王子市南大沢 1-1  南大沢キャンパス 図書館本館 1 階
 TEL : 042-677-1337　E-mail : diverwww@tmu.ac.jp

▶支援の提供

▶障がいのある学生の
　留学報告会

▶学生支援スタッフの育成

ダイバーシティ
推 進 室

ダイバーシティ
推 進 室

ダイバーシティ推進事業を基盤とした聴覚障がい学生支援の開始

～ 多様性の尊重と専門性の確保を目指して ～

本学の概要 （２０１７.５月） 現在

　学生数　9170 名　教員数 673 名　職員数 465 名　　ダイバーシティ推進室　教員２名、 職員２名

　聴覚障がい学生数２名 （支援利用障がい学生数５名）　支援スタッフ数　約 65名 （登録）

ダイバーシティ推進事業と推進体制

　「首都大学東京ダイバーシティ推進宣

言」（2011年）に基づき、男女共同参画推進、

障がいのある構成員支援、 多様性を踏ま

えた構成員支援を主な柱として、 各種事

業を同一の部屋で展開しています。

障がいのある構成員支援の歴史

前史　　各教職員による個別の支援

2015 年 「障がいのある学生支援制度」 制定

2016 年 「首都大学東京における障がいを理由とする

差別の解消に関する教職員対応要領」 制定

2017 年 組織的な聴覚障がい学生支援の開始

専門性の確保

聴覚障がい学生支援の取組み

ノートテイク、パソコンノートテイク講習会

手話講習会

外部機関への依頼（手話通訳）

バリアフリー講習会（外部講師）

多様性の尊重

ダイバーシティ推進の取組み

ランチタイムレクチャー

（男女共同参画推進、セクシャルマイノリティ、文化的多様性、
 障がい学生支援をテーマに連続ミニ講座を開催）

多文化交流会

女性研究者の裾野拡大

課題と展望

支援メニューの充実化（手話通訳）、大学院生の募集

スムーズな情報共有、キャンパス間の連携

聴覚障がいについての理解啓発、手話の普及

グループディスカッション、 理系科目の情報保障

障がい学生が増加した際の体制整備

プライベート領域における情報保障

関係部署との連携、学生による発信機会の確保

多様なニーズのある学生への対応

学生が主体となる活動

定例会、交流会の開催

障がい学生が講師役の講演会
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ダイバーシティ推進室は部局 （教員組織） と事務組織のどちらにも該

当しない新たな組織として、専門知識を備えた教員と全学的な業務を

担当する職員（学長室）による教職協働の組織体制となっています。

● 本学の特徴● 本学の特徴

発表者　横山 正見発表者　横山 正見
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学校教員養成課程における 
聴覚障害学生支援の成果と課題 

 
東京学芸大学 学生支援センター 障がい学生支援室 

森脇 愛子   林 安紀子 
 

【１．本学の障害学生支援体制】 
本学は教育学部単独の中規模国立大学・大学院（修士・教職・博士課程）で、約 6000 名

の学生のうち学校教員など教育専門職を目指す者が大半である。障害学生に対する支援は

学内の部会・委員会を中心に個別対応という形で継続的に行われてきたが、2013（平成 25
年）年度『障がい学生支援室』として独立した組織と部屋ができた。障がい学生支援室構

成員は、室長 1 名、各学系専修教員 4 名、室委嘱専門教員 3 名、支援コーディネート専任

教員 1 名、事務部（学務課・学生課）である。年間数十人の障害学生からの申し出を受け

て相談や支援・配慮を行うなかで、申請書等の提出を経て個別支援チームを設置し、教職

員の情報共有と合理的配慮・支援決定のプロセスの円滑化を図っている。また実際の支援

活動に従事する学生サポーターの養成も行うが、毎年 150～200 名の登録者がおり、学生全

般の特別支援教育コンピテンスの向上にも貢献している。 
【２．学校教員養成課程における聴覚障害学生支援】 
１）現状： 聴覚障害学生は、学部・大学院を合わせて例年 3～6 名程度在籍する。情報保

障方法は、主に講義ではパソコンテイクと字幕文字起こし、演習や実技科目は手話通訳（学

サポ）、観察・実習等は個別状況に応じて対応している。また教職・就職支援では手話通訳

士派遣等により、本番に近い環境を作れるように工夫している。 
２）成果： 
情報保障などの支援活動も広く実践されてきた結果、全学的に 

聴覚障害学生が学内にいることやその支援方法、相談先についても

周知されるようになってきた。特に、聴覚障害学生とテイカーが  

話合いを重ねて作成した授業担当教員向け配慮依頼のリーフレッ

ト（右写真）は、教職員の意識向上にも効果的であった。 
◎聴覚障害学生本人 ➡ 意志表明⼒の向上、 
◎学生サポーター➡支援スキルの向上、ナチュラル・サポート 
◎教職員 ➡ 合理的配慮から事前の教育環境整備へ 

３）教員採用試験等における合理的配慮の状況： 
大半の学生が受験する教員採用選考における合理的

配慮は、全国 68 県市の自治体裁量範囲である。文科省

が毎年取りまとめる『教員採用等に改善に係る取組み事

例』には、聴覚障害のある受験者に対する「特別の選考」

と一般枠での合理的配慮状況が報告される。平成 28 年

度は 68 県市全てで何らかの支援実施が確認された。 
聴覚障害を含む全種別で、障害のある受験者は約 300 名、 

うち採用者は 70 名弱と、一般受験者に比べて低い採用率が 10 年程度続いている。 
４）課題 
 聴覚障害学生が継続的に入学・在学することで、学内の支援体制や情報保障の質も徐々

に向上してきた。学校教員養成課程のカリキュラム特性、教育実習等に応じた有効な配慮・

対応のノウハウも蓄積されてきたが、一方で、教員採用選考や就職後の情報保障状況との

乖離もある。この差を埋めるため、学内支援の調整と、社会への改善要求も必要だろう。 

▲H28 年度実施合理的配慮内訳（68 県市中） 

【問い合わせ先】 
東京学芸大学 学生支援センター 障がい学生支援室 
Tel/fax: 042-329-7905   mail: gsupport@u-gakugei.ac.jp 

➡➡➡学生サポーターが活動状況を日々配信中（twitter/Facebook）   

多 様性を踏まえた構成員支援

男 女共同参画推進

障 がいのある構成員支援

ダイバーシティ推進体制
（組織図）

01

02

03

04

・ ・ ・ ・ ・ ・

学長

（事務局 ： 学長室）

（事務局 ： 学長室）

部局 事務組織

ダイバーシティ推進室

ダイバーシティ推進委員会

首都大学東京 ダイバーシティ推進室　http://www.comp.tmu.ac.jp/diversity/

 〒192-0397  東京都八王子市南大沢 1-1  南大沢キャンパス 図書館本館 1 階
 TEL : 042-677-1337　E-mail : diverwww@tmu.ac.jp

▶支援の提供

▶障がいのある学生の
　留学報告会

▶学生支援スタッフの育成

ダイバーシティ
推 進 室

ダイバーシティ
推 進 室

ダイバーシティ推進事業を基盤とした聴覚障がい学生支援の開始

～ 多様性の尊重と専門性の確保を目指して ～

本学の概要 （２０１７.５月） 現在

　学生数　9170 名　教員数 673 名　職員数 465 名　　ダイバーシティ推進室　教員２名、 職員２名

　聴覚障がい学生数２名 （支援利用障がい学生数５名）　支援スタッフ数　約 65名 （登録）

ダイバーシティ推進事業と推進体制

　「首都大学東京ダイバーシティ推進宣

言」（2011年）に基づき、男女共同参画推進、

障がいのある構成員支援、 多様性を踏ま

えた構成員支援を主な柱として、 各種事

業を同一の部屋で展開しています。

障がいのある構成員支援の歴史

前史　　各教職員による個別の支援

2015 年 「障がいのある学生支援制度」 制定

2016 年 「首都大学東京における障がいを理由とする

差別の解消に関する教職員対応要領」 制定

2017 年 組織的な聴覚障がい学生支援の開始

専門性の確保

聴覚障がい学生支援の取組み

ノートテイク、パソコンノートテイク講習会

手話講習会

外部機関への依頼（手話通訳）

バリアフリー講習会（外部講師）

多様性の尊重

ダイバーシティ推進の取組み

ランチタイムレクチャー

（男女共同参画推進、セクシャルマイノリティ、文化的多様性、
 障がい学生支援をテーマに連続ミニ講座を開催）

多文化交流会

女性研究者の裾野拡大

課題と展望

支援メニューの充実化（手話通訳）、大学院生の募集

スムーズな情報共有、キャンパス間の連携

聴覚障がいについての理解啓発、手話の普及

グループディスカッション、 理系科目の情報保障

障がい学生が増加した際の体制整備

プライベート領域における情報保障

関係部署との連携、学生による発信機会の確保

多様なニーズのある学生への対応

学生が主体となる活動

定例会、交流会の開催

障がい学生が講師役の講演会
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ダイバーシティ推進室は部局 （教員組織） と事務組織のどちらにも該

当しない新たな組織として、専門知識を備えた教員と全学的な業務を

担当する職員（学長室）による教職協働の組織体制となっています。

● 本学の特徴● 本学の特徴

発表者　横山 正見発表者　横山 正見
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大学における手話通訳体制の実現に向けた課題 
━群馬大学におけるこれまでの実践と、学術手話サポーター養成事業━ 

 

群馬大学 学生支援センター障害学生支援室 

金澤貴之  二神麗子  川端伸哉 

 

１．聴覚障害学生の手話通訳ニーズ 

 PC テイクでは代え難い手話通訳の特徴として、以下の３点が挙げられる。 

・双方向性のある情報保障手段としてディスカッション形式の授業形態にスムーズに対応 

・手話を母語とするろう学生にとって最もストレスなく理解できる言語 

・韻律的要素（イントネーション、アクセント、ポーズ）も表現できるため、相手の感情

をつかんだ上で対話に「参加」できる。 

 すなわち他の学生と同等に「活きた講義」に参加するには手話通訳が必要だと考える。 

２．手話通訳ニーズに応えることの困難さ 

 一方で、手話通訳ニーズに応えるには以下の課題がある。 

・ニーズ把握及びニーズ喚起ができるスタッフが必要 

・聴覚障害学生自身の手話習得の環境も必要 

・手話通訳を常時利用できる形で導入する際のコスト高・人材不足 

・聴覚障害学生のニーズ、手話通訳者の特性、授業の性質の３点のマッチングが必要 

３．群馬大学での手話通訳ニーズへの対応の現状 

 上記の課題を踏まえながらも、以下の方法により手話通訳ニーズに対応している。 

・手話通訳技術を有する職員がと聾者職員が障害学生サポートルームで勤務 

・大学での通訳に耐えうる地域の手話通訳者を大学で登録 

・サポートルームでコーディネートし、職員と地域通訳者との組み合わせで通訳配置 

・平成 28 年度は、通年で、144 コマの講義に 241 名の手話通訳者が配置された他、教育実

習で配置した手話通訳の時間は 295 時間に及んでいる。 

４．手話通訳養成をめぐる新たな課題 

 一方、全国及び群馬県内で、手話通訳養成をめぐる様々な課題が見られるようになった。 

１）地域での手話通訳養成の限界 

・養成講座受講者の高齢化。産業構造の変化による専業主婦層の減少。 

・最低でも６年以上を要し、養成講座終了後も試験に合格せず、有資格者になれない 

２）手話言語条例制定による影響：全国屈指の手話言語条例制定県としての群馬県 

・県条例：聴覚障害児を対象とする学校における乳幼児期からの手話環境の整備 

・市町村条例：学校における手話による支援（前橋市） 

 すなわち、大学での手話通訳養成の必要性が増しているとともに、特に特別支援学校教

員を目指す学生には教育現場で活用できる確かな手話の技術が求められている。 

５．日本財団事業「学術手話通訳に対応した通訳者の養成」（手話サポーター養成事業） 

 以上のことを背景とし、今年度から群馬県との共同事業として標記事業に着手した。主

として以下の４点について実施している。 

１）学部１年生向けの手話習得のための講義の大幅な新規開設（前後期ともに週３コマ分） 

２）2年生〜3年生対象に、手話通訳技術を身につけるための講義を開設。 

・厚労省の定める手話通訳養成講座の基本、応用、実践コースに準拠 

・実践コース準拠の講義は、学術手話通訳向けの内容として地域の手話通訳者にも公開。 

３）本講座終了の学生は、「手話サポーター」として聴覚障害学生の有償支援者に。 

４）地域の手話通訳者向けの学術手話通訳養成研修講座を開講 

 

問い合わせ先 

学生支援センター障害学生支援室 手話サポーター養成事業 連絡先（027-220-7157、

r.futagami@gunma-u.ac.jp） 

コミュニティ手話通訳者のための学術手話通訳講座
－日本手話通訳をモデルとして－

大阪大学 キャンパスライフ健康支援センター 
中野聡子 楠敬太 望月直人 諏訪絵里子 吉田裕子 

１．講座開催のねらい 

高等教育機関において手話通訳を合理的配慮として提供しようとする場合，全面的ある
いは部分的に外部の手話通訳者の派遣に頼らざるをえない．しかし，日本の手話通訳者養
成制度は高等教育のような学術性の高い内容を想定したものとなっておらず，手話通訳者
は自身のスキル不足や専門的知識へのハードルの高さを感じつつ現場に立っている．また，
高等教育ではどのようなタイプの手話通訳がふさわしいのか，という議論に関する問題も
ある．個々の聴覚障害学生のニーズに合わせて，というのが建前であるが，多くの手話通
訳者が用いている手話は音声日本語の要素が強い中間型手話である（原・黒坂，2011）．一
方で，手指英語を使用する聴覚障害学生であってもアメリカ手話の通訳のほうが内容に対
する理解度が高かったという研究報告（Murphy and Fleischer，1977）や，学年があがる
ほど日本手話特有の空間的文法や非手指標識を使用した手話通訳のほうが，談話の論理構
造をつかみやすく，聴覚障害学生の評価が高かったとする研究報告（石野他，2011）もあ
る． 
そこで，筆者らは高等教育機関における講義のような，学術性の高い内容の手話通訳に

は，日本手話の要素が不可欠であるという前提にたち，地域で活動する手話通訳者らを対
象に，ろう通訳者や日本手話通訳者を講師とした学術手話通訳の講座を開催することとし
た．  

２．参加者及び講座の内容 

参加者：手話通訳活動をしている者(手話通訳士，都道府県登録通訳者，ろう通訳者など) 
講座の内容：下記の通り．1回の講座は 2時間． 

３．アンケート結果 

講座開催日 講師 題材の授業 参加者数

第1回 2016年12月21日 前川　和美 環境エネルギー工学概論 3名

第2回 2017年 1月21日 木村　晴美 国語学入門 29名

第3回 2017年 1月25日 前川　和美 民法入門 12名

第4回 2017年 2月 1日 前川　和美 経済現象を読み解く 11名

第5回 2017年 2月 9日 性全　幸 情報科学概論 8名

素材のレベル 

とても 
難しかった 

難しかった 普通 簡単だった 
とても 

簡単だった 

5 19 2 0 0 

講座の内容 
とても良い 良い 普通 悪い とても悪い 

23 3 0 0 0 

講師の説明 

とても 
分かりやすい 

分かりやすい 普通 分かりにくい 
とても 

分かりにくい 

23 5 0 0 0 

勉強になった 

とても 
勉強になった 

勉強になった 普通 
勉強に 

ならなかった 
全く勉強に 
ならない 

21 0 0 0 0 

主な感想 

・学術的な内容は通訳者がまず内容を理解する必要があり，用語の意味などの下調べ
（事前準備）の仕方と重要性を学んだ． 
・参加者の表現をビデオで振り返り，講評をいただき参考にして二度目の表現を試す
ことができたため，理解が深まった． 
・講師がそれぞれのやり方で丁寧に，また具体的に表現方法を教えてくださるため，
自分の課題を見つけられた．
・実際にろう者の意見をいただくことで，技術を見直すきっかけになった．
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大学における手話通訳体制の実現に向けた課題 
━群馬大学におけるこれまでの実践と、学術手話サポーター養成事業━ 

 

群馬大学 学生支援センター障害学生支援室 

金澤貴之  二神麗子  川端伸哉 

 

１．聴覚障害学生の手話通訳ニーズ 

 PC テイクでは代え難い手話通訳の特徴として、以下の３点が挙げられる。 

・双方向性のある情報保障手段としてディスカッション形式の授業形態にスムーズに対応 

・手話を母語とするろう学生にとって最もストレスなく理解できる言語 

・韻律的要素（イントネーション、アクセント、ポーズ）も表現できるため、相手の感情

をつかんだ上で対話に「参加」できる。 

 すなわち他の学生と同等に「活きた講義」に参加するには手話通訳が必要だと考える。 

２．手話通訳ニーズに応えることの困難さ 

 一方で、手話通訳ニーズに応えるには以下の課題がある。 

・ニーズ把握及びニーズ喚起ができるスタッフが必要 

・聴覚障害学生自身の手話習得の環境も必要 

・手話通訳を常時利用できる形で導入する際のコスト高・人材不足 

・聴覚障害学生のニーズ、手話通訳者の特性、授業の性質の３点のマッチングが必要 

３．群馬大学での手話通訳ニーズへの対応の現状 

 上記の課題を踏まえながらも、以下の方法により手話通訳ニーズに対応している。 

・手話通訳技術を有する職員がと聾者職員が障害学生サポートルームで勤務 

・大学での通訳に耐えうる地域の手話通訳者を大学で登録 

・サポートルームでコーディネートし、職員と地域通訳者との組み合わせで通訳配置 

・平成 28 年度は、通年で、144 コマの講義に 241 名の手話通訳者が配置された他、教育実

習で配置した手話通訳の時間は 295 時間に及んでいる。 

４．手話通訳養成をめぐる新たな課題 

 一方、全国及び群馬県内で、手話通訳養成をめぐる様々な課題が見られるようになった。 

１）地域での手話通訳養成の限界 

・養成講座受講者の高齢化。産業構造の変化による専業主婦層の減少。 

・最低でも６年以上を要し、養成講座終了後も試験に合格せず、有資格者になれない 

２）手話言語条例制定による影響：全国屈指の手話言語条例制定県としての群馬県 

・県条例：聴覚障害児を対象とする学校における乳幼児期からの手話環境の整備 

・市町村条例：学校における手話による支援（前橋市） 

 すなわち、大学での手話通訳養成の必要性が増しているとともに、特に特別支援学校教

員を目指す学生には教育現場で活用できる確かな手話の技術が求められている。 

５．日本財団事業「学術手話通訳に対応した通訳者の養成」（手話サポーター養成事業） 

 以上のことを背景とし、今年度から群馬県との共同事業として標記事業に着手した。主

として以下の４点について実施している。 

１）学部１年生向けの手話習得のための講義の大幅な新規開設（前後期ともに週３コマ分） 

２）2年生〜3年生対象に、手話通訳技術を身につけるための講義を開設。 

・厚労省の定める手話通訳養成講座の基本、応用、実践コースに準拠 

・実践コース準拠の講義は、学術手話通訳向けの内容として地域の手話通訳者にも公開。 

３）本講座終了の学生は、「手話サポーター」として聴覚障害学生の有償支援者に。 

４）地域の手話通訳者向けの学術手話通訳養成研修講座を開講 

 

問い合わせ先 

学生支援センター障害学生支援室 手話サポーター養成事業 連絡先（027-220-7157、

r.futagami@gunma-u.ac.jp） 

コミュニティ手話通訳者のための学術手話通訳講座
－日本手話通訳をモデルとして－

大阪大学 キャンパスライフ健康支援センター 
中野聡子 楠敬太 望月直人 諏訪絵里子 吉田裕子 

１．講座開催のねらい 

高等教育機関において手話通訳を合理的配慮として提供しようとする場合，全面的ある
いは部分的に外部の手話通訳者の派遣に頼らざるをえない．しかし，日本の手話通訳者養
成制度は高等教育のような学術性の高い内容を想定したものとなっておらず，手話通訳者
は自身のスキル不足や専門的知識へのハードルの高さを感じつつ現場に立っている．また，
高等教育ではどのようなタイプの手話通訳がふさわしいのか，という議論に関する問題も
ある．個々の聴覚障害学生のニーズに合わせて，というのが建前であるが，多くの手話通
訳者が用いている手話は音声日本語の要素が強い中間型手話である（原・黒坂，2011）．一
方で，手指英語を使用する聴覚障害学生であってもアメリカ手話の通訳のほうが内容に対
する理解度が高かったという研究報告（Murphy and Fleischer，1977）や，学年があがる
ほど日本手話特有の空間的文法や非手指標識を使用した手話通訳のほうが，談話の論理構
造をつかみやすく，聴覚障害学生の評価が高かったとする研究報告（石野他，2011）もあ
る． 
そこで，筆者らは高等教育機関における講義のような，学術性の高い内容の手話通訳に

は，日本手話の要素が不可欠であるという前提にたち，地域で活動する手話通訳者らを対
象に，ろう通訳者や日本手話通訳者を講師とした学術手話通訳の講座を開催することとし
た．  

２．参加者及び講座の内容 

参加者：手話通訳活動をしている者(手話通訳士，都道府県登録通訳者，ろう通訳者など) 
講座の内容：下記の通り．1回の講座は 2時間． 

３．アンケート結果 

講座開催日 講師 題材の授業 参加者数

第1回 2016年12月21日 前川　和美 環境エネルギー工学概論 3名

第2回 2017年 1月21日 木村　晴美 国語学入門 29名

第3回 2017年 1月25日 前川　和美 民法入門 12名

第4回 2017年 2月 1日 前川　和美 経済現象を読み解く 11名

第5回 2017年 2月 9日 性全　幸 情報科学概論 8名

素材のレベル 

とても 
難しかった 

難しかった 普通 簡単だった 
とても 

簡単だった 

5 19 2 0 0 

講座の内容 
とても良い 良い 普通 悪い とても悪い 

23 3 0 0 0 

講師の説明 

とても 
分かりやすい 

分かりやすい 普通 分かりにくい 
とても 

分かりにくい 

23 5 0 0 0 

勉強になった 

とても 
勉強になった 

勉強になった 普通 
勉強に 

ならなかった 
全く勉強に 
ならない 

21 0 0 0 0 

主な感想 

・学術的な内容は通訳者がまず内容を理解する必要があり，用語の意味などの下調べ
（事前準備）の仕方と重要性を学んだ． 
・参加者の表現をビデオで振り返り，講評をいただき参考にして二度目の表現を試す
ことができたため，理解が深まった． 
・講師がそれぞれのやり方で丁寧に，また具体的に表現方法を教えてくださるため，
自分の課題を見つけられた．
・実際にろう者の意見をいただくことで，技術を見直すきっかけになった．



151

大学における手話通訳体制の実現に向けた課題 
━群馬大学におけるこれまでの実践と、学術手話サポーター養成事業━ 

 

群馬大学 学生支援センター障害学生支援室 

金澤貴之  二神麗子  川端伸哉 

 

１．聴覚障害学生の手話通訳ニーズ 

 PC テイクでは代え難い手話通訳の特徴として、以下の３点が挙げられる。 

・双方向性のある情報保障手段としてディスカッション形式の授業形態にスムーズに対応 

・手話を母語とするろう学生にとって最もストレスなく理解できる言語 

・韻律的要素（イントネーション、アクセント、ポーズ）も表現できるため、相手の感情

をつかんだ上で対話に「参加」できる。 

 すなわち他の学生と同等に「活きた講義」に参加するには手話通訳が必要だと考える。 

２．手話通訳ニーズに応えることの困難さ 

 一方で、手話通訳ニーズに応えるには以下の課題がある。 

・ニーズ把握及びニーズ喚起ができるスタッフが必要 

・聴覚障害学生自身の手話習得の環境も必要 

・手話通訳を常時利用できる形で導入する際のコスト高・人材不足 

・聴覚障害学生のニーズ、手話通訳者の特性、授業の性質の３点のマッチングが必要 

３．群馬大学での手話通訳ニーズへの対応の現状 

 上記の課題を踏まえながらも、以下の方法により手話通訳ニーズに対応している。 

・手話通訳技術を有する職員がと聾者職員が障害学生サポートルームで勤務 

・大学での通訳に耐えうる地域の手話通訳者を大学で登録 

・サポートルームでコーディネートし、職員と地域通訳者との組み合わせで通訳配置 

・平成 28 年度は、通年で、144 コマの講義に 241 名の手話通訳者が配置された他、教育実

習で配置した手話通訳の時間は 295 時間に及んでいる。 

４．手話通訳養成をめぐる新たな課題 

 一方、全国及び群馬県内で、手話通訳養成をめぐる様々な課題が見られるようになった。 

１）地域での手話通訳養成の限界 

・養成講座受講者の高齢化。産業構造の変化による専業主婦層の減少。 

・最低でも６年以上を要し、養成講座終了後も試験に合格せず、有資格者になれない 

２）手話言語条例制定による影響：全国屈指の手話言語条例制定県としての群馬県 

・県条例：聴覚障害児を対象とする学校における乳幼児期からの手話環境の整備 

・市町村条例：学校における手話による支援（前橋市） 

 すなわち、大学での手話通訳養成の必要性が増しているとともに、特に特別支援学校教

員を目指す学生には教育現場で活用できる確かな手話の技術が求められている。 

５．日本財団事業「学術手話通訳に対応した通訳者の養成」（手話サポーター養成事業） 

 以上のことを背景とし、今年度から群馬県との共同事業として標記事業に着手した。主

として以下の４点について実施している。 

１）学部１年生向けの手話習得のための講義の大幅な新規開設（前後期ともに週３コマ分） 

２）2年生〜3年生対象に、手話通訳技術を身につけるための講義を開設。 

・厚労省の定める手話通訳養成講座の基本、応用、実践コースに準拠 

・実践コース準拠の講義は、学術手話通訳向けの内容として地域の手話通訳者にも公開。 

３）本講座終了の学生は、「手話サポーター」として聴覚障害学生の有償支援者に。 

４）地域の手話通訳者向けの学術手話通訳養成研修講座を開講 

 

問い合わせ先 

学生支援センター障害学生支援室 手話サポーター養成事業 連絡先（027-220-7157、

r.futagami@gunma-u.ac.jp） 

コミュニティ手話通訳者のための学術手話通訳講座
－日本手話通訳をモデルとして－

大阪大学 キャンパスライフ健康支援センター 
中野聡子 楠敬太 望月直人 諏訪絵里子 吉田裕子 

１．講座開催のねらい 

高等教育機関において手話通訳を合理的配慮として提供しようとする場合，全面的ある
いは部分的に外部の手話通訳者の派遣に頼らざるをえない．しかし，日本の手話通訳者養
成制度は高等教育のような学術性の高い内容を想定したものとなっておらず，手話通訳者
は自身のスキル不足や専門的知識へのハードルの高さを感じつつ現場に立っている．また，
高等教育ではどのようなタイプの手話通訳がふさわしいのか，という議論に関する問題も
ある．個々の聴覚障害学生のニーズに合わせて，というのが建前であるが，多くの手話通
訳者が用いている手話は音声日本語の要素が強い中間型手話である（原・黒坂，2011）．一
方で，手指英語を使用する聴覚障害学生であってもアメリカ手話の通訳のほうが内容に対
する理解度が高かったという研究報告（Murphy and Fleischer，1977）や，学年があがる
ほど日本手話特有の空間的文法や非手指標識を使用した手話通訳のほうが，談話の論理構
造をつかみやすく，聴覚障害学生の評価が高かったとする研究報告（石野他，2011）もあ
る． 
そこで，筆者らは高等教育機関における講義のような，学術性の高い内容の手話通訳に

は，日本手話の要素が不可欠であるという前提にたち，地域で活動する手話通訳者らを対
象に，ろう通訳者や日本手話通訳者を講師とした学術手話通訳の講座を開催することとし
た．  

２．参加者及び講座の内容 

参加者：手話通訳活動をしている者(手話通訳士，都道府県登録通訳者，ろう通訳者など) 
講座の内容：下記の通り．1回の講座は 2時間． 

３．アンケート結果 

講座開催日 講師 題材の授業 参加者数

第1回 2016年12月21日 前川　和美 環境エネルギー工学概論 3名

第2回 2017年 1月21日 木村　晴美 国語学入門 29名

第3回 2017年 1月25日 前川　和美 民法入門 12名

第4回 2017年 2月 1日 前川　和美 経済現象を読み解く 11名

第5回 2017年 2月 9日 性全　幸 情報科学概論 8名

素材のレベル 

とても 
難しかった 

難しかった 普通 簡単だった 
とても 

簡単だった 

5 19 2 0 0 

講座の内容 
とても良い 良い 普通 悪い とても悪い 

23 3 0 0 0 

講師の説明 

とても 
分かりやすい 

分かりやすい 普通 分かりにくい 
とても 

分かりにくい 

23 5 0 0 0 

勉強になった 

とても 
勉強になった 

勉強になった 普通 
勉強に 

ならなかった 
全く勉強に 
ならない 

21 0 0 0 0 

主な感想 

・学術的な内容は通訳者がまず内容を理解する必要があり，用語の意味などの下調べ
（事前準備）の仕方と重要性を学んだ． 
・参加者の表現をビデオで振り返り，講評をいただき参考にして二度目の表現を試す
ことができたため，理解が深まった． 
・講師がそれぞれのやり方で丁寧に，また具体的に表現方法を教えてくださるため，
自分の課題を見つけられた．
・実際にろう者の意見をいただくことで，技術を見直すきっかけになった．
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４．ろう通訳者と聴通訳者の訳出表現の違い 

 中野他（2017）は，国立障害者リハビリテーションセンター学院手話通訳学科教官の木
村晴美氏を講師とした 2017 年 1 月 21 日開催の講座の記録映像をもとに，講師のろう通訳
者と参加者である聴通訳者の訳出表現の違いについて分析を行い，聴通訳者の表現には以
下のような特徴がみられたとしている．  

【原語借用】 

 原語借用の手段のひとつであるマウジング（日本語の口型）が，ろう通訳者に比して
多く用いられ，ろう通訳者のように借用であることを示す手指の動きの強弱や NM 表現
が明瞭に表出されることは少ない． 

 借用の表現において，日本手話のリズムが失われる，借用語の一部が脱落する，SL の
日本語と異なるマウジングで表出されることがある． 

【話題の転換点】 

 ろう通訳者に比べてスライドの指さしが少ないだけでなく，顔を正面に向けたまま指
さしのみ素早い動きで表出されることで，話題の転換点が不明瞭である． 

 手話単語やうなずき，ポーズによって，話題の転換点が表出されている場合でも，NM
表現が伴っておらず，また，スライドの指さし同様，素早い動きで表出されるため伝
わりにくい． 

【日本手話の文法的要素の表出】 

 文脈的な意味や文法上の必要性に合わせて空間を使い分けることが少なく，標識を持
たない空間（ニュートラルスペース）を用いることが多い． 

 特定の空間が割り当てられたとしても，それがひとつのエピソードのなかで一貫して
用いられていないことが多い． 

 CL手型の動き（運動形態素）と割り当てられた空間位置が一致していないことがある． 
 RS 表現を用いた訳出はなされない． 
 手話動詞の手指表現の動きにアスペクトを示すための変化がほとんどみられず，また

アスペクトを表す NM 表現が表出されないことが多い．  

５．今後に向けて 

 同講座には，関東地方や中国地方など遠方からの参加もあった．扱った大学の授業の素
材は難しかったものの，講師のわかりやすい解説と具体的なモデル表現の提示により，日
本手話による学術通訳が実践的に学べると高い評価を受けた．アンケート回答者の全員が，
同様な講座の企画があれば参加したいとしており，地域で活動する手話通訳者らの学術手
話通訳に対する学習意欲が非常に高いことがわかった．  
 ろう通訳者と聴通訳者の訳出表現の比較分析から，起点言語を日本語，目標言語を日本
手話とする手話通訳において演習的なトレーニングのみならず，日本手話の音韻論，形態
論，統語論について学ぶ機会を提供する必要性を感じた． 
 また，ろう通訳者を講師とした第 1 回〜第 4 回では，参加者に対し，あらかじめ当日使
用する授業素材の文字起こし原稿を送付していたが，当日訳出を行ってみると，論旨理解
の不十分さなどのため，訳もれや誤訳が多くみられた．訳出スキルとは別に，当日資料を
どう読み解くか，下調べを行うかといった事前準備の方法について研修を行う必要性を感
じた．  
 これらの課題を次回以降の講座開催に反映させていきたい． 
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1.公益財団法人 大学コンソーシアム京都が取り組む障害学生支援事業 

  大学コンソーシアム京都では、2001 年度から、障害のある学生支援のあり方について

検討を始め、財団加盟校の学生部を中心としたネットワークとして「障害のある学生支

援に関する担当者会議」を 2002 年度から組織し意見交換や勉強会等の場としてきた。担

当者会議は 2015 年度から関西地域の教職員有志で活動されてきた「関西障害学生支援担

当者懇談会」の主催及び事務局を本財団が担うことにより発展的に吸収合併を行い開催

している。 
  

  2003 年  「障害のある学生支援に関する担当者会議」開始  

2004 年  ノートテイカー養成講座開始 

2015 年  関西障害学生支援担当者懇談会（以下、ＫＳＳＫ）の事務局を担う 

       ※「障害のある学生支援に関する担当者会議」は発展的吸収合併 

2016 年  財団指定調査課題の実施 

       「大学での障害者差別解消へ向けたアクセシビリティと合理的配慮の 

        DB の構築  ～障害学生支援室連携組織の設立へ向けて～」 

2017 年  障害学生支援に係る各種フォーマットを公開（ガイドライン・申請書等） 

 

2.聴覚障害学生に係わる 3つの事業 

 1）ノート・パソコン（PC）テイカー養成講座 

   聴覚障害学生の「情報保障」を行うノートテイカーを養成するため、京都市ボラン

ティアセンターと共催し、2004 年度から継続して実施している。本講座の現在までの

参加者の述べ数は 1,371 人に上る。近年は、「障害を理由とする差別の解消の推進に関

する法律」の施行に伴い教職員の参加者も増加傾向にあり、2017 年度からは加盟大学

のニーズに合わせノートと PC の両方を体験できる講座を実施。 

 

 2）関西障害学生支援担当者懇談会（KSSK） 

KSSK は「実務担当者目線」を基本的な理念として、有志により 2008 年度に立ち上が

った。この懇談会の特長は、障害学生支援に携わる実務担当者が「面と向かって」、理

想的な支援や支援の成功例、失敗例、現場での工夫や方法などを率直にざっくばらんに

話し合う点である。関西圏の大学で障害学生支援にかかわる教職員が一堂に集まること

で、支援担当者間のネットワークを構築する機会となっている全国でも珍しい取り組み

である。 

 

 3）財団指定調査課題 

   2016 年度に実施した本調査は、各大学での障害学生支援の取組の知見を網羅する DB の

構築により、大学での障害者差別解消に向けた取組の進捗度を大幅に上昇させ、財団事

業の可能性を提示することを目的に実施した。本調査での財団への提言をもとに 2017 年

度より新たな事業の検討を開始している。  

 

【研究テーマ】大学での障害者差別解消へ向けたアクセシビリティと合理的配慮の 

DB の構築  ～障害学生支援室連携組織の設立へ向けて～ 

【研究代表者】京都大学大学院工学研究科 准教授 吉田 哲 氏 

【調査報告書】http://www.consortium.or.jp/project/chosakenkyu/shiteikadai/2016-1 
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４．ろう通訳者と聴通訳者の訳出表現の違い 

 中野他（2017）は，国立障害者リハビリテーションセンター学院手話通訳学科教官の木
村晴美氏を講師とした 2017 年 1 月 21 日開催の講座の記録映像をもとに，講師のろう通訳
者と参加者である聴通訳者の訳出表現の違いについて分析を行い，聴通訳者の表現には以
下のような特徴がみられたとしている．  

【原語借用】 

 原語借用の手段のひとつであるマウジング（日本語の口型）が，ろう通訳者に比して
多く用いられ，ろう通訳者のように借用であることを示す手指の動きの強弱や NM 表現
が明瞭に表出されることは少ない． 

 借用の表現において，日本手話のリズムが失われる，借用語の一部が脱落する，SL の
日本語と異なるマウジングで表出されることがある． 

【話題の転換点】 

 ろう通訳者に比べてスライドの指さしが少ないだけでなく，顔を正面に向けたまま指
さしのみ素早い動きで表出されることで，話題の転換点が不明瞭である． 

 手話単語やうなずき，ポーズによって，話題の転換点が表出されている場合でも，NM
表現が伴っておらず，また，スライドの指さし同様，素早い動きで表出されるため伝
わりにくい． 

【日本手話の文法的要素の表出】 

 文脈的な意味や文法上の必要性に合わせて空間を使い分けることが少なく，標識を持
たない空間（ニュートラルスペース）を用いることが多い． 

 特定の空間が割り当てられたとしても，それがひとつのエピソードのなかで一貫して
用いられていないことが多い． 

 CL手型の動き（運動形態素）と割り当てられた空間位置が一致していないことがある． 
 RS 表現を用いた訳出はなされない． 
 手話動詞の手指表現の動きにアスペクトを示すための変化がほとんどみられず，また

アスペクトを表す NM 表現が表出されないことが多い．  

５．今後に向けて 

 同講座には，関東地方や中国地方など遠方からの参加もあった．扱った大学の授業の素
材は難しかったものの，講師のわかりやすい解説と具体的なモデル表現の提示により，日
本手話による学術通訳が実践的に学べると高い評価を受けた．アンケート回答者の全員が，
同様な講座の企画があれば参加したいとしており，地域で活動する手話通訳者らの学術手
話通訳に対する学習意欲が非常に高いことがわかった．  
 ろう通訳者と聴通訳者の訳出表現の比較分析から，起点言語を日本語，目標言語を日本
手話とする手話通訳において演習的なトレーニングのみならず，日本手話の音韻論，形態
論，統語論について学ぶ機会を提供する必要性を感じた． 
 また，ろう通訳者を講師とした第 1 回〜第 4 回では，参加者に対し，あらかじめ当日使
用する授業素材の文字起こし原稿を送付していたが，当日訳出を行ってみると，論旨理解
の不十分さなどのため，訳もれや誤訳が多くみられた．訳出スキルとは別に，当日資料を
どう読み解くか，下調べを行うかといった事前準備の方法について研修を行う必要性を感
じた．  
 これらの課題を次回以降の講座開催に反映させていきたい． 
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  2003 年  「障害のある学生支援に関する担当者会議」開始  

2004 年  ノートテイカー養成講座開始 

2015 年  関西障害学生支援担当者懇談会（以下、ＫＳＳＫ）の事務局を担う 

       ※「障害のある学生支援に関する担当者会議」は発展的吸収合併 

2016 年  財団指定調査課題の実施 

       「大学での障害者差別解消へ向けたアクセシビリティと合理的配慮の 

        DB の構築  ～障害学生支援室連携組織の設立へ向けて～」 

2017 年  障害学生支援に係る各種フォーマットを公開（ガイドライン・申請書等） 

 

2.聴覚障害学生に係わる 3つの事業 

 1）ノート・パソコン（PC）テイカー養成講座 

   聴覚障害学生の「情報保障」を行うノートテイカーを養成するため、京都市ボラン

ティアセンターと共催し、2004 年度から継続して実施している。本講座の現在までの

参加者の述べ数は 1,371 人に上る。近年は、「障害を理由とする差別の解消の推進に関

する法律」の施行に伴い教職員の参加者も増加傾向にあり、2017 年度からは加盟大学

のニーズに合わせノートと PC の両方を体験できる講座を実施。 

 

 2）関西障害学生支援担当者懇談会（KSSK） 

KSSK は「実務担当者目線」を基本的な理念として、有志により 2008 年度に立ち上が

った。この懇談会の特長は、障害学生支援に携わる実務担当者が「面と向かって」、理

想的な支援や支援の成功例、失敗例、現場での工夫や方法などを率直にざっくばらんに

話し合う点である。関西圏の大学で障害学生支援にかかわる教職員が一堂に集まること

で、支援担当者間のネットワークを構築する機会となっている全国でも珍しい取り組み

である。 

 

 3）財団指定調査課題 

   2016 年度に実施した本調査は、各大学での障害学生支援の取組の知見を網羅する DB の

構築により、大学での障害者差別解消に向けた取組の進捗度を大幅に上昇させ、財団事

業の可能性を提示することを目的に実施した。本調査での財団への提言をもとに 2017 年

度より新たな事業の検討を開始している。  

 

【研究テーマ】大学での障害者差別解消へ向けたアクセシビリティと合理的配慮の 

DB の構築  ～障害学生支援室連携組織の設立へ向けて～ 

【研究代表者】京都大学大学院工学研究科 准教授 吉田 哲 氏 

【調査報告書】http://www.consortium.or.jp/project/chosakenkyu/shiteikadai/2016-1 
 

 問い合わせ先 

公益財団法人 大学コンソーシアム京都 学生交流事業部  

TEL:075-353-9189     FAX:075-353-9101     mail: gk-ml@consortium.or.jp 
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